
江戸川区立江戸川小学校　令和8年　４月

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
アイウ Ｂ：校内にあるさまざまな文字に気づ

いている。
校内にある文字をカードに書いてい
る。

Ｂ：校内にあるさまざまな文字が何の
ために書かれているのか，考えてい
る。

Ｂ：校内にあるさまざまな文字を探そ
うとしている。

Ａ：校内にあるさまざまな文字に，よ
く気づいている。
校内にあるさまざまな文字をカードに
書いている。

Ａ：校内にあるさまざまな文字が何の
ために書かれているのか，よく考えて
いる。

Ａ：校内にあるさまざまな文字を粘り
強く探そうとしている。

支援：文字が書かれている場所につい
て知らせる。
カードに書く方法について説明する。

支援：文字が提示されていると便利で
ある例について気づくようにする。

支援：文字はどんなところで見つけら
れるか，身近な場所を説明する｡

アイ Ｂ：よい姿勢・鉛筆の持ち方がわかっ
ている。
よい姿勢・鉛筆の持ち方で運筆してい
る。

Ｂ：よい姿勢・鉛筆の持ち方について
考えている。

Ｂ：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書こう
としている。

Ａ：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書くこ
とを理解している。
よい姿勢・鉛筆の持ち方で書き，運筆
に慣れている。

Ａ：自分の姿勢・鉛筆の持ち方の良し
あしを考えている。

Ａ：よい姿勢・鉛筆の持ち方で積極的
に書こうとしている。

支援：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書く
ことの大切さについて理解を促す。
よい姿勢・鉛筆の持ち方で書くポイン
トを，具体的に説明する。

支援：どこを正すと姿勢･持ち方がよ
くなるかを，基準に照らして説明す
る。

支援：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書く
ことができるように意識づける。
書写の授業以外でも気をつけるように
呼びかける。

アイ Ｂ：終筆の書き方を理解している。
終筆の書き方に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：終筆の書き方について考えてい
る。

Ｂ：終筆に気をつけて書こうとしてい
る。
ほかの文字でも終筆に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

Ａ：終筆の書き方の違いを理解してい
る。
終筆の形を整えて書いている。

Ａ：終筆の書き方の良しあしを考えて
いる。

Ａ：終筆の書き方に気をつけて，積極
的に書こうとしている。
常に終筆に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

１　はじめの　が
くしゅう

①じを　かく　し
せい
②えんぴつの　も
ちかた
③たのしく　かこ
う

２～７

指導
月
４月

５月

時数 頁

１

評　価　規　準

表紙
裏①
・１

学習指導のねらい 学習活動

1

８・９

２　ひらがなの
がくしゅう

①せんの　おわり
の　かきかた

1

がっこうの もじ
たんけん

○学校の中にはいろいろな
文字があることに気づき,
文字や書写学習に対する関
心を高めることができる。

○よい姿勢・鉛筆の持ち方
を知ることができる。

○よい姿勢・鉛筆の持ち方
で，自分の名前を丁寧に書
くことができる。

○よい姿勢・鉛筆の持ち方
で，いろいろな線や形など
を書き，運筆に慣れること
ができる。

○文字探しの方法を理解す
る。

○校内をまわって文字を探
し，見つけた場所と文字を
カードに書く。

○探した文字を発表し合う。

学習指導要
領の内容

○よい姿勢・鉛筆の持ち方に
ついて知る。

○「よい しせいの あいこ
とば」「えんぴつの もちか
たの あいことば」の唱え歌
で姿勢と持ち方を確認する。

○よい姿勢・鉛筆の持ち方
で，自分の名前を丁寧に書
く。

○終筆（「とめ」と「はら
い」）の書き方を理解する
ことができる。

○よい鉛筆の持ち方で，終
筆の書き方に気をつけて書
くことができる。

○『くつ』を声に出して読
み，空書する。

○『くつ』を指でなぞりなが
ら，書き方を確かめる。

○「とめ」「はらい」の書き
方に気をつけて，『くつ』を
鉛筆や水書用紙で練習する。

○最後にまとめとして書く。

○「く」と「つ」がつく言葉
を，ほかにも探して書く。

教材名

令和8年度版「しょうがく　しょしゃ　一ねん」年間指導計画・評価計画(案）  　「支援」は，「Ｂ」に至らない児童に対する支援・援助の方法例。
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

支援：空書や水書用紙などによって，
「とめ」「はらい」の書き方の違いを
比べてみることができるようにする。
「とめ｣「はらい」の線を，声を出し
ながら運筆することで理解を促す。

支援：拡大文字などを使って，「と
め」「はらい」の正しい書き方が確か
められるようにする。

支援：終筆を，「ぴたっ」「すうっ」
の言葉や動作で表すことで，意欲を高
めていくようにする。
学習した以外の文字でも，同じ書き方
があることに気づくようにはたらきか
ける｡

アイ Ｂ：正しい書き順について理解してい
る。
正しい書き順で書いている。

Ｂ：正しい書き順について考えてい
る。

Ｂ：書き順に気をつけて書こうとして
いる。
ほかの書写場面でも，書き順に気をつ
けて書こうとする意識をもっている。

Ａ：正しい書き順と，字形の整え方に
ついて理解している。
正しい書き順で，字形を整えて書いて
いる。

Ａ：正しい書き順について，よく考え
ている。

Ａ：書き順や字形に気をつけて書こう
としている。
常に書き順や字形に気をつけて書こう
とする意識をもっている。

支援：正しい書き順や字形を具体的に
説明する｡
まちがえやすい書き順などについて具
体的に説明する。

支援：拡大文字や色分け文字などを
使って，正しい書き順や字形が確かめ
られるようにする｡

支援：教科書の文字をなぞるところを
隣どうしで見合うことで，書き順を確
かめられるようにする。
書写の授業以外でも，書き順や字形に
気をつけて書くよう意識づける。

アイ Ｂ：始筆の位置を理解している。
正しい始筆の位置で書いている。

Ｂ：始筆の位置について考えている。 Ｂ：始筆の位置に気をつけて書こうと
している。
ほかの文字でも，始筆の位置に気をつ
けて書こうとする意識をもっている。

Ａ：それぞれの文字の始筆の位置の違
いを理解している。
正しい始筆の位置で，字形を整えて書
いている。

Ａ：始筆の位置の良しあしを考えてい
る。

Ａ：始筆の位置に気をつけて，正しく
書こうとしている。
常に始筆の位置に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：一ますを四つにくぎって，どの
ます目から書き始めるか，具体的に説
明する。
それぞれのます目に番号をつけるなど
して，書き始めるところの理解を促
す。

支援：始筆の位置が適切ではない文字
を例示して，正しい位置が確かめられ
るようにする。

支援：拡大文字などを使って，書き始
めるところに気をつけるよう呼びかけ
る。
学習した以外の文字でも，始筆の位置
に気をつけて書くよう意識づける。

アイ Ｂ：送筆の書き方について理解してい
る。
送筆の書き方に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：送筆の書き方について考えてい
る。

Ｂ：送筆の書き方に気をつけて書こう
としている。
ほかの文字でも送筆に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

Ａ：送筆の書き方について，よく理解
している。
字形を整えて送筆を書いている。

Ａ：送筆の書き方の良しあしを考えて
いる。

Ａ：送筆の書き方に気をつけて，積極
的に書こうとしている。
常に送筆に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

②かきじゅん

１

１ 11

６月 ④せんの　とちゅ
うの　かきかた

○送筆（「まがり」「お
れ・おりかえし」「むす
び」）の書き方を理解する
ことができる。

○送筆の書き方に気をつけ
て，正しく書くことができ
る。

○教科書を見ないで『こと
り』を鉛筆で書く。

○『ことり』を指でなぞりな
がら，正しい書き順があるこ
とを知る。

○書き順に気をつけて，『こ
とり』『いけ』『つり』を練
習する。

○隣どうしで見合いながら，
『ことり』をまとめ書きす
る。

10

○『えのぐ』を指でなぞりな
がら，書き方を確かめる。

○『えのぐ』『そら』『とも
だち』を鉛筆で書き，どの部
分が「まがり」「おれ・おり
かえし」かを確認する。

○「まがり」「おれ・おりか
えし」に注意して鉛筆や水書
用紙を使って練習する。

○まとめ書きをして，試書と

③じを　かきはじ
める　ところ

○正しい書き順について知
り，指でなぞって確かめる
ことができる。

○書き順に気をつけて，正
しく書くことができる。

○文字の始筆（書き始める
ところ）の位置について，
理解することができる。

○文字の始筆の位置に気を
つけて，正しく書くことが
できる。

○『にじ』を空書してから鉛
筆で書く。

○教科書のイラストを見て，
『にじ』は一ますを四分割し
たどの部屋から書き始めるか
話し合う。

○始筆の位置に気をつけて
『にじ』『かさ』『へや』
『うた』を練習する。

○『かさ』の『か』は，一度
止めてからはねることを確か
める。

○始筆の位置に気をつけて，
『にじ』『かさ』『へや』
『うた』を書く。
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

支援：教科書の図版をなぞりながら，
それぞれの送筆において大切な点につ
いて注意を促す。
書きにくい送筆については，その部分
を中心とした運筆練習を行う。

支援：字形が整っていない文字例を提
示して，正しい送筆の書き方と比べる
ことができるようにする。

支援：水書用紙などを使って，運筆の
過程が意識できるようにする。
学習した以外の文字でも，同じ書き方
があることに気づくようにはたらきか
ける｡

アイウ Ｂ：似ている平仮名どうしの類似点や
相違点を理解している。
似ている平仮名どうしの類似点や相違
点に気をつけて書いている。

Ｂ：似ている平仮名どうしの類似点や
相違点について考えている。

Ｂ：似ている平仮名どうしの類似点や
相違点を意識しながら書こうとしてい
る。
ほかの文字でも平仮名どうしの類似点
や相違点に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

Ａ：似ている平仮名どうしの類似点や
相違点を，よく理解している。
似ている平仮名どうしの類似点や相違
点に気をつけて，正しく書くことがで
きる。

Ａ：似ている平仮名どうしの類似点や
相違点について，よく考えている。

Ａ：似ている平仮名どうしの類似点や
相違点を意識しながら，積極的に書こ
うとしている。
常に似ている平仮名どうしの類似点や
相違点に気をつけて書こうとする意識
をもっている。

支援：「まがり」「おりかえし」「む
すび」に気をつけて丁寧に書くように
声をかける。
それぞれのます目に番号をつけるなど
して理解を促す。

支援：教科書を見て，文字のどの部分
が同じでどの部分が違うのか，説明で
きるようにする。

支援：似ている部分を指でなぞった
り，違う部分を言葉で説明したりして
確かめられるようにする。
学習した以外の文字でも，類似点や相
違点に気をつけて書くように意識づけ
る。

アイウ Ｂ：拗音・促音などの書く位置や大き
さについて理解している。
拗音・促音などを正しい位置で書いて
いる。

Ｂ：拗音・促音などの書く位置や大き
さについて考えている。

Ｂ：拗音・促音などに気をつけて書く
意識をもっている。
ほかの文字でも，拗音・促音などに気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

14・15２

○拗音・促音，句読点，か
ぎ，濁音の書く位置や大き
さを理解することができ
る。

○ます目の中の書く位置に
気をつけて，言葉や文章の
中で正しく書くことができ
る。

⑤にて　いる　ひ
らがな

○『あめ』『ぬの』を空書し
てから試書する。

○教科書を見て，似ていると
ころを見つけて発表し合う。

○「まがり」は同じ書き方で
あることと，違ところに注意
して鉛筆や水書用紙を使って
練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○『わた』『ねこ』『れんこ
ん』を空書してから試書す
る。

○教科書を見て，似ていると
ころを見つけて発表し合う。

○書き始めの位置や形は同じ
書き方であることと，違とこ
ろに注意して鉛筆や水書用紙
を使って練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○形が似ている平仮名につい○『がっきゅうかい』『でん
しゃ』『きゅうしょく』を試
書する。

○『びよういん』『びょうい
ん』など，文字の大きによっ
て違う意味の言葉になってし
まう例を挙げる。

○形が似ている平仮名につ
いて，違うところを理解す
ることができる。

○形が似ている平仮名につ
いて，違うところに気をつ
けて書くことができる。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。（「まが
り」「おれ・おりかえし」）

○『はす』を指でなぞりなが
ら，書き方を確かめる。

○『はす』『はな』『おむす
び』を鉛筆で書き，同じ「む
すび」でも形が違うことを確
認する。

○「むすび」の形の違いに注
意して鉛筆や水書用紙を使っ
て練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。(「むす
び」)

12・13２

７月 ⑥ますめの　なか
の　かく　ところ
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

Ａ：拗音・促音などの書く位置や大き
さについて，よく理解している。
拗音・促音などを正しい位置で，大き
さに気をつけて書いている。

Ａ：拗音・促音などの書く位置や大き
さの良しあしを考えている。

Ａ：拗音・促音などに気をつけて，積
極的に書こうとしている。
常に拗音・促音などに気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：拗音・促音を大きく書くと意味
が変わってしまう言葉を例示して注意
を促す。
一ますを四つにくぎって，どの位置に
どれくらいの大きさで書いたらよい
か，具体的に説明する。

支援：教科書を参照して，拗音・促音
などの正しい位置や大きさが確かめら
れるようにする。

支援：どれが拗音・促音なのかがわか
るように説明する。
学習した以外の文字でも，拗音・促音
などの位置や大きさに気をつけて書く
よう意識づける。

アイウ Ｂ：文字の外形を理解し，練習文字の
まわりを「しかく」「さんかく」「ま
る」に囲んでいる。
おおよその形に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：文字のおおよその形について考え
ている。

Ｂ：文字のおおよその形に気づき，学
習への意欲をもっている。
ほかの文字でも文字の形に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

Ａ：文字の外形をよく理解し，練習文
字のまわりを「しかく」「さんかく」
「まる」に囲んでいる。
おおよその形に気をつけて，字形を整
えて書いている。

Ａ：文字のおおよその形について，よ
く考えている。

Ａ：文字のおおよその形に気づき，積
極的に学習に取り組もうとしている。
常に文字の形に気をつけて書こうとす
る意識をもっている。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，どのような形かを具体的に説
明する。
外形が書いてある練習用紙の中に文字
を書き，おおよその形を確かめられる
ようにする。

支援：文字のまわりを鉛筆で囲み，お
およそどのような形になるか確かめら
れるようにする。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，文字の形の違いが確かめられ
るようにする。
ほかの文字でも，文字の形の違いがあ
ることに気づくようにはたらきかけ
る。

アイウ Ｂ：横書きの書き方を理解して書いて
いる。

Ｂ：縦書きの書き方との違いについて
考えている。

Ｂ：横書きの書き方について知り，学
習への意欲をもっている。
ほかの言葉でも，横書きの書き方に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：横書きの書き方を，よく理解して
書いている。

Ａ：縦書きの書き方との違いについ
て，よく考えている。

Ａ：横書きの書き方について知り，積
極的に学習に取り組もうとしている。
常に横書きの書き方に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：数字の書き方についても，誤り
やすい例をあげながら，正しい字形を
確かめられるようにする。
十字線を入れたます目用紙を使って，
正しい位置を確かめられるようにす
る。

支援：教科書を参照して，横書きの場
合の拗音・促音などの正しい位置が確
かめられるようにする。

支援：拗音，促音，句読点は，ます目
の中のどの位置に書くのか，確かめら
れるようにする。

19

【レッツ・トラ
イ】
―よこがきの　か
きかた

⑦じの　かたち ○それぞれの文字の，おお
よその形を理解することが
できる。

○文字の外形に気をつけ
て，正しく書くことができ
る。

○拗音・促音の書く位置や大
きさを確認して練習する。

○拗音・促音が入った言葉を
探して書く。

○ます目の中の書く位置に気
をつけて，『おおきなかぶ』
を書く。

18

16・17

１

適時

１

○『せみ』『すいか』『の
り』『ふうせん』の文字のま
わりを鉛筆で囲む。

○試書を行い，教材文字と比
べる。文字の外形は「しか
く」「さんかく」「まる」の
どれに近いか話し合う。

○外形に気をつけて教材文字
を練習する。

○学習した以外の文字でも，
文字の形に気をつけて書く。

○横書きの書き方を理解し
て，『あくしゅ』を書く。

○数字の書き順と字形に気を
つけて書く。

○書く位置や字形に気をつけ
て，『あくしゅ』と数字を書
く。

○横書きの書き方を理解す
ることができる。

○数字の書き順と字形に気
をつけて書くことができ
る。

○他教科の学習や日常生活
の中で，横書きの書き方に
気をつけて書こうとする意
欲をもつことができる。

4 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

アイウ Ｂ：平仮名の正しい書き順や字形につ
いて理解している。
平仮名の書き順や字形に気をつけて書
いている。

Ｂ：平仮名の書き順や字形について考
えている。

Ｂ：平仮名の表を見ながら，先生や友
達の名前やさまざまな言葉を書く活動
に，取り組もうとしている。

Ａ：平仮名の正しい書き順や字形につ
いて，よく理解している。
平仮名の書き順に気をつけて，字形を
整えて書いている。

Ａ：平仮名の書き順や字形の良しあし
について，考えている。

Ａ：平仮名の表を見ながら，先生や友
達の名前やさまざまな言葉を書く活動
に，積極的に取り組もうとしている。

支援：正しい書き順や字形について，
平仮名の表で確かめられるよう促す｡
まちがえやすい書き順や字形について
具体的に説明する。

支援：拡大文字や色分け文字などを
使って，正しい書き順や字形が確かめ
られるようにする｡

支援：これまでの学習を想起して，書
き順や字形に気をつけて書くよう呼び
かける。
書写の授業以外でも，書き順や字形に
気をつけて平仮名を書くよう意識づけ
る。

アイウ Ｂ：片仮名の終筆と送筆の書き方につ
いて理解している。
終筆と送筆を正しく書いている。

Ｂ：片仮名の終筆と送筆の書き方につ
いて考えている。

Ｂ：片仮名の終筆と送筆の書き方に気
をつけて書こうとしている。
ほかの片仮名の言葉でも終筆と送筆に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：片仮名の終筆と送筆の書き方につ
いて，よく理解している。
字形を整えて，終筆と送筆を書いてい
る｡

Ａ：片仮名の終筆と送筆の書き方の良
しあしを考えている｡

Ａ：片仮名の終筆と送筆の書き方に気
をつけて，積極的に書こうとしてい
る。
常に片仮名の終筆と送筆に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

支援：「とめ」「はね」「はらい」は
動作化し，「おれ」「まがり」は視覚
的に表現するなどして，理解を促す。
平仮名と異なる部分について注意を促
す。

支援：平仮名で学習した終筆と送筆の
書き方を想起するよう促す。

支援：拡大文字や水書用紙などを使っ
て，終筆と送筆の書き方について関心
を高める。
学習した以外の文字でも，同じ書き方
があることに気づくようにはたらきか
ける｡

アイウ Ｂ：片仮名のおおよその形を理解して
いる。
片仮名の外形に気をつけて，正しく書
いている。

Ｂ：片仮名の外形について考えてい
る。

Ｂ：片仮名の外形に気をつけて書こう
としている。
ほかの文字でも，文字の外形に気をつ
けて書こうとする意識をもっている。

Ａ：片仮名のおおよその形の違いを，
よく理解している。
片仮名の外形の違いに気をつけて，字
形を整えて書いている。

Ｂ：片仮名の外形の違いについて考え
ている。

Ａ：片仮名の外形の違いに気をつけ
て，積極的に書こうとしている。
常に文字の外形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：おおよその形をかたどったもの
を使って，形の違いに気づくようには
たらきかける。
学習した以外の文字でも，外形に気を
つけて書くよう，仲間の漢字を示して

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，どのような形か具体的に説明
する。
外形が書いてある練習用紙の中に文字
を書き，おおよその形を確かめられる

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，外形が確かめられるようにす
る。

○平仮名の書き順と字形に
気をつけて，正しく書くこ
とができる。

○まちがえやすい書き順の文
字や，送筆・終筆の難しい文
字を書く。

○「ひらがなの ひょう」を
見ながら，書き順，送筆・終
筆を確認し，練習する。

○書き順や字形を確かめて評
価する。

○先生や友達の名前を正しく
書く。

②じの　かたち

１

22

３　かたかなの
　　がくしゅう

①かたかなの　か
きかた

○片仮名の外形の違いを理
解して，正しく書くことが
できる。

○片仮名の終筆（「とめ」
「はね」「はらい」）と送
筆（「おれ」「まがり」）
に気をつけて，正しく書く
ことができる。

○片仮名について知っている
ことを話し合う。

○『レモン』『カメラ』を指
でなぞりながら，終筆と送筆
の書き方を確かめる。

○『レモン』『カメラ』を試
書する。

○送筆と終筆に気をつけて鉛
筆や水書用紙を使って練習
し，まとめ書きを試書と比べ
て発表し合う。

○巻末の「かたかなの ひょ
う」から，「とめ」「はね」
「はらい」「おれ」「まが
り」のある文字を探して発表
し合う。

○教科書を見ないで『ロ』
『ユ』『ト』を書く。

○試書と教材文字を比べて話
し合う。

○教科書の『ロ』『ユ』
『ト』のまわりを鉛筆で囲
み，文字の形を理解する。

○促音・拗音を書く位置や，
音引・濁音，半濁音の書き方
を確認する。

○ほかの文字や言葉も外形に
気をつけて書く。

⑧ひらがなの
ひょう

９月

23

３

20・21

5 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

つけて書くよう，仲間の漢字を示して
意識づける。

を書き，おおよその形を確かめられる
ようにする。

6 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

③にて　いる　じ アイウ Ｂ：「点」と「はらい」の方向につい
て理解している。
「点」と「はらい」の方向に気をつけ
て書いている。
片仮名と平仮名の違いを理解して書い
ている。

Ｂ：払う方向の違いについて考えてい
る。
片仮名と平仮名の形の違いについて考
えている。

Ｂ：片仮名と平仮名の形の違いに気を
つけて書こうとしている。
ほかの文字でも，片仮名の字形に気を
つけて書こうとしている。

Ａ：「点」と「はらい」の方向の違い
を，よく理解している。
片仮名と平仮名の違いに気をつけて，
字形を整えて書いている。

Ａ：払う方向の違いについてよく考え
ている。
片仮名と平仮名の字形の違いについて
よく考えている。

Ａ：片仮名と平仮名の形の違いに気を
つけて，積極的に書こうとしている。
ほかの文字でも，常に字形に気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，どのような形かを具体的に説
明する。
外形が書いてある練習用紙の中に文字
を書き，おおよその形を確かめられる
ようにする。

支援：『ツ』は「つ」，『シ』は
『し』の運筆方向で書くと間違えずに
書けるなどの例示をして，筆順と字形
が確かめられるようにする。

支援：おおよその形をかたどったもの
を使って，字形の違いに気づくように
はたらきかける。
学習した以外の文字でも，字形に気を
つけて書くよう，仲間の漢字を示して
意識づける。

学しゅうの　すす
めかた

アイウ

Ａ：終筆の書き方の違いを理解してい
る｡
字形を整えて，終筆を書いている。

Ａ：終筆の書き方の良しあしを考えて
いる。

Ａ：終筆の書き方に気をつけて，積極
的に書こうとしている。
常に終筆に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

支援：終筆の書き方を動作や言葉で表
して理解を促す｡
字形が整っていない文字例を提示し
て，終筆の正しい書き方と比べてみる
ことができるようにする。

支援：平仮名や片仮名で学習した終筆
の書き方を想起するよう促す。

支援：拡大文字や水書用紙などを使っ
て，終筆に気をつけるよう呼びかけ
る。
学習した以外の文字でも，同じ書き方
があることに気づくようにはたらきか
ける｡

アイウ Ｂ：送筆の書き方について理解してい
る。
送筆を正しく書いている。

Ｂ：送筆の書き方について考えてい
る｡

Ｂ：送筆の書き方に気をつけて書こう
としている。
ほかの文字でも送筆に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

〇文字の形が似ている片仮
名を，点画の方向の違いを
理解して，正しく書くこと
ができる。

〇片仮名と平仮名の違いを
理解して，片仮名で書く言
葉を正しく書くことができ
る。

○『ソ』『ツ』『ン』『シ』
を指でなぞりながら，書き方
を確かめる。

○教科書を見ないで『マラソ
ン』『シュート』を書く。

○試書と教材文字を比べて話
し合う。

○「点」や「はらい」の方向
の違いに気をつけて，鉛筆や
水書用紙を使って練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○『か』『き』『せ』『も』
『や』の平仮名と片仮名を比
べて，違いを話し合う。

○『キャベツ』『ゼリー』を
書いたあと，片仮名で書く言
葉を探して，平仮名との違い
に気をつけて書く。

②かくの　とちゅ
うの　かきかた

26～29２

○漢字の送筆（「おれ」
「まがり」「そり」）を理
解することができる。

○漢字の送筆（「おれ」
「まがり」「そり」）に気
をつけて，正しく書くこと
ができる。

○『日』『七』『子』を声に
出して空書し，書き方を確か
める。

○『日』『七』『子』を試書
し，教材文字と比べて話し合
う。

○漢字の終筆（「とめ」
「はね」「はらい」）の書
き方を理解することができ
る。

○漢字の終筆（「とめ」
「はね」「はらい」）の書
き方に気をつけて，正しく
書くことができる。

○「学しゅうのすすめかた」
を確かめる。

○『一』『小』『人』を指で
なぞりながら，書き方を確か
める。

○『一』『小』『人』を試書
し，教材文字を比べて話し合
う。

○終筆の書き方を確かめて鉛
筆や水書用紙を使って練習す
る。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○巻末漢字表から「とめ」
「はね」「はらい」のある文
字を探し，発表し合う。

24・25

４　かん字の　学
しゅう

①かくの　おわり
の　かきかた

Ｂ：終筆の書き方を理解している。
終筆を正しく書いている。

Ｂ：終筆の書き方について考えてい
る。

Ｂ：終筆の書き方に気をつけて書こう
としている。
ほかの文字でも終筆に気をつけて書こ
うとする意識をもっている｡

10月

7 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

Ａ：送筆の書き方の違いについて，よ
く理解している。
字形を整えて送筆を書いている。

Ａ：送筆の書き方の良しあしを考えて
いる。

Ａ：送筆の書き方に気をつけて，積極
的に書こうとしている。
常に送筆に気をつけて書こうとする意
識をもっている。２

ができる。
○送筆の書き方を確かめて，
鉛筆や水書用紙を使って練習
し，まとめ書きを試書と比べ
て発表し合う。

30

8 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

支援：送筆の書き方を「ぐうっ」と唱
えたり，動作やイラストで表したりす
ることで理解を促す｡
字形が整っていない文字例を提示し
て，送筆の正しい書き方と比べてみる
ことができるようにする。

支援：平仮名や片仮名で学習した送筆
の書き方を想起するよう促す。

支援：拡大文字や水書用紙などを使っ
て，送筆に気をつけるよう呼びかけ
る。
学習した以外の文字でも，同じ書き方
があることに気づくようにはたらきか
ける｡

アイウ Ｂ：文字の外形を理解し，練習文字の
まわりを囲んでいる。
外形の違いに気をつけて書いている。

Ｂ：文字の外形の違いを考えている。 Ｂ：文字の外形の違いに気づき，学習
への意欲をもっている。
ほかの文字でも文字の形に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

Ａ：文字の外形をよく理解し，練習文
字のまわりを囲んでいる。
外形の違いに気をつけて，字形を整え
て書いている。

Ａ：文字の外形の違いを，よく考えて
いる。

Ａ：文字の外形の違いに気づき，積極
的に学習に取り組もうとしている。
常に文字の形の違いに気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，どのような形かを具体的に説
明する。
外形が書いてある練習用紙の中に文字
を書き，おおよその形を確かめられる
ようにする。

支援：文字のまわりを鉛筆で囲み，お
およそどのような形になるか確かめら
れるようにする。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，文字の形の違いが確かめられ
るようにする。
学習した以外の文字でも，文字の形の
違いがあることに気づくようにはたら
きかける。

アイウ Ｂ：書き順の原則を理解している。
書き順の原則に従って，正しく書いて
いる。

Ｂ：書き順の原則について考えてい
る。

Ｂ：書き順の原則に気をつけて書こう
としている。
ほかの文字でも，書き順の原則に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：それぞれの文字の書き順の違いに
ついて，よく理解している。
書き順の原則に従って，字形を整えて
書いている。

Ａ：書き順の原則や字形について，よ
く考えている。

Ａ：書き順の原則に気をつけて，意欲
的に書こうとしている。
常に書き順の原則に気をつけて，字形
を整えて書こうとする意識をもってい
る。

支援：教科書の脚注や巻末漢字表など
を使って，正しい書き順について理解
を促す。
書き順を声に出しながら書けるように
する。

支援：色分け文字などを使って，正し
い書き順が確かめられるようにする。

支援：書き順を色分けした文字などを
使って，書き順に原則があることに気
づくようにはたらきかける。
学習した以外の文字でも，書き順に
従って書くように意識づける。

○書き順の原則（上から下
へ，左から右へ，横から縦
へ）を理解することができ
る。

○書き順に従って，文字を
正しく書くことができる。

○『三』『川』『十』の書き
順を声に出しながら空書す
る。

○『三』『川』『十』を試書
する。

○正しい書き順で書く利点を
確かめる。

○書き順の原則を確かめなが
ら練習する。

○これまでに学習した文字に
ついても，書き順の原則にあ
てはめて書く。

③文字の　かたち

２

31

○巻末漢字表から「おれ」
「まがり」「そり」のある文
字を探し，発表し合う。

○漢字の外形の違いを理解
することができる。

○漢字の外形の違いに気を
つけて，正しく書くことが
できる。

32・33

④かきじゅん

○『田』『二』『目』を声に
出して空書し，書き方を確か
める。

○『田』『二』『目』を試書
し，教材文字と比べて文字の
形について話し合う。

○文字の形に気をつけて練習
する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○巻末漢字表から同じような
外形の文字を探して仲間分け
を行い，発表し合う。

２

11月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

アイウ Ｂ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置，書き順や字形について理解して
書いている。

Ｂ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置について考えている。
書き順や字形について考えている。

Ｂ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置に気をつけて書こうとしている。
書き順や字形に気をつけて書こうとし
ている。
ほかの文字でも書き出しの位置や，句
読点を書く位置，書き順や字形に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置，書き順や字形についてよく理解
し，字形を整えて書いている。

Ａ：書き出しの位置や，句読点につい
て，よく考えている。
書き順や字形について，よく考えてい
る。

Ａ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置，書き順や字形に気をつけて，積
極的に書こうとしている。
常に書き出しの位置や，句読点を書く
位置，書き順や字形に気をつけて書こ
うとする意識をもっている｡

支援：自分が書いた文字について，正
しい文字と比べてみることができるよ
うにする。
今までの学習を想起しながら，書き順
や字形に気をつけるよう呼びかける。

支援：今までに学習した内容を確かめ
られるようにする。

支援：今までの学習を想起しながら，
苦手とする部分について重点的に取り
組むようはたらきかける。
学習した以外の文字でも気をつけて書
くよう意識づける。

アイウ Ｂ：画の長さの違いについて理解して
いる。
「おれ」の方向の違いについて理解し
ている。
画の長さに気をつけて書いている。
「おれ」の方向に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：画の長さの違いについて考えてい
る。
「おれ」の方向の違いについて考えて
いる。

Ｂ：画の長さに気をつけて書こうとし
ている。
「おれ」の方向の違いに気をつけて書
こうとしている。
ほかの文字でも画の長さに気をつけて
書こうとする意識をもっている。
ほかの文字でも「おれ」の方向に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：画の長さの違いについて，よく理
解している。
「おれ」の方向の違いについて，よく
理解している。
画の長さに気をつけて，字形を整えて
書いている｡
「おれ」の方向に気をつけて，字形を
整えて書いている｡

Ａ：画の長さの違いについて，よく考
えている。
「おれ」の方向の違いについて，よく
考えている。

Ａ：画の長さに気をつけて，意欲的に
書こうとしている。
「おれ」の方向の違いに気をつけて，
積極的に書こうとしている。
常に画の長さの違いに気をつけて書こ
うとする意識をもっている。
常に「おれ」の方向の違いに気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：拡大文字などを使って，画の長
さや「おれ」の方向の違いを比べてみ
ることができるようにする。
どの画を長く書くのかを具体的に説明
する｡
「おれ」の方向の違いについて，具体
的に説明する。

支援：拡大文字などを使って，画の長
さや方向の違いが確かめられるように
する。

支援：教科書のイラストなどを使っ
て，画の長さや方向について関心を高
めるよう促す｡
学習した以外の文字でも，画の長さの
違いや「おれ」の方向の違いがあるこ
とに気づくようにはたらきかける。

○フェルトペンの持ち方に気
をつけて『お正月』を試書す
る。

○「とめ」「はね」「はら
い」に気をつけて練習する。

○試書とまとめ書きを比べて
評価する。

○書き順や字形，ます目の中
の書く位置に気をつけて，教
科書の教材文を書き，評価す
る。

○画の長さの違いを理解す
ることができる。

○画の長さの違いに気をつ
けて，正しく書くことがで
きる。

○「おれ」の方向の違いを
理解することができる。

○「おれ」の方向の違いに
気をつけて，正しく書くこ
とができる。

○『土』『川』『夕』の長く
書く画と短く書く画について
話し合い，方向の違いを理解
する。

○画の長さに気をつけて練習
する。

○『円』『白』の画の方向の
違いについて話し合い，理解
する。

○画の方向に気をつけて練習
する。

○試書とまとめ書きを比べて
評価する。

○書き出しの位置や，句読
点を書く位置に気をつけ
て，正しく書くことができ
る。

○鉛筆やフェルトペンを正
しく持ち，書き順や字形
（「とめ」「はね」「はら
い」）に気をつけて，丁寧
に書くことができる。

１月

34・35

⑤かきぞめ

３

２

⑥かくの　ながさ
と　ほうこう

36・37

12月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

アイウ Ｂ：カードの書き方について理解して
いる。
字形や書き順に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：カードの書き方について，考えて
いる。

Ｂ：友達に贈るカードを，相手意識を
もって意欲的に書こうとしている。
ほかの学習場面においても，相手のこ
とを考えて丁寧に書く意識をもってい
る。

Ａ：カードの書き方について，よく理
解している。
字形や書き順に気をつけて，丁寧に書
いている。

Ａ：カードの書き方について，よく考
えている。

Ａ：友達に贈るカードを，相手意識を
もって，積極的に書こうとしている。
常に相手のことを考えて，丁寧に書く
意識をもっている。

支援：教科書の作例を提示するなどし
て，書き方について理解を促す｡
巻末漢字表などを活用し，字形や書き
順を確かめられるようにする。

支援：教科書の作例を提示するなどし
て，書き方について考えるよう促す｡

支援：メッセージを伝えたい相手とそ
の内容について考えることができるよ
う，具体例をもとに促す。
ほかの学習場面においても，字形に気
をつけて丁寧に書くよう意識づける。

アイウ Ｂ：文字の形や書く位置について理解
している。
字形や書く位置に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：今まで学習した内容について考え
ている。

Ｂ：学習したことを生かして書こうと
している。
ほかの文章でも，字形や書く位置に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：文字の形や書く位置について，よ
く理解している。
書く位置に気をつけて，字形を整えて
書いている。

Ａ：今まで学習した内容について，よ
く考えている。

Ａ：学習したことを生かして，積極的
に書こうとしている。
常に字形や書く位置に気をつけて，字
形を整えて書こうとする意識をもって
いる。

支援：字形や書く位置について確かめ
られるようはたらきかける。
字形や書く位置について確かめられる
ようはたらきかける。

支援：今まで学習した内容を，教科書
を見ながら想起するようはたらきかけ
る。

支援：今まで学習した内容について，
グループで話し合うよう促す。
学習した以外の文章でも，字形や書く
位置に気をつけて，丁寧に書くよう意
識づける。

アイウ Ｂ：筆記用具の使い方を理解してい
る。
自分の名前を丁寧に書いている。

Ｂ：筆記用具の種類と用途の違いにつ
いて考えている。

Ｂ：筆記用具の違いを意識して，確か
めようとしている。
ほかの文字でも筆記用具の使い方に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：筆記用具の使い方を，よく理解し
ている。
筆記用具の特徴を生かして，自分の名
前を丁寧に書いている。

Ａ：筆記用具の種類と用途の違い，効
果の違いについて考えている。

Ａ：筆記用具と用途の違いを意識し
て，確かめようとしている。
常に筆記用具の使い方に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

ひっきようぐを
えらんで　かこう

２

○横書きの書き方を理解す
る。

○メッセージを贈りたい相手
と内容を考えて試書し，基準
と照らし合わせて，自己批正
する。

○字形や書き順に気をつけて
練習する。

○まとめ書きしたカードを交
換し合い，相互評価をする。

40・41

２月 ○学習したことを生かし
て，字形や書き順に気をつ
けて，丁寧に書くことがで
きる。

○書く目的に合わせた筆記
用具を選ぶことを知ること
ができる。

○１年間の学習の成果を生
かして，自分の名前を丁寧
に書くことができる。

○自分の名前をフェルトペン
や鉛筆で試書する。

○教科書の写真を見て，書く
ものに合わせて筆記用具を選
ぶことの大切さを知る。

○これまでの学習を生かして
自分の名前を練習する。

○試書とまとめ書きを比べて
評価する。

38・39

【かいて　つたえ
あおう】
ありがとうカード
を　かこう

適時

２

○これまでの学習を振り返
り，教科書の教材文を書く。

○「とめ」「はね」「はら
い」などに気をつけて練習す
る。

○試書とまとめ書きを比べて
評価する。

○姿勢・持ち方が正しくでき
たか評価し合う。

学しゅうの　まと
め

42

○１年間の書写学習を振り
返り，学習した内容を確認
することができる。

○字形や書く位置に気をつ
けて，丁寧に書くことがで
きる。

11 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

支援：フェルトペンを使う際の留意点
を確かめられるようにする。
学習したことを生かして丁寧に書くよ
うはたらきかける。

支援：筆記用具によって線の太さなど
が違うことが確かめられるようにす
る。

支援：筆記用具の違いに気づくよう，
書き比べて確かめられるようにする。
ほかの学習場面や日常生活の中でも，
気をつけて書くよう意識づける。

アイウ Ｂ：漢字の成り立ちについて理解して
いる。
学習した漢字について，字形に気をつ
けて書いている。

Ｂ：漢字の成り立ちについて考えてい
る。

Ｂ：漢字の成り立ちに対する興味・関
心をもって書こうとしている。
ほかの漢字についても，その成り立ち
について関心をもっている。

【しりたい　文字
の　せかい】
なんの　かたちか
ら　できた　かん
字かな

○自然の形からできた漢字
があることを知り，文字に
対する興味・関心を高める
ことができる。

○教科書に提示された絵を見
て，どんな漢字ができあがる
のか予想して，話し合う。

○学習した漢字を使い，言葉
や文を書く。

３月

12 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

Ａ：漢字の成り立ちについて，よく理
解している。
学習した漢字について，字形を整えて
書いている。

Ａ：漢字の成り立ちについて，よく考
えている。

Ａ：漢字の成り立ちに対する興味・関
心をもち，積極的に書こうとしてい
る。
ほかの漢字についても，その成り立ち
について関心をもって調べている。

支援：漢字の成り立ちを視覚的にとら
えられるようにする。
今までの学習を生かして，丁寧に書く
ように助言する。

支援：教科書の成り立ちクイズに取り
組むなど，成り立ちについて考えるよ
う支援する。

支援：教科書の図版を拡大提示し，関
心を高める。
ほかの漢字についても，成り立ちにつ
いて関心が高まるようにはたらきかけ
る。

アイウ Ｂ：終筆・送筆の書き方や，書き順や
字形について理解している。
送筆・終筆などの違いによって，漢字
の仲間集めなどをしている。

Ｂ：終筆・送筆の書き方や，書き順や
字形の良しあしを考えている。

Ｂ：終筆・送筆の書き方や，書き順や
字形を確かめようとしている。
ほかの文字でも終筆・送筆の書き方
や，書き順や字形に気をつけようとす
る意識をもっている。

Ａ：終筆・送筆の書き方や，書き順や
字形について，よく理解している。
終筆・送筆などの違いによって，漢字
を正しくグループ分けしている。

Ａ：終筆・送筆の書き方や，書き順や
字形の良しあしについて，よく考えて
いる。

Ａ：終筆・送筆の書き方や，書き順や
字形に気をつけて，積極的に書こうと
している。
常に終筆・送筆の書き方や，書き順や
字形に気をつけようとする意識をもっ
ている。

支援：拡大文字などを使って，終筆・
送筆の書き方や，筆順や字形などを比
べてみることができるようにする。
どの文字のどのようなところに着目し
てさがすか，具体的に説明する。

支援：拡大文字などを使って，終筆・
送筆の正しい書き方や字形などが確か
められるようにする。

支援：漢字表の中で，同じ書き方があ
る漢字の仲間集めをして関心を高める
ようにする。学習した以外の文字で
も，気をつけるよう意識づける。

アイウ Ｂ：始筆，送筆，終筆の書き方につい
て理解している。

Ｂ：始筆，送筆，終筆の書き方につい
て考えている。

Ｂ：これまでに学習した始筆，送筆，
終筆の書き方について確かめようとし
ている。
ほかの文字でも始筆，送筆，終筆の書
き方に気をつけようとする意識をもっ
ている。

Ａ：始筆，送筆，終筆の書き方につい
て，よく理解している。

Ａ：始筆，送筆，終筆の書き方につい
て，よく考えている。

Ａ：これまでに学習した始筆，送筆，
終筆の書き方について，積極的に確か
めようとしている。
常に始筆，送筆，終筆の書き方に気を
つけようとする意識をもっている。

１

しょしゃの　たい
そう

【かん字の　ひょ
う】
一年生で　学しゅ
うする　かん字

45・46

〇１年生で学習した始筆，
送筆，終筆の書き方につい
て，興味・関心を高めなが
ら確かめることができる。

〇教科書28ページ～30ページ
を見直し，『一』『小』
『人』『日』『七』『子』の
中にある点画の名前を確認す
る。

〇机の後ろに立ち，それぞれ
の点画について，教師の身振
りに合わせて，「とん」など
と声を出しながら動作を行
う。

〇慣れてきたら，教師が「お
れ」と声がけをしたら，児童
が「おれ」の動作をする。

○書き順のきまり，終筆や送
筆の書き方，文字の外形を確
認する。

○漢字表から「とめ」のある
漢字，「はね」のある漢字な
どを探して書く。

○練習した漢字の中から，難
しいと思った漢字を三つ選ん
で書く。

○１年生で学習した終筆
（「とめ」「はね」「はら
い」）や送筆（「おれ」
「まがり」「そり」）など
の漢字の書き方を確かめる
ことができる。

○書いたものを紹介し合い，
発表する。

１ 44

43

13 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

指導
月

時数 頁
評　価　規　準

学習指導のねらい 学習活動
学習指導要
領の内容教材名

支援：理解できない書き方に焦点化し
て，個別に支援する。

支援：字形と動作が対応しにく場合
は，「おれ」と「曲がり」の違いな
ど，比較をとおして確かめられるよう
にする。

支援：動作がとりにくい場合は，教師
や周りの児童の動作を見ることで理解
できるよう，声がけをする。
学習した以外の文字でも，気をつける
よう意識づける。

アイウ Ｂ：片仮名の筆順や字形について理解
している。

Ｂ：片仮名の字形や筆順について考え
ている。

Ｂ：片仮名の筆順や字形を確かめてい
る。
片仮名の言葉を探している。
常に片仮名の筆順や字形を確かめよう
とする意識をもっている。

Ａ：片仮名の筆順や字形について，よ
く理解している。

Ａ：片仮名の字形や筆順について，よ
く考えている。

Ａ：片仮名の筆順や字形を，積極的に
確かめている。
片仮名の言葉を，積極的に探してい
る。
常に片仮名の筆順や字形を確かめて，
丁寧に書こうとする意識をもってい
る。

支援：ふだん，字形が整えにくい文字
に関して，教科書を見ながら確認でき
るようにする。

支援：間違えやすい片仮名の字形につ
いて，重点的に確かめられるように呼
びかける。

支援：間違えやすい筆順について，重
点的に確かめられるように呼びかけ
る。
書写の授業以外でも，常に気をつける
よう意識づける。

適時

47～
49

【かたかなの
ひょう】

水しょようしの
つかいかた

もくじ

○片仮名の書き順や字
形，拗音・促音・音引き
などの書くきまりを確認
することができる。

○片仮名の言葉を探す活
動に，意欲的に取り組む
ことができる。

○「かたかなの ひょう」を
見て，片仮名の書き順や字形
を確認する。

○長音，拗音，促音，句読
点，「かぎ」の書くきまりを
確認する。

○片仮名の下に例示されてい
る言葉（『アイロン』など）
を練習する。

○ほかにも片仮名の言葉を探
して書く。
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江戸川区立江戸川小学校　令和8年４月

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
アイウ Ｂ：町の中にあるさまざまな文字に気

づいている。
町の中にある文字をノートに書いてい
る。

Ｂ：町の中にあるさまざまな文字が何
のために書かれているのか，考えてい
る。

Ｂ：町の中にあるさまざまな文字を探
そうとしている。

Ａ：町の中にあるさまざまな文字に，
よく気づいている。
町の中にあるさまざまな文字をノート
に書いている。

Ａ：町の中にあるさまざまな文字が何
のために書かれているのか，よく考え
ている。

Ａ：町の中にあるさまざまな文字を，
粘り強く探そうとしている。
身のまわりには多くの文字があること
に気づき，文字を意識的に見たり読ん
だりしている。

支援：文字が書かれている場所につい
て知らせる。
カードに書く方法について説明する。

支援：文字が提示されていると便利で
ある例について気づくようにする。

支援：文字はどんなところで見つけら
れるか，身近な場所を説明する｡
ふだんの生活の中で見られる文字につ
いて，具体的に説明する。

もくじ
学しゅうの　めあて

アイウ

Ａ：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書くこ
とを理解している。
よい姿勢・鉛筆の持ち方で，点画の書
き方をよく理解して書いている。
学習の進め方を，よく理解している。

Ａ：自分の姿勢・鉛筆の持ち方の良し
あしを考えている。
点画の書き方について，運筆方法をよ
く考えている。
学習の進め方について，流れをよく考
えている。

Ａ：常に，よい姿勢・鉛筆の持ち方で
書こうとする意識をもっている。
ふだんの書く場面でも，点画の書き方
に気をつけて書く意識をもっている。

支援：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書く
ことの大切さについて理解を促し，ポ
イントを具体的に説明する。
点画の書き方について，「すうっ」
「ぴたっ」などの声がけをしながら一
緒に運筆の動作をする。
学習の進め方を常に確認できるよう
に，各手順を黒板に貼っておく。

支援：どこを正すと姿勢･鉛筆の持ち
方がよくなるかを，基準に照らして説
明する。
止めるところ，筆圧をかけるところな
どに焦点化して説明する。
なぜ試し書きをするのか具体的に説明
する。

支援：よい姿勢・鉛筆の持ち方で書く
ことができるように意識づける。
書写の授業以外でも気をつけるように
呼びかける。

Ｂ：よい姿勢・鉛筆の持ち方がわかっ
ている。
よい姿勢・鉛筆の持ち方で，点画の書
き方を理解して書いている。
学習の進め方を理解している。

Ｂ：よい姿勢・鉛筆の持ち方について
考えている。
点画の書き方について運筆方法を考え
ている。
学習の進め方について，流れを考えて
いる。

Ｂ：ふだんの書く場面でも，よい姿勢
やよい持ち方で書こうとする意識を
もっている。
他の文字を書く場面でも，点画の書き
方に気をつけて書く意識をもってい
る。

○教科書を見て，「町の　文
字たんけん」の写真や絵から
文字を探す。

○見つけた文字をノートに書
く。

○気づいたことを話し合う。

○１年生の書写学習で身に
つけたよい姿勢・鉛筆の持
ち方，学習の進め方，点画
の書き方を確認することが
できる。

○「よい　しせいの　合いこ
とば」「えんぴつの　もち方
の　合いことば」の唱え歌で
姿勢と持ち方を確認する。

○教科書を見て「学しゅうの
すすめ方」を確かめる。

○「しょしゃの　体そう」に
袋文字で例示されている文字
を空書したり，水書用紙で書
いてみたりする。

○よい姿勢と鉛筆の持ち方
で，硬筆で例示されている文
字を練習する。

表紙裏
①～１

○町の中には，いろいろな
文字があることに気づき，
文字や書写学習に対する関
心を高めることができる。

学習指導要
領の内容

令和8年度版「小学　しょしゃ　二年」年間指導計画・評価計画(案）　「支援」は，「Ｂ」に至らない児童に対する支援・援助の方法例。

町の　文字たんけん

１　はじめの　学
しゅう

①文字を　書く　し
せい
②えんぴつの　もち
方
③学しゅうの　すす
め方
④しょしゃの　体そ
う

時数
指導
月

４月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

1

１～９1

1 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要
領の内容時数

指導
月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

アイウ Ｂ：「はらい」の方向について理解し
ている。
「はらい」の方向に気をつけて書いて
いる。

Ｂ：払う方向の違いについて考えてい
る。

Ｂ：ほかの文字でも，片仮名の字形に
気をつけて書こうとしている。

Ａ：「はらい」の方向の違いを，よく
理解している。

Ａ：払う方向の違いについて，よく考
えている。

Ａ：片仮名の終筆と送筆に気をつけ
て，積極的に書こうとしている。

支援：自分が書きにくい文字につい
て，正しい書き方と比べてみることが
できるようにする。

支援：教科書のイラストなどを使っ
て，払う方向の違いが確かめられるよ
うにする。

支援：教科書のイラストなどを使っ
て，片仮名の言葉を書く活動に関心を
もつようはたらきかける。

アイウ Ｂ：メモの取り方を理解している。 Ｂ：メモの取り方について考えてい
る。

Ｂ：メモの取り方に気をつけて書こう
としている。

Ａ：メモの取り方を，よく理解してい
る。

Ａ：メモの取り方について，よく考え
ている。

Ａ：ほかの学習場面や日常生活でも，
メモの取り方に気をつけて積極的に書
こうとしている。

支援：線を引かなかった部分に着目
し，メモを取るときに省略した内容に
気づくよう促す。

支援：教科書のメモを取るときの注意
を参考にするよう指示する。

支援：メモの取り方を身につけると，
学習場面や日常生活で生かせることを
知らせる。

アイウ Ｂ：横書きの書き方を理解して書いて
いる。

Ｂ：縦書きの書き方との違いについて
考えている。

Ｂ：横書きの書き方について知り，学
習への意欲をもっている。ほかの言葉
でも，横書きの書き方に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

Ａ：横書きの書き方を，よく理解して
書いている。

Ａ：縦書きの書き方との違いについ
て，よく考えている。

Ａ：横書きの書き方について知り，積
極的に学習に取り組もうとしている。
常に横書きの書き方に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：数字の書き方についても，誤り
やすい例をあげながら，正しい字形を
確かめられるようにする。
十字線を入れたます目用紙を使って，
正しい位置を確かめられるようにす
る。

支援：教科書を参照して，横書きの場
合の拗音・促音などの正しい位置が確
かめられるようにする。

支援：拗音，促音，句読点は，ます目
の中のどの位置に書くのか，確かめら
れるようにする。
学習した以外の文字でも，横書きの書
き方に気をつけて書く意識をもつこと
ができる。

【レッツ・トライ】
②よこ書きの　書き
方
―算数の　ノート

２　かたかなの　学
しゅう

画の　方こう

６月

３

○『マ』『ア』『ワ』『ク』
『ソ』『ツ』『ン』『シ』を
指でなぞりながら，書き方を
確かめる。

○教科書を見ないで，1年で
学習した『マラソン』を試書
し，教材文字を比べて話し合
う。

○「点」や「はらい」の方向
の違いに気をつけて，鉛筆や
水書用紙を使って練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○『ス』『ヌ』と『コ』
『ユ』のを比べて，違いを話
し合う。

○促音・拗音を書く位置や，
音引・濁点・半濁点の書き方
を確かめる。

○片仮名で書く言葉を探し
て，画の方向に気をつけて書
く。

３

【レッツ・トライ】
①メモの とり方
―お話の 聞きとり
メモ

12

○片仮名の画の方向の違い
を理解することができる。

○片仮名の画の方向の違い
に気をつけて，正しく書く
ことができる。

○促音，長音，濁音，半濁
音の書き方の書く位置を確
かめて書くことができる。

〇話をよく聞いて，大事な
ことをメモすることができ
る。

〇字形を整えて，丁寧にま
とめカードを書くことがで
きる。

○『聞いたことをまとめた
カード』の中で、『聞き取り
メモ』に書いてある言葉に線
を引く。

○気づいたことを話し合う。

○『聞いたことをまとめた
カード』を視写する。

○自己評価をする。

○教科書の挿絵を利用して，
横書きにする場合，拗音・促
音，句読点は「３のへや」に
書くことを確認する。

○書く位置に気をつけて，教
科書の文と数字を書く。

〇横書きの書き方や，数字
の書き順と字形に気をつけ
て書くことができる。

〇他教科の学習や日常生活
の中で,横書きの書き方に気
をつけて書こうとする意欲
をもつことができる。

10・11

13

５月

2 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要
領の内容時数

指導
月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

アイウ Ｂ：片仮名の正しい書き順や字形につ
いて理解している。

Ｂ：片仮名の書き順や字形について考
えている。

Ｂ：ほかの文字でも，書き順の原則に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：片仮名の正しい書き順や字形につ
いて，よく理解している。

Ａ：片仮名の書き順や字形の良しあし
について，よく考えている。

Ａ：片仮名の表を見ながら，片仮名の
言葉を書く活動に，積極的に取り組も
うとしている。

支援：まちがえやすい書き順や字形に
ついて具体的に説明する。

支援：拡大文字や色分け文字などを
使って，正しい書き順や字形が確かめ
られるようにする｡

支援：これまでの学習を想起させ，書
き順や字形に気をつけて書くよう呼び
かける。

アイウ Ｂ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や画」の方向の違いにつ
いて理解している。
「はらい」「おれ」「まがり」「そ
り」「点や画」の方向に気をつけて，
正しく書いている。

Ｂ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や画」の方向の違いつい
て考えている。

Ｂ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や画」の方向に気をつけ
て書こうとしている。
ほかの文字でも画の方向に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

Ａ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や画」の方向の違いにつ
いて，よく理解している。
「はらい」「おれ」「まがり」「そ
り」「点や画」の方向に気をつけて，
字形を整えて書いている｡

Ａ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や画」の方向の違いつい
て，よく考えている。

Ａ：「はらい」「おれ」「まがり」
「そり」「点や画」の方向に気をつけ
て，積極的に書こうとしている。
常に，画の方向の違いに気をつけて書
こうとする意識をもっている。

支援：水書用紙などを使って，画の方
向の違いを比べてみることができるよ
うにする。

支援：拡大文字などを使って，画の方
向の違いについて確かめられるように
する。

支援：教科書の図版を使って，画の方
向について関心を高めるよう促す｡
ほかの文字でも，画の方向の違いがあ
ることに気づくようにはたらきかけ
る。

アイウ Ｂ：画の長さの違いについて理解して
いる。
画の長さに気をつけて書いている。
画と画との間のとり方について理解し
ている。
画と画との間のとり方に気をつけて書
いている。

Ｂ：画の長さの違いについて考えてい
る。
画と画との間のとり方について考えて
いる。

Ｂ：ほかの文字でも画の長さに気をつ
けて書こうとする意識をもっている。
ほかの文字でも画と画との間のとり方
に気をつけて書こうとする意識をもっ
ている。

Ａ：画の長さの違いについて，よく理
解している。
画の長さに気をつけて，字形を整えて
書いている｡
画と画との間のとり方について，よく
理解している。
画と画との間のとり方に気をつけて，
字形を整えて書いている｡

Ａ：画の長さの違いについて，よく考
えている。
画と画との間のとり方について，よく
考えている。

Ａ：常に画の長さの違いに気をつけて
書こうとする意識をもっている。
常に画と画との間のとり方に気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

○書き順の原則（横画から
書く，長い縦画から書く）
を理解することができる。

○書き順に従い，文字を正
しく書くことができる。

○似ている部分のある文字
を，書き順に従い，正しく
書くことができる。

14・15

②画の　方こう

文字を くらべて
話し合おう

○「はらい」「おれ」「ま
がり」「そり」「点や画」
の方向の違いを理解するこ
とができる。

○「はらい」「おれ」「ま
がり」「そり」「点や画」
の方向に気をつけて，正し
く書くことができる。

４ 16～19

３

○教科書を見ないで『人』
『月』『千』を書く。
○『人』『大』『月』『千』
を指でなぞりながら，「はら
い」の方向を確かめる。

○教科書を見ないで，『会』
『犬』『赤』『手』を試書
し，教材文字を比べて話し合
う。

○画の方向の違いに気をつけ
て，鉛筆や水書用紙を使って
練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○学習した文字を使った言葉
を書く。

○教科書を見ないで，片仮名
五十音を書く。

○正しい書き順や外形を確認
する。

○誤りやすい書き順や字形の
片仮名を書く。

○片仮名で書く言葉を確認
し，言葉集めをして書く。

○画の長さの違いと，画と
画との間のとり方を理解す
ることができる。

○画の長さの違いと，画と
画との間のとり方に気をつ
けて，正しく書くことがで
きる。

○『山』『青』の一番長い画
を指でなぞり，画の長さを確
かめる。

○教科書を見ないで『生』
『出』『名』を書き，教材文
字を比べて話し合う。

○画の長さに気をつけて，
『生』『出』『名』を練習す
る。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。(画の長
さ)

○教科書の『貝』の文字を比
較し，画と画との間のあけ方
について確かめる。

○教科書を見ないで『春』
『思』『顔』を書き，教材文
字を比べて話し合う。

○画と画との間のあけ方に気
をつけて『春』『思』『顔』
を練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○学習した文字を使った言葉
を書く。(画と　画との　間)

20・21

③画の 長さ、画と
画との　間

３　かん字の　学
しゅう

①書きじゅん

７～
９月

９・
10月

２

６・
７月

3 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要
領の内容時数

指導
月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

支援：拡大文字などを使って，画の長
さや画と画との間のとり方を比べてみ
ることができるようにする。
どの画を長く書くのかを具体的に説明
する｡
画と画との間のとり方について，具体
的に説明する。

支援：拡大文字などを使って，画の長
さや画と画との間のとり方について確
かめられるようにする。

支援：学習した以外の文字でも，画の
長さ，画と画との間のとり方に気をつ
けて書くよう，仲間の漢字を示して意
識づける。

アイウ Ｂ：画のつき方・交わり方について理
解している。
画のつき方・交わり方に気をつけて書
いている。

Ｂ：画のつき方・交わり方について考
えている。

Ｂ：ほかの文字でも，画のつき方・交
わり方に気をつけて書こうとする意識
をもっている。

Ａ：画のつき方・交わり方について，
よく理解している。
正しい画のつき方・交わり方で，字形
を整えて書いている。

Ａ：画のつき方・交わり方について，
よく考えている。

Ａ：常に画のつき方・交わり方に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

支援：拡大文字などを使って，画と画
とがつくところ・交わるところや，画
のつき方・交わり方を具体的に説明す
る。
教科書の図版を参照しながら，画のつ
き方・交わり方について確かめられる
ようにする。

支援：拡大文字などを使って，画のつ
き方・交わり方が確かめられるように
する。

支援：拡大文字などを使って，画のつ
き方・交わり方に気づくようにはたら
きかける。
学習した以外の文字でも，画のつき
方・交わり方に気をつけて書くよう，
仲間の漢字を示して意識づける。

アイウ Ｂ：文字の中心について理解してい
る。
文字の中心に気をつけて，正しく書い
ている。

Ｂ：文字の中心について考えている。 Ｂ：文字の中心に気をつけて書いてい
る。
ほかの書写場面でも，文字の中心に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：文字の中心について，よく理解し
ている。
文字の中心に気をつけて，字形を整え
て書いている。

Ａ：文字の中心について，よく考えて
いる。

Ａ：文字の中心に気をつけて，字形を
整えて書いている。
常に文字の中心に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：文字の中心がわかりやすい文字
を例にあげて理解を促す。
中心線があるます目に書くことで，自
分の書いた文字について中心を確かめ
られるようにする。

支援：拡大文字などを使って，文字の
中心にあたる部分について確かめられ
るようにする。

支援：フェルトペンの文字や拡大文字
などを使って，文字の中心になる部分
を指でなぞるようにする。
書写の授業以外でも，文字の中心に気
をつけて書くよう意識づける。

３

３

２

○教科書を見ないで『水』
『当』を書く。

○『水』『当』の中心をなぞ
り，文字の中心を理解する。

○文字の中心に気をつけて練
習する。

○文字の中心に気をつけて，
学習した文字を使った言葉や
教科書の文章を書く。

○画のつき方と交わり方を
理解することができる。

○画のつき方と交わり方に
気をつけて，正しく書くこ
とができる。

○画の長さの違いと，画と
画との間のとり方を理解す
ることができる。

○画の長さの違いと，画と
画との間のとり方に気をつ
けて，正しく書くことがで
きる。

○文字の中心（縦画が中心
にある文字，書き出しが中
心の文字など）を理解する
ことができる。

○文字の中心に気をつけ
て，正しく書くことができ
る。

○教科書を見ないで『作文』
を書く。

○試書と教材文字を比べて話
し合う。

○画のつき方・交わり方を理
解する。

○画のつき方・交わり方に気
をつけて練習する。

○学習した文字を使った言葉
を書く。

○『山』『青』の一番長い画
を指でなぞり，画の長さを確
かめる。

○教科書を見ないで『生』
『出』『名』を書き，教材文
字を比べて話し合う。

○画の長さに気をつけて，
『生』『出』『名』を練習す
る。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。(画の長
さ)

○教科書の『貝』の文字を比
較し，画と画との間のあけ方
について確かめる。

○教科書を見ないで『春』
『思』『顔』を書き，教材文
字を比べて話し合う。

○画と画との間のあけ方に気
をつけて『春』『思』『顔』
を練習する。

○まとめ書きをして，試書と
比べて発表し合う。

○学習した文字を使った言葉
を書く。(画と　画との　間)

20・21

④画の つき方と
交わり方

⑤文字の　中心

22・23

24・25

③画の 長さ、画と
画との　間

９・
10月

10月

10・
11月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要
領の内容時数

指導
月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

アイウ Ｂ：自然や動物の形からできた漢字が
あることを知っている。
学習した漢字について，字形に気をつ
けて書いている。

Ｂ：漢字の成り立ちについて考えてい
る。

Ｂ：ほかの漢字についても，その成り
立ちについて関心をもっている。

Ａ：自然や動物の形からできた漢字が
あることを理解している。
学習した漢字について，字形を整えて
書いている。

Ａ：漢字の成り立ちについて，よく考
えている。

Ａ：ほかの漢字についても，その成り
立ちについて関心をもって調べてい
る。

支援：漢字の成り立ちを視覚的に捉え
られるようにする。
今までの学習を生かして，丁寧に書く
ように助言する。

支援：教科書にある，漢字の成り立ち
クイズに取り組むなど，漢字の成り立
ちについて考えるよう支援する。

支援：ほかの文字を例示することで，
漢字の成り立ちについて関心が高まる
ようにはたらきかける。

アイウ Ｂ：年賀状の書き方について理解して
いる。
年賀状の書き方を理解して書いてい
る。
字形や中心について理解している。
字形や中心に気をつけて書いている。

Ｂ：年賀状の書き方について考えてい
る。
字形や中心について考えている。

Ｂ：年賀状を書く活動に，積極的に取
り組もうとしている。
字形や中心に気をつけて書こうとして
いる。
書写の授業以外でも，字形や中心に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：年賀状の書き方について，よく理
解している。
字形や中心について，よく理解してい
る。
年賀状の書き方をよく理解して書いて
いる。
中心に気をつけて，字形を整えて書い
ている。

Ａ：年賀状の書き方について，よく考
えている。
字形や中心について，よく考えてい
る。

Ａ：年賀状を書く活動に，すすんで取
り組もうとしている。
中心に気をつけて，字形を整えて丁寧
に書こうとしている。
常に書写の授業以外でも，字形や中心
に気をつけて書こうとする意識をもっ
ている。

支援：相手に確実に届けるために正確
に書くことを助言する。
行の中心が揃えにくい場合は，鉛筆で
中心線を薄く書き，後で消すようには
たらきかける。

支援：教科書の教材を参照しながら，
はがきの基本的な書き方について確認
できるようにする。

支援：これまで学習してきた，字形と
中心に気をつけて取り組むようはたら
きかける。
ふだんの生活の中でも気をつけて書く
よう意識づける。

アイウ Ｂ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置，字形や文字の中心について理解
している。
書き出しの位置や，句読点を書く位置
に気をつけて正しく書いている。
字形や文字の中心に気をつけて正しく
書いている。

Ｂ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置について考えている。
字形や文字の中心について考えてい
る。

Ｂ：書きぞめに対して，意欲的に取り
組もうとしている。
字形や文字の中心に気をつけて書こう
としている。
ほかの文字でも書き出しの位置や，句
読点を書く位置，書き順や字形に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：書き出しの位置や，句読点を書く
位置，字形や文字の中心について，よ
く理解している。
書き出しの位置や，句読点を書く位置
を正しく書いている。
文字の中心に気をつけて，字形を整え
て書いている。

Ａ：書き出しの位置や，句読点につい
て，よく考えている。
字形や文字の中心について，よく考え
ている。

Ａ：書きぞめに対して，積極的に取り
組もうとしている。
文字の中心に気をつけて，字形を整え
て書こうとしている。
常に書き出しの位置や，句読点を書く
位置，書き順や字形に気をつけて書こ
うとする意識をもっている｡

○はがきの書き方を知る。

○基準に気をつけて，はがき
サイズの練習用紙に練習す
る。

○文字を書く位置や大きさに
ついて話し合う。

○学習したことを生かして，
年賀状を丁寧に書く。

○教科書を読み，漢字の成り
立ちを知る。

○それぞれの文字を書くとき
の留意点（方向，長さなど）
を確認し，練習する。

○学習した文字を使って言葉
を書く。

○年賀状の書き方を理解
し，年賀状を書こうとする
意欲をもつことができる。

○字形や中心に気をつけ
て，年賀状を丁寧に書くこ
とができる。

○動物の形からできた漢字
があることを知り,文字に対
する興味・関心を高めるこ
とができる。

○句読点の書き方のきまり
を確認したり，フェルトペ
ンの持ち方を理解したりし
て，書きぞめを書こうとす
る意欲をもつことができ
る。

○鉛筆やフェルトペンを正
しく持ち，字形や中心に気
をつけて，丁寧に書くこと
ができる。

○教科書にある「お正月ので
きごと」の文を書く。

○段落の文頭と句読点の書き
方のきまりを確認する。

○姿勢や鉛筆の持ち方に気を
つけて練習する。

○教科書を見ないで『元気な
子』を書く。

○試書と教材文字を比べて話
し合う。

○フェルトペンを正しく持
ち，字形や中心に気をつけて
練習する。

○ほかにもお正月の言葉を書
く。

⑥年がじょうと 書
きぞめ
●年がじょう

●書きぞめ

【知りたい　文字の
せかい】
何の　形から　でき
た　かん字かな

27

28・29

適時 26

11・
12月

２

３

10・
11月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要
領の内容時数

指導
月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

支援：自分が書いた文字について，正
しい文字と比べてみることができるよ
うにする。
今までの学習を想起しながら，字形や
文字の中心に気をつけるよう呼びかけ
る。

支援：今までに学習した内容を確かめ
られるようにする。

支援：今までの学習を想起しながら，
苦手とする部分について重点的に取り
組むようはたらきかける。
学習した以外の文字でも気をつけて書
くよう意識づける。

アイウ Ｂ：文字の外形の違いについて理解し
ている。
文字の外形に気をつけて書いている。

Ｂ：文字の外形の違いについて考えて
いる。

Ｂ：文字の外形の違いに気づき，学習
への意欲をもっている。
ほかの文字でも文字の形に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

Ａ：文字の外形の違いについてよく理
解ている。
文字の外形の違いに気をつけて，字形
を整えて書いている。

Ａ：文字の外形の違いについて，よく
考えている。

Ａ：文字の外形の違いに気づき，進ん
で学習に取り組んでいる。
常に文字の形の違いに気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，どのような形かを具体的に説
明する。
外形が書いてある練習用紙の中に文字
を書き，おおよその形を確かめられる
ようにする。

支援：文字のまわりを鉛筆で囲み，お
およそどのような形になるか確かめら
れるようにする。

支援：おおよその形を身近なものにた
とえて，外形の違いが確かめられるよ
うにする。
ほかの文字でも，文字の形の違いがあ
ることに気づくようにはたらきかけ
る。

アイウ Ｂ：横書きのカードの書き方について
理解している。
本の紹介カードの書き方について理解
している。
字形や書き順に気をつけて書いてい
る。

Ｂ：招待状の書き方について考えてい
る。
本の紹介カードの書き方について考え
ている。

Ｂ：ほかの学習場面においても，相手
のことを考えて丁寧に書く意識をもっ
ている。

Ａ：横書きのカードの書き方につい
て，よく理解している。
本の紹介カードの書き方について，よ
く理解している。
字形や書き順に気をつけて，丁寧に書
いている。

Ａ：招待状の書き方について，よく考
えている。
本の紹介カードの書き方について，よ
く考えている。

Ａ：常に相手のことを考えて丁寧に書
く意識をもっている。

支援：教科書の作例を提示するなどし
て，書き方について理解を促す｡
巻末漢字表などを活用し，字形や書き
順を確かめられる。

支援：教科書の作例を提示するなどし
て，書き方について考えるよう促す｡

支援：招待状を贈りたい相手と，伝え
る内容について考えることができるよ
う，具体例をもとに促す。
ほかの学習場面においても，字形に気
をつけて丁寧に書くよう意識づける。

32・33

２

○招待状に書く内容を確認
し，縦書き・横書きの形式や
用紙などを選ぶ。

○姿勢や筆記用具の持ち方，
字形に気をつけて書く。

○友達が書いた招待状のよさ
を見つけて，伝え合う。(招
待状)

○本の紹介カードに書く内容
をまとめる。

○姿勢や筆記用具の持ち方，
字形に気をつけて書く。

○友達が書いた本の紹介カー
ドのよさを見つけて，メッ
セージを書く。(本の紹介
カード)

○学習したことを生かし
て，筆記用具や用紙を選
び，丁寧に書くことができ
る。

〇これまで学習したことを
生かして,丁寧に書くことが
できる。

○教科書を見ないで『図工』
を書く。

○『図工』のまわりを鉛筆で
囲み，外形を理解する。

○文字の外形に気をつけて練
習する。

○ほかの文字でも外形に気を
つけて書く。

○文字の外形の違いを理解
することができる。

○文字の外形に気をつけ
て，正しく書くことができ
る。

○句読点の書き方のきまり
を確認したり，フェルトペ
ンの持ち方を理解したりし
て，書きぞめを書こうとす
る意欲をもつことができ
る。

○鉛筆やフェルトペンを正
しく持ち，字形や中心に気
をつけて，丁寧に書くこと
ができる。

○教科書にある「お正月ので
きごと」の文を書く。

○段落の文頭と句読点の書き
方のきまりを確認する。

○姿勢や鉛筆の持ち方に気を
つけて練習する。

○教科書を見ないで『元気な
子』を書く。

○試書と教材文字を比べて話
し合う。

○フェルトペンを正しく持
ち，字形や中心に気をつけて
練習する。

○ほかにもお正月の言葉を書
く。

【書いて つたえ合
おう】

●書きぞめ

28・29

⑦文字の　形

30・31

１月

１・
２月

４

11・
12月

３
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要
領の内容時数

指導
月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

アイウ Ｂ：字形や書く位置について理解して
いる。
字形や書く位置に気をつけて，丁寧に
書いている。

Ｂ：今まで学習した内容について考え
ている。

Ｂ：学習したことを生かして，意欲的
に書こうとしている。
ほかの文章でも，書く位置に気をつけ
て，字形を整えて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：字形や書く位置について，よく理
解している。
書く位置に気をつけて，字形を整えて
書いている。

Ａ：今まで学習した内容について，よ
く考えている。

Ａ：学習したことを生かして，積極的
に書こうとしている。
常に書く位置に気をつけて，字形を整
えて書こうとする意識をもっている。

支援：字形や書く位置について確かめ
られるようはたらきかける。
字形や書く位置について確かめられる
ようはたらきかける。

支援：今まで学習した内容を，教科書
を見ながら想起するようはたらきかけ
る。

支援：今まで学習した内容について，
グループで話し合うよう促す。
学習した以外の文章でも，書く位置に
気をつけて，字形を整えて書くよう意
識づける。

アイウ Ｂ：３年生で学習する毛筆学習につい
て，説明をよく聞いている。

Ａ：３年生で学習する毛筆学習につい
て，説明をよく聞き，質問をしてい
る。

支援：筆記用具の違いに気づくよう，
書き比べて確かめられるようにする。

アイウ Ｂ：始筆・送筆・終筆の書き方や画の
長短・方向について理解している。
始筆・送筆・終筆などの違いによっ
て，漢字の仲間さがしをしている。

Ｂ：始筆・送筆・終筆の書き方や，画
の長短・方向について考えている。

Ｂ：始筆・送筆・終筆の書き方や，画
の長短・方向などに気をつけて確かめ
ようとしている。
ほかの文字でも始筆・送筆・終筆の書
き方や画の長短・方向，字形に気をつ
けようとする意識をもっている。

Ａ：始筆・送筆・終筆の書き方や画の
長短・方向，字形について，よく理解
している。
始筆・送筆・終筆などの違いによっ
て，漢字を正しくグループ分けしてい
る。

Ａ：始筆・送筆・終筆の書き方や，画
の長短・方向，字形の良しあしを考え
ている。

Ａ：始筆・送筆・終筆の書き方や，画
の長短・方向などに気をつけて，意欲
的に書こうとしている。
常に始筆・送筆・終筆の書き方や画の
長短・方向，字形に気をつけようとす
る意識をもっている。

支援：拡大文字などを使って，始筆・
送筆・終筆の書き方や，画の長短・方
向，字形などを比べてみることができ
るようにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か，具体的に説明する。

支援：拡大文字などを使って，始筆・
送筆・終筆の正しい書き方や字形など
が確かめられるようにする。

支援：拡大文字などを使って，始筆・
送筆・終筆の書き方などに気をつける
よう呼びかける。
学習した以外の文字でも，気をつける
よう意識づける。

○書き順のきまりと，字形の
整え方を確認する。

○漢字表から探した漢字につ
いて，画の方向，画の長短，
画間，画のつき方・交わり
方，文字の中心，外形に気を
つけて練習する。

○学習した漢字を使って言葉
を書く。

○１年間の書写学習を振り
返り，学習した内容を確認
することができる。

○学習したことを生かし
て，時間割りの文字を正し
く書くことができる。

○字形や書く位置に気をつ
けて，丁寧に書くことがで
きる。

○教科書の「ふりかえってみ
よう」を見て，学習したこと
を確認する。

○字形に気をつけて時間割り
を書く。

○行頭や句読点の位置に気を
つけて，『かさこじぞう』の
一部を書く。

〇３年生の教科書を用意し
て，これから行う毛筆学習に
ついて，用具の説明などを行
う。

〇班で１セット程度，毛筆用
具が準備できれば，筆で自由
な線を書く活動を行う。

36

【はってん】
三年生から　毛ひつ
の　学しゅうが　は
じまるよ。

37～39

【かん字の ひょ
う】
二年生で 学しゅう
する　かん字

一年生で 学しゅう
した　かん字

34・35

○２年生で学習した内容
（書き順，画の方向，画の
長さ，画と画との間，画の
つき方・交わり方，文字の
中心，文字の形）を確かめ
ることができる。

○１年生で学習したの終筆
（「とめ」「はね」「はら
い」）や送筆（「おれ」
「まがり」「そり」）など
の書き方を確かめることが
できる。

○１年生で学習した字形の
整え方や書き順などを確か
めることができる。

学しゅうの　まとめ

２

適時

３月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導要
領の内容時数

指導
月

評　価　規　準
頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

アイウ Ｂ：平仮名と片仮名の筆順や字形につ
いて理解している。

Ｂ：平仮名と片仮名の字形や筆順につ
いて考えている。

Ｂ：平仮名と片仮名の筆順や字形を確
かめている。
片仮名の言葉を探している。
ほかの片仮名でも筆順や字形を確かめ
ようとする意識をもっている。

Ａ：平仮名と片仮名の筆順や字形につ
いて，よく理解している。

Ａ：平仮名と片仮名の字形や筆順につ
いて，よく考えている。

Ａ：平仮名と片仮名の筆順や字形を，
積極的に確かめている。
片仮名の言葉を，積極的に探してい
る。
常に筆順や字形を確かめて，丁寧に書
こうとする意識をもっている。

支援：ふだん，字形が整えにくい文字
に関して，教科書を見ながら確認でき
るようにする。

支援：間違えやすい字形について，重
点的に確かめられるように呼びかけ
る。

支援：間違えやすい筆順について，重
点的に確かめられるように呼びかけ
る。
書写の授業以外でも，常に気をつける
よう意識づける。

○「ひらがなの ひょう」
「かたかなの ひょう」を見
て，書き順や字形を確認す
る。

○長音，拗音，促音，句読
点，「かぎ」の書くきまりを
確認する。

○教科書のイラストを参考に
しながら，片仮名の言葉を探
して書く。

40・41

【ひらがなの　ひょ
う・かたかなの
ひょう】

○平仮名・片仮名の書き順
や字形，拗音・促音・音引
きなどの書くきまりを確認
することができる。

○平仮名・片仮名の言葉を
探す活動に，意欲的に取り
組むことができる。

適時

３月

8 



江戸川区立江戸川小学校　令和8年４月

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

アイウ Ｂ：毛筆で学習する意味や学習の進め
方について理解している。
用具の扱い方，姿勢，筆の持ち方を理
解している。
用具の扱い方，姿勢，筆の持ち方が身
についている。

Ｂ：毛筆で学習する意味や学習の進め
方の流れについて考えている。
用具の扱い方，姿勢，筆の持ち方，筆
の扱い方について考えている。

Ｂ：毛筆書写に関心をもち，取り組も
うとしている。
用具を丁寧に取り扱っている。
よい姿勢や筆の持ち方を身につけよう
としている。
ほかの書写場面でも，よい姿勢やよい
持ち方で書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：毛筆で学習する意味や学習の進め
方について，よく理解している。
用具の扱い方，姿勢，筆の持ち方を，
よく理解している。
用具の扱い方，姿勢，筆の持ち方が，
よく身についている。

Ａ：毛筆で学習する意味や学習の進め
方について，よく考えている。
用具の扱い方，姿勢，筆の持ち方，筆
の扱い方の良しあしについて考えてい
る。

Ａ：毛筆書写に積極的に取り組もうと
している。
用具を適切に取り扱っている。
よい姿勢や筆の持ち方を，積極的に身
につけようとしている。
常によい姿勢やよい持ち方で書こうと
する意識をもっている。

支援：教科書の姿勢図を確認し，「よ
いしせいの合い言葉」を一斉に唱えな
がら確かめられるようにする。
用具の扱い方やよい姿勢，筆の持ち方
のポイントを具体的に説明する。

支援：どこを正すと姿勢，筆の持ち方
がよくなるのかを，基準に照らしてわ
かるようにする。

支援：用具の配置図や姿勢図，筆の持
ち方の写真と比べて，自分でチェック
できるようにする。
書写の授業以外でも気をつけるように
呼びかける。

アウ Ｂ：穂の柔らかさと筆圧について知っ
ている。
筆圧に気をつけて，いろいろな太さの
線を書いている。

Ｂ：筆の穂の柔らかさや筆圧について
考えている。

Ｂ：筆の穂の柔らかさや筆圧を意識し
て，いろいろな線を書く活動に取り組
もうとしている。
ほかの書写場面でも，筆の穂の柔らか
さや筆圧を意識して書こうとする意識
をもっている。

Ａ：穂の柔らかさと筆圧について，理
解している。
筆圧を調整しながら，いろいろな太さ
の線を書いている。

Ａ：筆の穂の柔らかさや筆圧につい
て，よく考えている。

Ａ：筆の穂の柔らかさや筆圧を意識し
て，いろいろな線を書く活動に，積極
的に取り組もうとしている。
常に筆の穂の柔らかさや筆圧を意識し
て書こうとする意識をもっている。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
筆圧のかけ方について理解を促す。
筆の状態を確認し，運筆がしやすい状
態に整えるようにする。

支援：教科書紙面を参照しながら，筆
圧を三段階でとらえて，力の入れ方と
太さを確かめられるようにする。

支援：筆の状態を確認し，運筆がしや
すい状態に整えるようにする。
書写の授業以外でも気をつけるように
呼びかける。

評　価　規　準

令和8年度版「小学　書写　三年」年間指導計画・評価計画（案）　「支援」は，「Ｂ」に至らない児童に対する支援・援助の方法例。

毛筆の学習が始まる
よ
学習の進め方
目次

１　はじめの学習

１ 毛筆用具の名前
と，おき方やあつか
い方
２ よいしせいと筆
の持ち方
３ 筆の「ほ」のや
わらかさ
４ 力の入れ方（筆
圧）
５ あとかたづけ

時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

〇１年間の学習内容や学習
の進め方について知り,書
写学習に対する意欲をもつ
ことができる。

○用具の扱い方や筆の持ち
方について知り,よい姿勢
や持ち方を意識して書くこ
とができる。

○筆の穂の柔らかさや筆圧
を意識して，いろいろな太
さの線を書くことができ
る。

○なぜ毛筆で学習するのかを
知る。
○学習の進め方について知
る。
○教師の説明を聞いて，毛筆
用具の名前を覚え，扱い方を
知る。
○姿勢図を見て，よい姿勢・
筆の持ち方を知る。
○後片づけの仕方を知る。

２

学習指導
要領の
内容

○よい姿勢・よい持ち方で，
いろいろな線を書く。
○途中で墨をつけずに，長い
線を書く。
○細い線と太い線を書き，ど
ちらの方が力が入っているか
考える。
○筆圧について理解する。
○力の入れ方を変えて書き，
力の入れ方を変えると，線の
太さが変わることに気づく。

表紙裏
①～10

指導
月

４月

1 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

アウ Ｂ：「横画」の筆使いについて理解し
ている。
「横画」の筆使いに気をつけて書いて
いる。

Ｂ：「横画」の筆使いについて考えて
いる。

Ｂ：「横画」の筆使いに気をつけて，
正しく書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも「横画」に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：「横画」の筆使いについてよく理
解し，字形を把握している。
「横画」の筆使に気をつけて，字形を
整えて書いている。

Ａ：「横画」の筆使いの良しあしを考
えている。

Ａ：「横画」の筆使いに気をつけて，
字形を整えて書こうとしている。
常に「横画」に気をつけて書こうとす
る意識をもっている。

支援：拡大文字などを使って，始筆・
送筆・終筆の筆使いが視覚的に理解で
きるようにする。
始筆・送筆・終筆の動作を「とん」
「すうっ」などの言葉で表し，教科書
のイラストでイメージをもちながら理
解できるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道が確かめられるようにす
る。

支援：拡大文字などを使って，「横
画」の始筆・送筆・終筆に気をつける
よう呼びかける。
学習した以外の文字でも，「横画」に
気をつけて書くよう呼びかける。

アウ Ｂ：「たて画」の筆使いについて理解
している。
「たて画」の筆使いに気をつけて書い
ている。

Ｂ：「たて画」の筆使いについて考え
ている。

Ｂ：「たて画」の筆使いに気をつけ
て，正しく書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，「たて画」に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：「たて画」の筆使いについてよく
理解し，字形を把握している。
「たて画」の筆使いに気をつけて，字
形を整えて書いている。

Ａ：「たて画」の筆使いの良しあしを
考えている。

Ａ：「たて画」の筆使いに気をつけ
て，字形を整えて書こうとしている。
常に「たて画」に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：拡大文字などを使って，始筆・
送筆・終筆の筆使いが視覚的に理解で
きるようにする。
始筆・送筆・終筆の動作を「とん」
「すうっ」などの言葉で表し，教科書
のイラストでイメージをもちながら理
解できるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道が確かめられるようにす
る。

支援：拡大文字などを使って，「たて
画」の始筆・送筆・終筆に気をつける
よう呼びかける。
学習した以外の文字でも，「たて画」
に気をつけて書くよう呼びかける。

アウ Ｂ：筆および筆で書くことに関心を
もっている。
ふだんの授業においても，筆を大切に
扱う意識をもっている。

Ａ：筆および筆で書くことに関心をも
ち，積極的に調べようとしている。
ふだんの授業においても，筆を大切に
扱う意識をもち，実践している。

支援：筆の作り方や材料に関するクイ
ズを作成するなどして，興味・関心を
高めるようにする。

２～３

【知りたい　文字の
世界】
筆について知ろう

２「横画」の筆使い
『二』

11～13

14・15

16

３「たて画」の筆使
い
『土』

適時

○「横画」の筆使い（始
筆・送筆・終筆）について
理解することができる。

○「横画」の筆使いに気を
つけて，字形を整えて書く
ことができる。

○「横画」の書き方を確か
めて，硬筆で字形を整えて
書くことができる。

○『二』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○教科書の「たしかめよう」
の例示から，「始筆」「送
筆」「終筆」の穂先の向きと
筆圧を理解する。
○穂先の向きと穂先の通り道
に気をつけて，『二』を書
く。
○『二』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「横
画」のある漢字を探して書
く｡

○『土』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○穂先の向きと通り道を理解
する。
○「たて画」の筆使いに気を
つけて，『土』を書く。
○『土』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「たて
画」のある漢字を探して書
く。

○さまざまな筆があること
を知り，興味・関心を高め
ることができる。

○教科書を見て，筆の特性や
作り方について知る。

○筆について興味をもったこ
とを調べる。

○調べたことを発表する。

○「たて画」の筆使い（始
筆・送筆・終筆）について
理解することができる。

○「たて画」の筆使いに気
をつけて，字形を整えて書
くことができる。

○「たて画」の書き方を確
かめて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。２

５月

６月

2 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

アウ Ｂ：左右の「はらい」の筆使いの違い
について理解している。
左右の「はらい」の筆使いに気をつけ
て書いている。

Ｂ：左右の「はらい」の筆使いについ
て考えている。

Ｂ：左右の「はらい」の筆使いに気を
つけて，正しく書こうとしている。

Ａ：左右の「はらい」の筆使いの違い
についてよく理解し，筆圧について把
握している。
左右の「はらい」の筆使いに気をつけ
て，字形を整えて書いている。

Ａ：左右の「はらい」の筆使いの良し
あしを考えている。

Ａ：左右の「はらい」の筆使いに気を
つけて，字形を整えて書こうとしてい
る。
常に左右の「はらい」の書き方に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

支援：力の入れ方（筆圧）について３
段階で示して，理解できるようにす
る。
筆の入れ方を確かめるとともに，姿
勢，執筆などの基礎・基本を確かめら
れるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道を確かめられるようにす
る。

支援：拡大文字などを使って，「はら
い」の始筆・送筆・終筆に気をつける
よう呼びかける。
学習した以外の文字でも，左右の「は
らい」の書き方に気をつけて書くよう
呼びかける。

ア Ｂ：左右の「はらい」の違いについて
理解している。
左右の「はらい」の方向の違いに気を
つけて書いている。

Ｂ：左右の「はらい」の方向の違いに
ついて考えている。

Ｂ：左右の「はらい」の方向に気をつ
けて，正しく書こうとしている。
「はらい」を含む漢字や語句を書いて
いる。

Ａ：左右の「はらい」の違いや，さま
ざまな長さの「はらい」について，よ
く理解している。
左右の「はらい」の方向の違いに気を
つけて，字形を整えて書いている。

Ａ：左右の「はらい」の方向の違い
や，さまざまな長さの「はらい」につ
いて，よく考えている。

Ａ：左右の「はらい」の方向や，さま
ざまな長さの「はらい」に気をつけ
て，字形を整えて書こうとしている。
「はらい」を含むさまざまな漢字や語
句を書いている。

支援：拡大文字や分解文字などを使っ
て，「はらい」の方向の違いが視覚的
に理解できるようにする。
左右の「はらい」の違いを中心とした
書写カードを添削する。

支援：それぞれの「はらい」の方向が
どのように違うのか，具体的な言葉で
説明できるようにする。

支援：毛筆で学習した，左右の「はら
い」の方向の違いについて再確認す
る。
学習した以外の文字でも，「はらい」
の方向の違いに気をつけて書くよう呼
びかける。

アイ Ｂ：文字の大きさや行の中心の揃え方
について理解している。
はがきの形式に従って，文字の大きさ
に気をつけて書いている。

Ｂ：はがきの形式に従って丁寧に書く
方法について考えている。

Ｂ：はがきの形式を理解し，丁寧に書
こうとしている。

Ａ：文字の大きさや行の中心の揃え方
について，よく理解している。
はがきの形式に従って，文字の大きさ
や行の中心に気をつけて書いている。

Ａ：はがきの形式に従って，文字の大
きさや行の中心を整えて書く方法につ
いて考えている。

Ａ：はがきの形式を理解し，相手意識
をもって丁寧に書こうとしている。

○教科書のはがきの文面を試
書する。
○試書と教科書の書き方を比
較して，基準を理解する。
○宛名の書き方を知る。
○自分の課題を見つけ，めあ
てをもつ。
○はがきの書き方を知り，練
習をする。
○教科書のはがきの文面をま
とめ書きする。

1

○はがきの形式を理解し，
文字の大きさや行の中心に
気をつけて書くことができ
る。

21

【レッツ・トライ】
はがき
―暑中みまい

４「はらい」の筆使
い
『大』

<こう筆の学習>
「はらい」

17～19

20

３

○「はらい」の方向を理解
することができる。

○「はらい」の方向に気を
つけて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

○『人』『大』『木』を硬筆
で書く。
○毛筆で学習した筆圧や「は
らい」の方向について確かめ
る。
○「はらい」の方向の違いや
筆圧に気をつけて，「はら
い」のある漢字や言葉を書
く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「はら
い」のある漢字を探して書
く。

○左右の「はらい」の筆使
いの違いを理解することが
できる。

○左右の「はらい」に気を
つけて，字形を整えて書く
ことができる。

○「はらい」の書き方を確
かめて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

○『大』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○「左はらい」と「右はら
い」の筆圧のかけ方を理解す
る。
○「はらい」の筆使いに気を
つけて，『大』を書く。
○『大』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「はら
い」のある漢字を探して書
く。

６・
７月

3 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

支援：教科書の紙面を参照しながら，
はがきの形式について確かめている。
それぞれの行に中心線を入れるなど，
行が曲がらずに書くことができるよう
にする。

支援：はがきの表書きについて，相手
の名前を大きく書くのは，相手を敬う
気持ちが表れていることを説明する。

支援：実際のはがきの例を提示するこ
とで関心を高めるようにする。

アイ Ｂ：原稿用紙の書き方と，展覧会作品
のカードの書き方について理解してい
る。
文字の大きさと，ます目の中の書く位
置に気をつけて書いている。

Ｂ：原稿用紙の書き方と，展覧会作品
のカードの書き方について考えてい
る。

Ｂ：原稿用紙の書き方に気をつけて書
こうとしている。
展覧会作品のカードの書き方に関心を
もっている。
他教科の学習においても，原稿用紙の
書き方や文字の大きさに気をつけて書
こうとする意識をもっている。

Ａ：原稿用紙の書き方と，展覧会作品
のカードの書き方について，よく理解
している。
文字の大きさと，ます目の中の書く位
置に気をつけて，字形を整えて書いて
いる。

Ａ：原稿用紙の書き方と，展覧会作品
のカードの書き方について，よく考え
ている。

Ａ：原稿用紙の書き方に気をつけて，
積極的に書こうとしている。
展覧会作品のカードの書き方に関心を
もち，積極的に取り組んでいる。

支援：教科書紙面で確認し，原稿用紙
の書き方と展覧会作品のカードの書き
方が理解できるようにする。
文字の外形を囲み，平仮名や片仮名が
漢字より小さく書かれているか確かめ
られるようにする。

支援：一ますを四つにくぎり，句読点
や拗音・濁音の書く位置について確か
められるようにする。
読みやすい学習成果物の例はどのよう
な点が工夫されているか，具体的なポ
イントを指摘する。

支援：国語の学習などで原稿用紙に書
いた文字を，教科書の書き方と比べて
みるようにする。
読みやすい学習成果物の例を提示する
ことで関心を高めるようにする。

アウ Ｂ：「おれ」と「はね」の筆使いを理
解している。
「おれ」と「はね」の筆使いに気をつ
けて書いている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の筆使いにつ
いて考えている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の筆使いに気
をつけて書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，「おれ」と
「はね」の筆使いに気をつけて書こう
とする意識をもっている。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆使いにつ
いてよく理解し，筆圧について把握し
ている。
「おれ」と「はね」の筆使いに気をつ
けて，字形を整えて書いている。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆使いの良
しあしを考えている。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆使いに気
をつけて，字形を整えて書こうとして
いる。
常に「おれ」と「はね」に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

支援：拡大文字などを使って，始筆・
送筆・終筆の筆使いが視覚的に理解で
きるようにする。
穂先の通り道を確かめるとともに，姿
勢，執筆などの基礎・基本を確かめら
れるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道を確かめられるようにす
る。

支援：拡大文字などを使って，「お
れ」と「はね」の始筆・送筆・終筆に
気をつけるよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，「おれ」と
「はね」の筆使いに気をつけて書くよ
う呼びかける。

○教科書のはがきの文面を試
書する。
○試書と教科書の書き方を比
較して，基準を理解する。
○宛名の書き方を知る。
○自分の課題を見つけ，めあ
てをもつ。
○はがきの書き方を知り，練
習をする。
○教科書のはがきの文面をま
とめ書きする。

24～26

1

○はがきの形式を理解し，
文字の大きさや行の中心に
気をつけて書くことができ
る。

21

１

【レッツ・トライ】
はがき
―暑中みまい

【レッツ・トライ】
①原こう用紙
―セーフティ教室の
作文
②カード
―てんらん会作品の
カード

５　「おれ」と「は
ね」の筆使い
『力』

○教科書を参照して，原稿用
紙の書き方を確かめる。
○書き出しや句読点の位置に
気をつけて練習する。
○基準をもとに評価する。
（原こう用紙）

○教科書を参照して，展覧会
作品のカードを書くときに気
をつけることを知る。
○横書きの書き方について理
解する。
○気づいたことを発表し合
う。（てんらん会作品のカー
ド)

○「おれ」と「はね」の筆
使いについて理解すること
ができる。

○「おれ」と「はね」の筆
使いに気をつけて，字形を
整えて書くことができる。

○「おれ」と「はね」の書
き方を確かめて，硬筆で字
形を整えて書くことができ
る。

○『力』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○教科書の「たしかめよう」
の例示から，「おれ」と「は
ね」の筆使いを理解する。
○「おれ」の方向と穂先の向
きに気をつけて，『力』を書
く。
○『力』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○教科書の『日』『月』の書
き方を見て，『力』の書き方
と比べる。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○漢字表などから「おれ」と
「はね」のある漢字を探して
書く。

○原稿用紙の書き方（行頭
のとり方や，ます目の中の
書く位置）を理解すること
ができる。

○文字の大きさや配列に気
をつけて書くことができ
る。

○他教科の学習の中で，文
字の大きさや配列に気をつ
けて書こうとする意欲をも
つことができる。22・23

９・
10月

３～４

６・
７月

4 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

ア Ｂ：「おれ」と「はね」の筆使いにつ
いて理解している。
「おれ」と「はね」の方向に気をつけ
て書いている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の方向につい
て考えている。

Ｂ：「おれ」と「はね」の方向に気を
つけて書こうとしている。
ほかの文字でも「おれ」と「はね」の
方向に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：「おれ」と「はね」の筆使いにつ
いてよく理解し，筆圧について把握し
ている。
「おれ」の方向の違いに気をつけて，
字形を整えて書いている。
「はね」の方向の違いに気をつけて，
字形を整えて書いている。

Ａ：「おれ」の方向の違いについて考
えている。
「はね」の方向の違いについて考えて
いる。

Ａ：「おれ」の方向の違いに気をつけ
て，字形を整えて書こうとしている。
「はね」の方向の違いに気をつけて，
字形を整えて書こうとしている。
常に「おれ」と「はね」の方向に気を
つけて書こうとする意識をもってい
る。

支援：拡大文字などを使って，始筆・
送筆・終筆の筆使いが視覚的に理解で
きるようにする。
「おれ」「はね」の方向を中心とした
書写カードを添削する。

支援：「おれ」の方向がどのように違
うのか，具体的な言葉で説明できるよ
うにする。
「はね」の方向がどのように違うの
か，具体的な言葉で説明できるように
する。

支援：毛筆で学習した，「おれ」と
「はね」の方向について再確認する。
学習した以外の文字でも，「おれ」と
「はね」の方向に気をつけて書くよう
呼びかける。

アウ Ｂ：平仮名の筆使いについて理解して
いる。
平仮名の筆使いに気をつけて書いてい
る。

Ｂ：平仮名の筆使いについて考えてい
る。

Ｂ：平仮名の筆使いに関心をもってい
る。
ほかの文字や硬筆でも，平仮名の書き
方に気をつけて正しく書こうとする意
識をもっている。

Ａ：平仮名の筆使いについてよく理解
し，筆使いについて把握している。
丸みのある柔らかい筆使いで書いてい
る。

Ａ：平仮名の筆使いの良しあしを考え
ている。

Ａ：平仮名の筆使いに関心をもち，積
極的に書こうとしている。
常に平仮名の書き方に気をつけて書こ
うとする意識をもっている。

支援：漢字の筆使いと比較することに
よって，平仮名の筆使いを理解できる
ようにする。
ゆっくりと書くことで，丸みができる
ことを確かめられるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道を確かめられるようにす
る。

支援：拡大文字などを使って，平仮名
の始筆・送筆・終筆に気をつけるよう
呼びかける。
学習した以外の文字でも，平仮名の書
き方に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

ア Ｂ：筆順の原則を理解している。
筆順の原則に従って，正しく書いてい
る。

Ｂ：筆順の原則について，ほかの文字
にもあてはめて考えている。

Ｂ：筆順の原則に気をつけて書こうと
している。
ほかの文字でも，筆順の原則に気をつ
けて書こうとする意識をもっている。

Ａ：文字の筆順の原則について，よく
理解している。
筆順の原則に従って，字形を整えて書
いている。

Ａ：筆順の原則や字形について，ほか
の文字にもあてはめて，よく考えてい
る。

Ａ：筆順の原則に気をつけて，積極的
に書こうとしている。
常に筆順の原則に気をつけて，字形を
整えて書こうとする意識をもってい
る。

27

30・31

３～４ <こう筆の学習>
筆順と字形

<こう筆の学習>
「おれ」と「はね」

○『ニ』『川』『十』を硬筆
で書く。
○『州』『仕』の筆順をもと
に，筆順のきまりについて友
達どうしで話し合う。
○筆順のきまりを確認する。
○『小』『内』『申』を硬筆
で書き，漢字表などから同じ
きまりの文字を探す。
○目標に沿って，自己評価を
する。

○筆順のきまりを理解し,
字形を整えて書くことがで
きる。

〇筆順のきまりを，他の文
字でもあてはめて書くこと
ができる。

○「おれ」と「はね」の方
向を理解することができ
る。

○「おれ」と「はね」の方
向に気をつけて，硬筆で字
形を整えて書くことができ
る。

○『母』『間』『山』『光』
『守』を硬筆で書く。
○毛筆で学習した「おれ」と
「はね」の方向について確か
める。
○「おれ」と「はね」の方向
に気をつけて，教科書の教材
文字を書く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○漢字表などから「おれ」と
「はね」のある漢字を探して
書く。

９・
10月

○平仮名の筆使いに注意して
『つり』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○平仮名は丸みをもって書く
ことを理解する。
○基準に合わせて『つり』を
書く。
○『つり』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末の「ひらがな表」など
から，字形に気をつける文字
を探して書く｡

６　ひらがなの筆使
い
『つり』

３～４

10月 ○平仮名の筆使いを理解す
ることができる。

○平仮名の筆使いに気をつ
けて書くことができる。

○平仮名の書き方を確かめ
て，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

28・29

5 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

支援：教科書の脚注や巻末漢字表など
を使って，正しい筆順について理解を
促す。
今まで学習した筆順の原則を確かめら
れるようにする。

支援：教材文字のどの部分が筆順の原
則にあたるのか説明することで，ほか
の文字でも確かめられるようにする。

支援：筆順を色分けした図版などを
使って，筆順に原則があることに気づ
くようにはたらきかける。
学習した以外の文字でも，筆順に従っ
て書くように意識づける。

アイ Ｂ：漢字と仮名の大きさや行の中心の
そろえ方について理解している。
漢字と仮名の大きさや行の中心に気を
つけて書いている。

Ｂ：漢字と仮名の大きさや行の中心の
そろえ方について考えている。

Ｂ：漢字と仮名の大きさや行の中心の
そろえ方に気をつけて書こうとしてい
る。
書写の授業以外でも，漢字と仮名の大
きさや行の中心に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

Ａ：漢字と仮名の大きさや行の中心の
そろえ方について，よく理解してい
る。
漢字と仮名の大きさや行の中心に気を
つけて，配列を整えて書いている。

Ａ：漢字と仮名の大きさや行の中心の
そろえ方について，よく考えている。

Ａ：漢字と仮名の大きさに気をつけ
て，配列を整えて書こうとしている。
常に漢字と仮名の大きさや行の中心に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

支援：文字の外形を囲むことで，文字
の大きさが視覚的に確かめられるよう
にする。
支援：中心線などの補助線を引いて，
配列を確かめられるようにする。

支援：試書と教材文字とを比較して，
自分の課題がわかるようにする。

支援：漢字と仮名の大きさや行の中心
に着目するよう呼びかける。
書写の授業以外でも，漢字や仮名の大
きさや行の中心に気をつけて書くよう
呼びかける。

アイ Ｂ：文字の大きさや行の中心の揃え方
について理解している。
手紙の形式に従って，文字の大きさに
気をつけて書いている。

Ｂ：手紙の形式に従って丁寧に書く方
法について考えている。

Ｂ：手紙の形式を理解し，丁寧に書こ
うとしている。

Ａ：文字の大きさや行の中心の揃え方
について，よく理解している。
手紙の形式に従って，文字の大きさと
行の中心に気をつけて書いている。

Ａ：手紙の書式に従って，文字の大き
さや行の中心を整えて書く方法につい
て考えている。

Ａ：手紙の形式を理解し，相手意識を
もって丁寧に書こうとしている。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
手紙の書式について確かめている。
便箋の罫線に対して文字が大きすぎた
り小さすぎたりしにように，教科書を
見ながら確かめられるようにする。

支援：相手の名前を上の位置に書くこ
とや，封筒の中央に大きく書くのは，
相手を敬う気持ちが表れていることを
説明する。

支援：実際の手紙の例を提示すること
で関心を高めるようにする。

アウ Ｂ：「曲がり」と「おれ」の筆使いに
ついて理解している。
「曲がり」と「おれ」の筆使いに気を
つけて書いている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の筆使いに
ついて考えている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の筆使いに
気をつけて書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，「曲がり」と
「おれ」の書き方に気をつけて正しく
書こうとする意識をもっている。

【レッツ・トライ】
②手紙
―お店見学のお礼
じょう

32

７ 「曲がり」と
「おれ」の筆使い
『ビル』

１ 33～35

30・31

３～４ <こう筆の学習>
筆順と字形

36・37

３～４

○教科書に書かれた俳句を視
写する。
○文字の大きさと中心のそろ
え方を確認する。
○基準に合わせて練習する。
○試書と比べて自己評価す
る。

○『ニ』『川』『十』を硬筆
で書く。
○『州』『仕』の筆順をもと
に，筆順のきまりについて友
達どうしで話し合う。
○筆順のきまりを確認する。
○『小』『内』『申』を硬筆
で書き，漢字表などから同じ
きまりの文字を探す。
○目標に沿って，自己評価を
する。

○筆順のきまりを理解し,
字形を整えて書くことがで
きる。

〇筆順のきまりを，他の文
字でもあてはめて書くこと
ができる。

○「曲がり」と「おれ」の
筆使いの違いを理解するこ
とができる。

○「曲がり」と「おれ」の
筆使いに気をつけて，字形
を整えて書くことができ
る。

○「曲がり」と「おれ」の
違いに気をつけて，硬筆で
字形を整えて書くことがで
きる。

○手紙を書く時の手順を教科
書で確認する。
○手紙の形式を理解する。
○教科書を見て文字の大きさ
や行の中心はどうなっている
か話し合う。
○封筒の書き方を知る。
○メモをもとに手紙を書いて
みる。
○学習したことができている
か自己評価する。

○『ビル』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○「曲がり」と「おれ」の筆
使いを理解する。
○穂先の通る位置や筆圧に気
をつけて，『ビル』を書く。
○『ビル』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「曲が
り」と「おれ」のある漢字を
探して書く。

○漢字と仮名の大きさや，
行の中心のそろえ方につい
て理解することができる。

○漢字と仮名の大きさや行
の中心に気をつけて，配列
を整えて書くことができ
る。

１

11月

11・
12月

〇手紙の形式を理解し，文
字の大きさや行の中心に気
をつけて書くことができ
る。

【レッツ・トライ】
①文化
―俳句

10月

6 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

Ａ：「曲がり」と「おれ」の筆使いに
ついてよく理解し，字形を把握してい
る。
Ａ：「曲がり」と「おれ」の筆使いに
気をつけて，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の筆使いの
違いについて，よく考えている。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の筆使いに
気をつけて，字形を整えて書こうとし
ている。
常に「曲がり」と「おれ」に気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：分解文字などを使って，「曲が
り」と「おれ」の字形の違いが視覚的
に理解できるようにする。
「曲がり」では筆の軸を回さないよう
に，「おれ」では一度筆を止めるよう
に呼びかける。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道を確かめられるようにす
る。

支援：拡大文字などを使って，「曲が
り」と「おれ」の始筆・送筆・終筆に
気をつけるよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，「曲がり」
と「おれ」の書き方に気をつけて書く
よう呼びかける。

ア Ｂ：「曲がり」と「おれ」の違いにつ
いて理解している。
「曲がり」と「おれ」の違いに気をつ
けて書いている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の違いにつ
いて考えている。

Ｂ：「曲がり」と「おれ」の違いに気
をつけて書こうとしている。
ほかの文字でも「曲がり」と「おれ」
に気をつけて正しく書こうとする意識
をもっている。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の筆使いに
ついてよく理解し，字形を把握してい
る。
「曲がり」と「おれ」の違いに気をつ
けて，字形を整えて書いている。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の違いにつ
いて，よく考えている。

Ａ：「曲がり」と「おれ」の違いに気
をつけて，字形を整えて書こうとして
いる。
常に「曲がり」と「おれ」に気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：「曲がり」や「おれ」がある文
字をいくつか提示することによって，
理解できるようにする。

支援：「曲がり」と「おれ」を書く際
の留意点について，具体的な言葉で説
明できるようにする。

支援：毛筆で学習した，「曲がり」と
「おれ」の違いについて再確認する。
学習した以外の文字でも，「曲がり」
と「おれ」に気をつけて書くよう呼び
かける。

ア Ｂ：左右の幅の違い，上下の高さの違
い，中と外の組み立て方について理解
している。
左右・上下・中と外の組み立て方に気
をつけて書いている。

Ｂ：左右の幅，上下の高さ，中と外の
組み立て方について考えている。

Ｂ：いろいろな文字の組み立て方に気
をつけて書こうとしている。
ほかの文字でも左右・上下・中と外の
組み立て方に気をつけて正しく書こう
とする意識をもっている。

Ａ：左右の幅の違い，上下の高さの違
い，中と外の組み立て方についてよく
理解し，字形を把握している。
左右・上下・中と外の組み立て方に気
をつけて，字形を整えて書いている。

Ａ：左右・上下・中と外の組み立て方
の良しあしを考えている。

Ａ：いろいろな文字の組み立て方に気
をつけて，字形を整えて書こうとして
いる。
常に左右・上下・中と外の組み立て方
に気をつけて書こうとする意欲をもっ
ている。

〇いろいろな文字の組み立
て方について理解すること
ができる。

〇文字の組み立て方に気を
つけて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

<こう筆の学習>
文字の組み立て方

７ 「曲がり」と
「おれ」の筆使い
『ビル』

39

38

36・37

３～４

○「曲がり」と「おれ」の
筆使いの違いを理解するこ
とができる。

○「曲がり」と「おれ」の
筆使いに気をつけて，字形
を整えて書くことができ
る。

○「曲がり」と「おれ」の
違いに気をつけて，硬筆で
字形を整えて書くことがで
きる。

○「曲がり」と「おれ」の
違いを理解することができ
る。

○「曲がり」と「おれ」の
違いに気をつけて，硬筆で
字形を整えて書くことがで
きる。

○『坂』『音』を硬筆で書
く。
○左右，上下，中と外の組み
立て方の基準を確かめる。
○基準に合わせて教科書の教
材文字を書く。
○試書と比べて自己評価す
る。

○『モ』『ム』を硬筆で書
く。
○毛筆で学習した「曲がり」
と「おれ」の書き方を確かめ
る。
○「曲がり」と「おれ」の書
き方に気をつけて，教科書の
教材文字を書く。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「曲が
り」と「おれ」のある漢字を
探して書く。

○『ビル』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教科書の文字を比べ
て，気をつけることを見つけ
る。
○「曲がり」と「おれ」の筆
使いを理解する。
○穂先の通る位置や筆圧に気
をつけて，『ビル』を書く。
○『ビル』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから「曲が
り」と「おれ」のある漢字を
探して書く。

11・
12月

<こう筆の学習>
「曲がり」と「お
れ」

7 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

支援：拡大文字や分解文字などを使っ
て，組み立て方が視覚的に理解できる
ようにする。
左右の幅や上下の高さ，中と外の部分
について意識できるようにする。

支援：毛筆文字などを使って，組み立
て方や幅が確かめられるようにする。

支援：幅や高さの違いに気をつけるよ
う呼びかける。
学習した以外の文字でも，組み立て方
に気をつけて書くよう呼びかける。

アウ Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方，筆
使いについて理解している。
これまで学習した筆使いや文字の中心
に気をつけて書いている。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方につ
いて考えている。

Ｂ：書きぞめに関心をもち，書こうと
している。
ほかの学習場面でも，よい姿勢や持ち
方で，字形を整えて書こうとする意識
をもっている。

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方，筆
使いについて，よく理解している。
これまで学習した筆使いや文字の中心
に気をつけて，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方の良
しあしを考えている。

Ａ：書きぞめに関心をもち，積極的に
書こうとしている。

支援：今まで学習した筆使いについ
て，点画の名称を確認しながら理解で
きるようにする。
書きぞめ用紙を縦半分に折り，中心を
意識できるようにする。
外形を考えることで，文字の大きさに
ついて確かめられるようにする。

支援：姿勢図や筆の持ち方の図版など
を使って，確かめられるようにする。

支援：書きぞめの由来を説明し，書き
ぞめについて関心が高まるようにす
る。
ほかの学習場面でも，姿勢や持ち方，
字形に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：これまでに学習した「点画の種
類」について理解している。

Ｂ：３年生で学習した基本点画につい
て確かめている。
ほかの文字でも，基本点画に気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

Ａ：これまでに学習した「点画の種
類」について，よく理解している。

Ａ：３年生で学習した基本点画につい
て，積極的に確かめている。
常に基本点画に気をつけて書こうとす
る意識をもっている。

支援：教科書紙面を参照しながら，
「点画の種類」と筆圧のかけ方につい
て理解を促す。

支援：これまで学習したページを振り
返るように促す。
学習した以外の文字でも，基本点画に
気をつけて書くよう呼びかける。

アイウ Ｂ：これまで学習した筆使いや字形に
ついて理解している。
これまで学習したことを生かして，筆
使いや字形に気をつけて書いている。

Ｂ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選んでいる。

Ｂ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選んで書こうとし
ている。
硬筆の学習でも，字形に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

Ａ：これまで学習した筆使いや字形に
ついて，よく理解している。
これまで学習したことを生かして，筆
使いに気をつけて，字形を整えて書い
ている。

Ａ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを適切に選んでい
る。

Ａ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選び，進んで書こ
うとしている。
常に字形に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

〇いろいろな文字の組み立
て方について理解すること
ができる。

〇文字の組み立て方に気を
つけて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

○教科書の紙面を参照しなが
ら，これまで学習した「点画
の種類」について，穂先の向
きや通り道，筆圧のかけ方に
ついて確かめる。

○『正月』（または『友だ
ち』）を試書する。
○書きぞめの姿勢を知る。
○試書と教材文字を比べ，基
準を理解する。
○基本点画に気をつけて練習
する。
○試書とまとめ書きを比べ，
自己評価する。

<こう筆の学習>
文字の組み立て方

39

８　学習のまとめ
『光』

４～５ 50～56

３～４

○これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを
選んで，意欲をもって書く
ことができる。

○自分の選んだめあてに気
をつけて書くことができ
る。

○これまで学習したことを
生かして，硬筆で書いて確
かめることができる。

点画のしゅるい

40・41

42～45

○３年生で学習した基本点
画について確かめることが
できる。

○『光』を硬筆や毛筆で試書
する。
○これまで学習したことの中
から自分のめあてを選ぶ。
○基本点画の書き方と穂先の
向き，筆圧を理解する。
○自分のめあてに向かって練
習する。
○『光』を硬筆や毛筆でまと
め書きし，試書と比べて達成
度を話し合う。
○自分のめあてが達成できな
かった場合は，既習事項を振
り返る。

○『坂』『音』を硬筆で書
く。
○左右，上下，中と外の組み
立て方の基準を確かめる。
○基準に合わせて教科書の教
材文字を書く。
○試書と比べて自己評価す
る。

○床の上や立って書くとき
の姿勢，筆の持ち方に気を
つけて，これまでの学習を
生かして書くことを理解す
ることができる。

○筆使いや文字の中心に気
をつけて，字形を整えて書
くことができる。

書きぞめ
『正月』

小筆で書こう

書ぞめ
『友だち』

11・
12月

12・
１月

２・
３月

４

8 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

支援：１年間の学習内容や成果が確か
められるようにする。
学習事項の要点や筆使いなどを具体的
に示すようにする。

支援：『光』を試書することで，自分
のめあてが見つけられるように支援す
る。

支援：１年間の学習事項や筆使いなど
が確かめられるようにする。
書写の授業以外でも，字形に気をつけ
て書くよう呼びかける。

アイ Ｂ：手書き文字と活字の特徴がわか
る。

Ｂ：手書き文字と活字の違いについて
話し合い，考えている。

Ｂ：手書き文字と活字の違いに気づ
き，文字に関する関心を高めている。
手書き文字と活字の特徴について，意
欲的に調べようという意識をもってい
る。

Ａ：手書き文字と活字の特徴につい
て，よく理解している。

Ａ：手書き文字と活字の違いについて
話し合い，よく考えている。

Ａ：手書き文字と活字の違いに気づ
き，積極的に調べようとしている。
手書き文字と活字の特徴について意識
し，使い分けようという意識をもって
いる。

支援：教科書紙面を使いながら説明を
することで理解を促す。

支援：教科書の例，または用意してお
いた拡大文字例等を使い，手書き文字
と活字の違いに気づくようにする。

支援：文字に関するクイズを作成する
などして，興味・関心を高めるように
する。
身のまわりにある手書き文字と活字の
例を提示して，目的に応じた使い方に
気づくようはたらきかける。

アイ Ｂ：ローマ字の字形について理解して
いる。

Ｂ：ローマ字の字形を確かめている。
常にローマ字の字形を確かめようとす
る意識をもっている。

Ａ：ローマ字の字形について，よく理
解している。

Ａ：ローマ字の字形を，積極的に確か
めている。
常にローマ字の字形を確かめて，丁寧
に書こうとする意識をもっている。

支援：字形がわかりにくい文字につい
て，教科書を見ながら確認できるよう
にする。

支援：まちがえやすい字形について，
重点的に確かめられるように呼びかけ
る。
普段の学習で，常に気をつけるよう意
識づける。

アイ Ｂ：メモの書き方を理解している。
大事なことを聞きのがさないようにメ
モを取っている。
読みやすく書くための方法について理
解している。
メモをもとに伝えたいことをまとめて
いる。

Ｂ：大事なことをおさえてメモを取る
工夫について考えている。
読みやすく書くための方法を意識し
て，まとめたものを見直している。

Ｂ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも生かしていく意
欲をもっている。

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

○本時の目標を知る。
○教師の話を聞いてメモを取
る。
○メモの書き方を理解する。
○自分が取ったメモと，教科
書のメモの書き方と比較して
課題を見つける。
○教師の話を聞いてメモを取
る。
○模造紙にまとめる方法を理
解する。
○学習したことを活かして，
模造紙にまとめる。
○自己評価する。

【書いて　つたえ合
おう】
メモを取ってまとめ
よう

８　学習のまとめ
『光』

○手書き文字と活字の違い
に気づき，文字に対する興
味・関心を高めることがで
きる。

○日常生活の中で見られる
活字と手書き文字につい
て，話し合うことができ
る。

○教室内の文字を探す。
○手書き文字と活字を比較
し，印象や効果について考え
る。
○手書き文字と活字は，それ
ぞれどのような目的や場に適
しているのか話し合う。
○話し合った結果を発表す
る。

○これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを
選んで，意欲をもって書く
ことができる。

○自分の選んだめあてに気
をつけて書くことができ
る。

○これまで学習したことを
生かして，硬筆で書いて確
かめることができる。

○ローマ字の書き方を知る
ことができる。

42～45

48・49

46

○『光』を硬筆や毛筆で試書
する。
○これまで学習したことの中
から自分のめあてを選ぶ。
○基本点画の書き方と穂先の
向き，筆圧を理解する。
○自分のめあてに向かって練
習する。
○『光』を硬筆や毛筆でまと
め書きし，試書と比べて達成
度を話し合う。
○自分のめあてが達成できな
かった場合は，既習事項を振
り返る。

47

○教科書のローマ字表を見
て，字形を知る。

【知りたい　文字の
世界】
「手書き文字」と
「活字」

２・
３月

ローマ字表

適時

４
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

学習指導
要領の
内容

指導
月

Ａ：メモの書き方を，よく理解してい
る。
大事なことをおさえてメモを取ってい
る。
読みやすく書くための方法について，
よく理解している。

Ａ：大事なことをおさえてメモを取る
工夫について，よく考えている。
読みやすく書くための方法を意識し
て，まとめたものを見直したり工夫し
たりしている。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも積極的に生かし
ていく意欲をもっている。

支援：教科書を見ながら，効率的にメ
モを取るにはどこを省略できるか確か
める。
配列は整っているか，筆記用具は効果
的に使われているかなど，具体的な投
げかけをする。

支援：自分のメモに書き込みをして，
課題を見つけるようにする。
読みやすく書くための基準について確
かめられるようにする。

支援：ふだんの生活のなかでメモを取
る場面について問いかける。
読みやすい学習成果物の例などを具体
的に例示する。

Ｂ：同じ点画をもつ漢字，同じ組み立
て方をもつ漢字など，漢字の仲間分け
について理解している。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字の仲間分けをし
ている。

Ｂ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について考えている。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字の仲間分けにつ
いて考えている。

Ｂ：巻末漢字表を使った漢字の仲間分
けの活動や，漢字の成り立ちについ
て，関心を高めている。
ほかの学習場面でも，筆順や字形に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

支援：これまで学習した基本，点画な
どの内容を振り返り，確かめられるよ
うにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か，具体的に説明する。

支援：教科書紙面を使って，正しい筆
順や字形の整え方などが確かめられる
ようにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か，具体的に説明する。

支援：巻末漢字表の使い方について確
かめられるようにする。
書写の授業以外でも，気をつけるよう
意識づける。

アイ Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や字形につ
いて理解している。

Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめている。
常に平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめようとする意識をもっている。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や字形につ
いて，よく理解している。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や字形を，
積極的に確かめている。
常に平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめて，丁寧に書こうとする意識を
もっている。

支援：ふだん，字形を整えにくい文字
に関して，教科書を見ながら確認でき
るようにする。

支援：まちがえやすい筆順について，
重点的に確かめられるように呼びかけ
る。
書写の授業以外でも，常に気をつける
よう意識づける。

Ａ：同じ点画をもつ漢字，同じ組み立
て方をもつ漢字など，漢字の仲間分け
について，よく理解している。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字を正しく仲間分
けしている。

Ａ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について，よく考えている。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字の仲間分けにつ
いて判断している。

○筆順のきまりを確認する。
○筆順に気をつける漢字を正
しい筆順で書く。
○文字の組み立て方の観点か
ら，巻末漢字表の文字を分類
し，印を書き込む。
○友達と見せ合い，正しく書
けたか相互評価する。

アイ

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

○本時の目標を知る。
○教師の話を聞いてメモを取
る。
○メモの書き方を理解する。
○自分が取ったメモと，教科
書のメモの書き方と比較して
課題を見つける。
○教師の話を聞いてメモを取
る。
○模造紙にまとめる方法を理
解する。
○学習したことを活かして，
模造紙にまとめる。
○自己評価する。

61

【書いて　つたえ合
おう】
メモを取ってまとめ
よう

○２年生で学習した字形の
整え方，筆順などを確かめ
ることができる。

○３年生で学習した字形の
整え方，筆順などを確かめ
ることができる。

○巻末漢字表を活用した漢
字の仲間分けの活動を行っ
たり，筆順をまちがえやす
い漢字について確かめたり
することができる。

Ａ：巻末漢字表を使った漢字の仲間分
けの活動や，漢字の成り立ちについて
関心を高め，積極的に取り組もうとし
ている。
常に筆順や字形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

【漢字表】
三年生で学習する漢
字
二年生で学習した漢
字

48・49

57～60

○「ひらがな表」「かたかな
表」を見て，平仮名と片仮名
の筆順や字形を確認する。
○字形がうまくとれない文字
について，重点的に練習す
る。

○平仮名，片仮名の筆順や
字形を確かめることができ
る。

２・
３月

【ひらがな表】
【かたかな表】
【やってみよう】

適時
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江戸川区立江戸川小学校　令和8年４月

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

アイウ Ｂ：世界にはさまざまな文字があるこ
とについて知っている。
日本の文字の特徴について知ってい
る。

Ｂ：日常生活の中で見られる世界や日
本の文字の印象について話し合い，考
えている。

Ｂ：世界や日本の文字について，理解
していこうとする意識をもっている。

Ａ：世界にはさまざまな文字があるこ
とを理解している。
日本の文字について理解している。

Ａ：日常生活の中で見られる世界や日
本の文字の印象について進んで話し合
い，よく考えている。

Ａ：世界や日本の文字について，積極
的に調べていこうとしている。

支援：教科書紙面を使いながら説明を
することで理解を促す。

支援：文字に関する発問を用意してお
くなど，話し合いの観点を示すように
する。

支援：教科書の例，または用意してお
いた世界の文字や日本の文字などを提
示し，関心を高めるようにする。

アイウ Ｂ：１年間のめあてや学習内容につい
て知っている。

Ｂ：１年間の学習内容を知り，書写学
習に対する意欲をもっている。

Ａ：１年間のめあてや学習内容につい
て理解している。

Ａ：１年間の学習内容を知り，積極的
に書写学習に取り組む意欲をもってい
る。

支援：前学年で学習した内容をふまえ
ながら説明する。

支援：教科書紙面を参照しながら，１
年間の学習内容と，学習したことを書
写以外の学習にも生かしていくことに
ついて説明する。

アイウ Ｂ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方を理解している。
用具の扱い方や姿勢，筆の持ち方が身
についている。
３年生で学習した「筆圧」や「点画の
種類」について理解している。

Ｂ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方の良しあしを考えてい
る。
筆の穂の柔らかさや筆圧について考え
ている。

Ｂ：用具の扱い方やよい姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方を確かめようとして
いる。
ほかの書写場面でも，よい姿勢やよい
持ち方で，筆の穂の柔らかさや筆圧，
「点画の種類」を意識して書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：用具の扱い方や，よい姿勢，筆の
持ち方で書くことを，よく理解してい
る。
用具の扱い方や，姿勢，筆の持ち方
が，よく身についている。
３年生で学習した「筆圧」や「点画の
種類」について，よく理解している。

Ａ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方の良しあしを判断でき
る。
筆の穂の柔らかさや筆圧について，よ
く考えている。

Ａ：用具の扱い方やよい姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方を積極的に確かめよ
うとしている。
常によい姿勢やよい持ち方で，筆の穂
の柔らかさや筆圧，「点画の種類」を
意識して書こうとする意識をもってい
る。

支援：よい姿勢やよい筆の持ち方で書
くことの大切さについて理解を促す。
用具の扱い方やよい姿勢，筆の持ち方
のポイントを具体的に説明する。
教科書紙面を参照しながら，「点画の
種類」と筆圧のかけ方について理解を
促す。

支援：どこを正すと姿勢，筆の持ち方
がよくなるかを，基準に照らして説明
する。
筆の状態を確認し，運筆がしやすい状
態に整えるようにする。
教科書紙面を参照しながら，筆圧を三
段階でとらえて，力の入れ方と太さを
確かめられるようにする。

支援：用具の配置図や姿勢図，持ち方
の写真と比べて，自分でチェックでき
るようにする。
書写以外の学習でも気をつけるように
呼びかける。

令和8年度版「小学　書写　四年」年間指導計画・評価計画（案）　　「支援」は，「Ｂ」に至らない児童に対する支援・援助の方法例。

○教科書の「世界の『こんに
ちは』」を音読する。
○世界の文字について，その
特徴や疑問点を自分が書く場
合を想定して考え，グループ
で話し合う。
○グループごとに発表する。

○世界にはさまざまな文字
があることを知り，文字に
対する興味・関心を高める
ことができる。

○日本の文字の特徴につい
て，興味・関心を高めるこ
とができる。

〇１年間の学習内容や学習
の進め方について確認し，
書写学習に対する意欲をも
つことができる。

表紙裏
①・１

世界の「こんにち
は」

時数 頁 教材名 学習指導のねらい

○教科書を参照して，学習の
めあてを知る。
○１年間の学習内容を知る。

○用具の並べ方や扱い方に
ついて確かめることができ
る。

○よい姿勢や筆の持ち方に
ついて確かめることができ
る。

○常によい姿勢やよい持ち
方を意識して書くことがで
きる。

○３年生で学習したことを
確かめることができる。

２

６～14

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準

２～５

四年生で学習するこ
と

目次

学習の進め方

１　はじめの学習
１ 毛筆用具の名前
と置き方やあつかい
方
２ よいしせいと筆
の持ち方
３ ３年生で学習し
たこと
■点画の種類
４ あとかたづけ

○姿勢図を見て，用具の置き
方，正しい姿勢，用具の持ち
方を確かめる。
○教科書の紙面を参照しなが
ら，「点画の種類」と筆圧の
かけ方について理解する。
○筆の穂の柔らかさや筆圧を
意識して，いろいろな線を書
く。
○ワークシートを活用して，
「点画の種類」を書く。
○自分の課題を見つけて練習
する。
○自分の課題とした「点画の
種類」をまとめ書きする。
○後片づけの仕方を確かめ
る。

指導
月

４月

1 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

アウ Ｂ：点画の筆使いについて理解してい
る。
点画の筆使いに気をつけて書いてい
る。

Ｂ：点画の筆使いについて考えてい
る。

Ｂ：点画の筆使いに気をつけて書こう
としている。
ほかの文字や硬筆でも，点画の筆使い
に気をつけて書こうとする意識をもっ
ている。

Ａ：点画の筆使いについてよく理解
し，字形を把握している。
点画の筆使いに気をつけて，字形を整
えて書いている。

Ａ：点画の筆使いの良しあしを考えて
いる。

Ａ：点画の筆使いに気をつけて，字形
を整えて書こうとしている。
常に点画の筆使いに気をつけて書こう
とする意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，点画の筆使いを確かめられる
ようにする。
それぞれの課題解決ができるような練
習用紙を使って，書きにくい部分が解
決できるようはたらきかける。

支援：穂先の向きと穂先の通り道はど
うなっているか説明できるようにす
る。空書することで，それそれの筆使
いをを確かめるようにする。

支援：水書板などを使って，「はら
い」「曲がり」などの筆使いを確かめ
られるようにする。

1 18・19

【レッツ・トライ】
発表しりょう
―学習内ようをまと
める

アイ Ｂ：横書きの書き方と配列について理
解している。
横書きの書き方を理解して，配列に気
をつけて書いている。

Ｂ：読み手に内容がよく伝わる発表資
料の作成方法について話し合ってい
る。

Ｂ：書写以外の学習でも，相手意識を
もって配列に気をつけて書こうとして
いる。

Ａ：横書きの書き方をよく理解して，
配列の整え方について把握している。
横書きの書き方を理解して，配列よく
書いている。

Ａ：読み手に内容がよく伝わる発表資
料の作成方法について，積極的に話し
合っている。

Ａ：書写以外の学習でも，相手意識を
もって配列に気をつけて積極的に書こ
うとしている。

支援：箇条書きを書く際の行頭のあけ
方や字間など，具体的な視点をあげて
呼びかける。
補助線を引いて，配列を確かめられる
ようにする。

支援：どのように書いたら相手に伝わ
りやすいか，具体的な場面について投
げかけるようにする。

支援：書写で学習した内容を，他教科
で生かしていく学習であることを伝え
る。
書写以外の学習でも，相手意識をもっ
て配列に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

２～３

○点画の筆使いを確かめる
ことができる。

○点画の筆使いに気をつけ
て，字形を整えて書くこと
ができる。

○点画の書き方を確かめ
て，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○読み手に内容がよく伝わる
発表資料にするにはどうした
らよいか話し合う。
○横書きで読みやすく書くた
めのポイントを理解する。
○基準に気をつけて，練習用
紙に練習する。
○まとめ書きをする。

○『花』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて，
気をつけることを見つける。
○片仮名の「ヒ」との違いや
点画の書き方に気をつけて，
『花』を書く。
○『花』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから筆使い
と点画の書き方に気をつける
漢字を探して書く｡

15～17

２　点画の筆使い
『花』

○横書きの書き方（行頭の
そろえ方，字間，行間）を
理解して，配列に気をつけ
て書くことができる。

○他教科の学習の中で，配
列に気をつけて書こうとす
る意欲をもつことができ
る。

５月

６月

2 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

アウ Ｂ：筆順と字形との関係について理解
している。
筆順と字形に気をつけて書いている。

Ｂ：筆順と字形との関係について考え
ている。

Ｂ：筆順と字形に気をつけて書こうと
している。
ほかの文字や硬筆でも，筆順と字形に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：筆順と字形との関係についてよく
理解し，字形の整え方を把握してい
る。
正しい筆順で，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：筆順と字形との関係について，よ
く考えている。

Ａ：筆順と字形に気をつけて，字形を
整えて書こうとしている。
常に筆順と字形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，筆順と字形の関係を確かめら
れるようにする。
画の長さと外形について，具体的に説
明できるようにする。

支援：分解文字などを使って，筆順と
字形が確かめられるようにする。

支援：字源を説明することで，筆順と
字形に対する関心を高められるように
する。
学習した以外の文字や硬筆でも，筆順
と字形に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

ア Ｂ：筆順の原則について理解してい
る。
筆順と字形に気をつけて書いている。

Ｂ：筆順の原則について考えている。 Ｂ：筆順と字形に気をつけて，硬筆で
書こうとしている。
ほかの書写場面でも，筆順の原則に
従って，字形を整えて書こうとする意
識をもっている。

Ａ：筆順の原則についてよく理解し，
字形の整え方を把握している。
正しい筆順で，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：筆順の原則についてよく考えてい
る。
なぜ筆順どおりに書くことが大切なの
か，考えている。

Ａ：筆順と字形に気をつけて，字形を
整えて硬筆で書こうとしている。
常に筆順の原則に従って，字形を整え
て書こうとする意識をもっている。

支援：いろいろな文字の例にあてはめ
て考えることによって，筆順と字形の
関係を確かめられるようにする。
字形が整っていない文字について，筆
順を確かめられるようにする。

支援：教科書の図版などを使って，筆
順の原則が確かめられるようにする。

支援：文字の中のどの部分に筆順の原
則が使われているか説明することで，
筆順に対する関心を高める。
書写の授業以外でも，筆順と字形に気
をつけて書くよう呼びかける。

アウ Ｂ：「結び」の筆使いについて理解し
ている。
「結び」の筆使いに気をつけて書いて
いる。

Ｂ：「結び」の筆使いについて考えて
いる。

Ｂ：「結び」の筆使いに気をつけて書
こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，「結び」の字
形に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：横の「結び」と縦の「結び」の筆
使いの違いや字形について，よく理解
している。
「結び」の筆使いに気をつけて，字形
を整えて書いている。

Ａ：「結び」の筆使いの良しあしを考
えている。

Ａ：「結び」の筆使いに気をつけて，
字形を整えて書こうとしている。
常に縦・横の「結び」の字形の違いに
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

支援：拡大文字などを使って，筆使い
や形が視覚的に確かめられるようにす
る。
教科書の図版を参照しながら縦の結び
と横の結びの違いについて説明し，理
解できるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道が確かめられるようにす
る。

支援：拡大文字などを使って，「結
び」の筆使いや形に気をつけるよう呼
びかける。
学習した以外の文字でも，「結び」の
形の違いに気をつけて書くよう呼びか
ける。

２ 24・25

○硬筆と毛筆で『はす』を試
書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○「結び」の筆使いや字形，
穂先の動きを確認し，練習す
る。
○『はす』をまとめ書きす
る。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末の「ひらがな表」など
から，字形に気をつける文字
を探して書く｡

○筆順の大きなきまりと，そ
の他のきまりを確かめて，教
科書の教材文字を書く。
○試書の筆順を話し合う。
○正しい筆順と筆順の原則を
理解する。
○筆順に気をつけて，教科書
にある教材文字を書く。
○筆順を誤りやすい『兆』
『機』『飛』『成』を書く。
○筆順と字形に気をつけてま
とめ書きをする。

３　筆順と字形
『左右』

○筆順の原則を理解するこ
とができる。

○筆順に気をつけて，硬筆
で字形を整えて書くことが
できる。

○筆順と字形の関係を理解
することができる。

○筆順に気をつけて，字形
を整えて書くことができ
る。

○筆順と字形を確かめて，
硬筆で字形を整えて書くこ
とができる。

４ ひらがなの筆使
い
『はす』

３～４ <こう筆の学習>
筆順と字形

22・23

20・21

○『左右』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○正しい筆順と点画の長さの
違いを確認し，『左右』を書
く。
○『左右』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから筆順と
字形に気をつける漢字を探し
て書く｡

○「結び」の筆使いを理解
することができる。

○「結び」の筆使いや形の
違いに気をつけて書くこと
ができる。

○「結び」の形の違いを確
かめて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

６・
７月

3 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

1 26・27

【レッツ・トライ】
ノート
―理科のノート

アイ Ｂ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方についてわかっている。
学習内容が理解しやすいように工夫し
てノートをまとめている。

Ｂ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方について考えている。

Ｂ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習に生かしていく意欲をもってい
る。
書写以外の学習場面でも，わかりやす
い書き表し方を工夫して書こうとして
いる。

Ａ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方について，よく理解してい
る。
学習内容が理解しやすいように，よく
工夫してノートをまとめている。

Ａ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方について，よく考えている。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習に生かし，積極的に書こうとす
る意欲をもっている。
常にわかりやすい書き表し方を工夫し
て書こうとしている。

支援：箇条書きで書く際の行頭のあけ
方や余白のとり方など，具体的な視点
をあげて呼びかける。
自分の普段のノートを見直してみて，
わかりにい点はないか確かめるように
する。

支援：どのように書いたら内容が理解
しやすいか，具体的な書き方について
例示するようにする。

支援：書写で学習した内容を，他教科
で生かしていく学習であることを伝え
る。
書写以外の学習でも，わかりやすい書
き表し方を工夫して書くよう呼びかけ
る。

1 28・29

アイ Ｂ：文字の大きさや行の中心の揃え方
について理解している。
はがきの形式に従って，文字の大きさ
に気をつけて書いている。

Ｂ：はがきの形式に従って丁寧に書く
方法について考えている。

Ｂ：はがきの形式を理解し，丁寧に書
こうとしている。

Ａ：文字の大きさや行の中心の揃え方
について，よく理解している。
はがきの形式に従って，文字の大きさ
と行の中心に気をつけて書いている。

Ａ：はがきの書式に従って，文字の大
きさや行の中心を整えて書く方法につ
いて考えている。

Ａ：はがきの形式を理解し，相手意識
をもって丁寧に書こうとしている。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
はがきの書式について確かめられるよ
うにする。
はがきに対して文字が大きすぎたり小
さすぎたりしにように，教科書を見な
がら確かめられるようにする。

支援：相手の名前を上の位置に書くこ
とや，はがきの中央に大きく書くの
は，相手を敬う気持ちが表れているこ
とを説明する。

支援：実際のはがきの例を提示するこ
とで関心を高めるようにする。

アウ Ｂ：「へん」と「つくり」の幅の違い
と点画の形の変化について理解してい
る。
「へん」と「つくり」の組み立て方に
気をつけて書いている。

Ｂ：「へん」と「つくり」の組み立て
方について考えている。

Ｂ：「へん」と「つくり」の組み立て
方に気をつけて書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，文字の組み立
て方に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：「へん」と「つくり」の幅の違い
と点画の形の変化についてよく理解
し，字形を把握している。
「へん」と「つくり」の組み立て方に
気をつけて，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：「へん」と「つくり」の組み立て
方の良しあしを考えている。

Ａ：「へん」と「つくり」の組み立て
方に気をつけて，字形を整えて書こう
としている。
常に文字の組み立て方に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，点画のゆずり合いを比べてみ
ることができるようにする。
点画のゆずり合いが確認できるように
する。

支援：拡大文字などを使って，文字の
組み立て方が確かめられるようにす
る。

支援：「へん」と「つくり」の組み立
て方に気をつけるよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，文字の組み
立て方に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

○『林』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○「へん」と「つくり」の組
み立て方について確認し，練
習する。
○『林』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから左右の
組み立て方に気をつける漢字
を探して書く｡

30・31

５ 文字の組み立て
方（左右）
『林』

２

【レッツ・トライ】
はがき
―けい老の日のはが
き

○「へん」と「つくり」の
幅の違いと点画の形の変化
を理解することができる。

○「へん」と「つくり」の
組み立て方に気をつけて，
字形を整えて書くことがで
きる。

○「へん」の幅と点画の形
を確かめて，硬筆で字形を
整えて書くことができる。

○学級内でまとめ方がわかり
やすいノートの例を数点用意
して，工夫されている点を話
し合う。
〇話し合った内容を発表し，
学級で共有する。
〇学習したことを生かして，
次時のノートをとる。

○学習内容が理解しやすい
ノートのまとめ方を理解す
ることができる。

〇書写で学習した内容を，
他教科での学習に生かして
いく意識をもち，工夫して
書こうとすることができ
る。

○はがきを書く時の手順を教
科書で確認する。
○はがきの形式を理解する。
○教科書を見て文字の大きさ
や行の中心はどうなっている
か話し合う。
○都道府県の書き方を知り，
練習する。
○はがきの裏面の書き方を知
る。
○メモをもとにはがきを書い
てみる。
○学習したことができている
か自己評価する。

〇はがきの形式を理解し，
相手意識をもって丁寧に書
くことができる。

○文字の大きさや行の中心
に気をつけて書くことがで
きる。

６・
７月

９月

4 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

２ 32・33

アウ Ｂ：上の部分と下の部分の高さの違い
と点画の形の変化について理解してい
る。
上下の組み立て方に気をつけて書いて
いる。

Ｂ：上下の組み立て方について考えて
いる。

Ｂ：「へん」と「つくり」の組み立て
方に気をつけて書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，文字の組み立
て方に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：上の部分と下の部分の高さの違い
と点画の形の変化についてよく理解
し，字形を把握している。
上下の組み立て方に気をつけて，字形
を整えて書いている。

Ａ：上下の組み立て方の良しあしを考
えている。

Ａ：「へん」と「つくり」の組み立て
方に気をつけて，字形を整えて書こう
としている。
常に文字の組み立て方に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，点画のゆずり合いを比べてみ
ることができるようにする。

支援：拡大文字などを使って，文字の
組み立て方が確かめられるようにす
る。

支援：学習した以外の文字でも，文字
の組み立て方に気をつけて書くよう呼
びかける。

アウ Ｂ：左右・上下の組み立て方（幅や高
さのとり方）を理解している。
左右・上下の組み立て方に気をつけて
書いている。

Ｂ：自分のめあてに適した教材を選択
している。
幅や高さ，形がどう変わっているか，
考えている。

Ｂ：自分のめあてを設定し，めあてに
合わせた教材を選択しようとしてい
る。
ほかの文字や硬筆でも，自分の課題を
もち，組み立て方に気をつけて書こう
としている。

Ａ：左右・上下の組み立て方（幅や高
さのとり方）を理解し，字形を把握し
ている。
左右・上下の組み立て方に気をつけ
て，字形を整えて書いている。

Ａ：自分のめあてに適した教材を，適
切に選択している。
幅や高さ，形がどう変わっているか，
よく考えている。

Ａ：自分のめあてを設定し，めあてに
合わせた教材を選択し，意欲をもって
書こうとしている。
常に自分の課題をもち，組み立て方に
気をつけて書こうとしている。

支援：点画のゆずり合いや，自分の課
題が視覚的に確かめられるようにす
る。
点画のゆずり合いが確認できるように
する。

支援：それぞれの教材文字は，幅や高
さ，形がどう変わるのか，同じ課題の
友達と考えることができるようにす
る。

支援：自分の課題はどのようなところ
にあるか，前時を振り返り確かめられ
るようにする。
学習した以外の文字でも，組み立て方
に気をつけて，主体的に書くよう呼び
かける。

38

<こう筆の学習>
文字の組み立て方

ア Ｂ：左右の幅の違い，上下の高さの違
いと点画の変化について理解してい
る。
左右・上下の組み立て方と点画の変化
に気をつけて書いている。

Ｂ：左右の幅，上下の高さ，点画の変
化について考えている。

Ｂ：左右・上下の組み立て方のある漢
字を書く活動に取り組もうとしてる。
ほかの文字でも左右・上下の組み立て
方と点画の変化に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

Ａ：左右・上下の組み立て方と点画の
変化についてよく理解し，字形を把握
している。
左右・上下の組み立て方と点画の変化
に気をつけて，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：左右・上下の組み立て方，点画の
変化の良しあしを考えている。

Ａ：左右・上下の組み立て方のある漢
字を書く活動に，意欲をもって取り組
もうとしてる。
常に左右・上下の組み立て方と点画の
変化に気をつけて書こうとする意欲を
もっている。

○左右・上下の組み立て方
と点画の変化について理解
することができる。

○左右・上下の組み立て方
と点画の変化に気をつけ
て，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○左右・上下の組み立て方
で構成される漢字の，点画
の変化を見つける活動につ
いて，意欲的に取り組むこ
とができる。

５～６

〇上の部分の形の変化を理
解することができる。

○上下の組み立て方に気を
つけて，字形を整えて書く
ことができる。

○上下の組み立て方を確か
めて，硬筆で字形を整えて
書くことができる。

６ 文字の組み立て
方（上下）
『笛』

○自分のめあてを設定し，
めあてに合わせた教材を選
択し，意欲をもって書くこ
とができる。

○左右・上下の組み立て方
（幅や高さのとり方）を理
解して，字形を整えて書く
ことができる。

○左右・上下の組み立て方
を確かめて，硬筆で字形を
整えて書くことができる。
る。

34～37

７　文字の組み立て
方（選たく）
①左右の組み立て方
『土地』
②上下の組み立て方
『岩山』

○『笛』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○「へん」と「つくり」の組
み立て方について確認し，練
習する。
○『笛』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから左右の
組み立て方に気をつける漢字
を探して書く｡

○『土地』か『岩山』を硬筆
や毛筆で試書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○幅や高さ，形の変化につい
て確認し，課題別に練習す
る。
○自分の選んだ教材文字をま
とめ書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。

○『説』『湖』『電』を，組
み立て方に気をつけながら試
書する。
○それぞれの組み立て方がど
のようになっているか考え，
教科書を見て基準を確認す
る。
○基準に気をつけて練習す
る。
○文字の組み立て方に気をつ
けて，まとめ書きをする。
○巻末漢字表から，左右・上
下の組み立て方で構成されて
いる漢字を探す。

10月

10・
11月

5 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

支援：拡大文字や分解文字などを使っ
て，組み立て方と点画の変化が視覚的
に理解できるようにする。
左右の幅や上下の高さと点画の変化に
ついて意識できるようにする。

支援：毛筆文字などを使って，組み立
て方や幅，点画の変化が確かめられる
ようにする。

支援：漢字合わせクイズを行ったり，
部首のもとの字について調べたりする
ことで，関心を高めるようにする。
学習した以外の文字でも，組み立て方
と点画の変化に気をつけて書くよう呼
びかける。

アイ Ｂ：文字の大きさと配列について理解
している。文字の大きさと配列に気を
つけて書いている。

Ｂ：文字の大きさと配列について考え
ている。

Ｂ：文字の大きさと配列に気をつけて
書こうとしている。
書写以外の学習場面でも，文字の大き
さや配列に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

Ａ：文字の大きさと配列についてよく
理解し，字形を把握している。
文字の大きさと配列に気をつけて，字
形を整えて書いている。

Ａ：文字の大きさと配列について，よ
く考えている。

Ａ：文字の大きさと配列に気をつけ
て，字形を整えて書こうとしている。
常に文字の大きさや配列に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

支援：文字の外形を囲むことで，文字
の大きさが視覚的に確かめられるよう
にする。
中心線などの補助線を引いて，配列を
確かめられるようにする。

支援：試書と教材文字とを比較して，
自分の課題がわかるようにする。

支援：文字の大きさと配列に着目する
よう呼びかける。
書写以外の学習でも，文字の大きさや
配列に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アイウ Ｂ：書きぞめの姿勢や持ち方，筆使い
について理解している。
これまで学習した筆使いや文字の大き
さに気をつけて書いている。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方につ
いて考えている。

Ｂ：書きぞめに関心をもち，書こうと
している。
ほかの学習の書写場面でも，よい姿勢
や持ち方で，字形を整えて書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：書きぞめの姿勢や持ち方，筆使い
について，よく理解している。
これまで学習した筆使いや文字の大き
さに気をつけて，字形を整えて書いて
いる。

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方の良
しあしを考えている。

Ａ：書きぞめに関心をもち，積極的に
書こうとしている。
常によい姿勢や持ち方で，字形を整え
て書こうとする意識をもっている。

支援：今まで学習した筆使いについ
て，点画の名称を確認しながら理解で
きるようにする。
書きぞめ用紙を縦半分に折り，中心を
意識できるようにする。
外形を考えることで，文字の大きさに
ついて確かめられるようにする。

支援：姿勢図や筆の持ち方の図版など
を使って，確かめられるようにする。

支援：書きぞめの由来を説明し，書き
ぞめについて関心が高まるようにす
る。
書写以外の学習でも，姿勢や持ち方，
筆使いに気をつけて書くよう呼びかけ
る。

【レッツ・トライ】
文化
―短歌

39１

50・
51，53
～56

３～４

○文字の大きさと配列につ
いて理解することができ
る。

○文字の大きさや行の中心
に気をつけて，配列を整え
て書くことができる。

書きぞめ
『元気』
『美しい空』

○『元気』（または『美しい
空』）を試書する。
○書きぞめの姿勢を知る。
○試書と教材文字を比べ，基
準を理解する。
○基本点画に気をつけて練習
する。
○試書とまとめ書きを比べ，
自己評価する。

○左右・上下の組み立て方
と点画の変化について理解
することができる。

○左右・上下の組み立て方
と点画の変化に気をつけ
て，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

○左右・上下の組み立て方
で構成される漢字の，点画
の変化を見つける活動につ
いて，意欲的に取り組むこ
とができる。

○教科書の短歌・俳句を鉛筆
で書く。
○縦書きで配列を整えて書く
ための基準を理解する。
○練習用紙を選択し，文字の
大きさと行の中心に気をつけ
て練習する。
○試書と比べて評価する。
○ほかの俳句や短歌でも，配
列を整えて書くと読みやすい
ことを知る。

○『説』『湖』『電』を，組
み立て方に気をつけながら試
書する。
○それぞれの組み立て方がど
のようになっているか考え，
教科書を見て基準を確認す
る。
○基準に気をつけて練習す
る。
○文字の組み立て方に気をつ
けて，まとめ書きをする。
○巻末漢字表から，左右・上
下の組み立て方で構成されて
いる漢字を探す。

○床の上や立って書くとき
の姿勢，筆の持ち方に気を
つけて，これまでの学習を
生かして書くことを理解す
ることができる。

○文字の大きさや中心に気
をつけて，字形を整えて書
くことができる。

10・
11月

12月

12・
１月

6 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

アイ Ｂ：さまざまなかるたについて調べよ
うとしている。

Ａ：さまざまなかるたについて，積極
的に調べようとしている。

支援：学校にあるさまざまなかるたを
例示することで，関心を高めるように
する。

アイ Ｂ：読みやすい文字の大きさや配列を
理解している。
文字の大きさや配列に気をつけて防災
かるたを書いている。

Ｂ：読みやすい文字の大きさや配列に
ついて考えている。

Ｂ：文字の大きさと配列に気をつけて
書こうとしている。
書写以外の学習場面でも，文字の大き
さや配列に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

Ａ：読みやすい文字の大きさや配列に
ついて，よく理解している。
文字の大きさや配列を整えて，防災か
るたを書いている。

Ａ：読みやすい文字の大きさや配列に
ついて，よく考えている。

Ａ：文字の大きさと配列に気をつけ
て，字形を整えて書こうとしている。
常に文字の大きさや配列に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

支援：行が曲がってしまう場合は鉛筆
で薄く中心線を書いたり，文字を書く
位置に丸で印をつけたりするよう呼び
かける。

支援：平仮名は漢字よりやや小さく書
くこと，頭文字は大きく書くことなど
を，具体的に説明する。

支援：文字の大きさと配列に着目する
よう呼びかける。
書写以外の学習でも，文字の大きさや
配列に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アイウ Ｂ：これまで学習した字形の整え方に
ついて理解している。
これまで学習したことを生かして，字
形の整え方に気をつけて書いている。

Ｂ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選んでいる。

Ｂ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選んで書こうとし
ている。
硬筆の学習でも，字形に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

Ａ：これまで学習した字形の整え方に
ついて，よく理解している。
これまで学習したことを生かして，字
形を整えて書いている。

Ａ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを適切に選んでい
る。

Ａ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選び，積極的に書
こうとしている。
常に字形に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

支援：１年間の学習内容や成果が確か
められるようにする。
字形の整え方の要点や筆使いなどを具
体的に示すようにする。

支援：教材文字と比べて批正すること
で，自分のめあてが見つけられるよう
に支援する。

支援：１年間の学習事項や筆使いなど
が確かめられるようにする。
書写の授業以外でも，字形に気をつけ
て書くよう呼びかける。

41

42～45

○これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを
選んで，意欲をもって書く
ことができる。

○自分の選んだめあてに気
をつけて書くことができ
る。

○学習したことを生かし
て，硬筆で書いて確かめる
ことができる。

○本時の目標を知る。
○ワークシートに防災かるた
の文章を考えて記入する。
○教科書を見ながら，読みや
すい文字の大きさや配列を考
えて下書きをする。
○自分のめあてを把握し，課
題解決に向けて練習する。
○かるたの用紙に書き，防災
かるたを完成させる。
○自己評価シートを記入し，
自己評価する。

○『平和』を硬筆や毛筆で試
書する。
○これまで学習したことの中
から自分のめあてを選ぶ。
○左右の組み立て方や，「左
はらい」の方向の違いを理解
する。
○自分のめあてに向かって練
習する。
○『平和』を硬筆や毛筆でま
とめ書きし，試書と比べて達
成度を話し合う。
○自分のめあてが達成できな
かった場合は，既習事項を振
り返る。（毛筆）

○縦罫線の用紙に『ごんぎつ
ね』の一部を試書する。
○中心に線を引いて自己批正
する。
○文字の大きさや配列に気を
つけて，まとめ書きをする。
（硬筆）

４～５

１

〇これまで学習した内容を
生かして，ぼうさいかるた
の文字を書くことができ
る。

〇用紙全体に対する文字の
大きさや配列を考えて書く
ことができる。

８ 学習のまとめ
『平和』

【レッツ・トライ】
かるた
―ぼうさいかるたを
作る

適時 40

【知りたい 文字の
世界】
さまざまなかるた

○さまざまなかるたについ
て知り，文字に対する興
味・関心を高めることがで
きる。

○自分が住む地域のかるた
や，さまざまなかるたについ
て調べる。
○かるたの特徴など，気がつ
いたことを話し合う。
○話し合ったことを発表す
る。

１月

２・
３月

7 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

アイ Ｂ：手紙の書き方について理解してい
る。

Ａ：手紙の書き方について，よく理解
している。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
手紙の書式について確かめられるよう
にする。
封筒に対して文字が大きすぎたり小さ
すぎたりしにように，教科書を見なが
ら確かめられるようにする。

アイ Ｂ：読みやすく書くための基準につい
て理解している。
文字の大きさや配列に注意したり，筆
記用具を工夫したりしている。

Ｂ：読みやすく書くための基準を意識
して，新聞を見直している。

Ｂ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも生かしていく意
欲をもっている。
ほかの学習場面でも，読みやすく書く
ために工夫していこうとする意識を
もっている。

Ａ：読みやすく書くための基準につい
て，よく理解している。
文字の大きさや配列に注意したり，筆
記用具を工夫したりして，読みやすく
書き表している。

Ａ：読みやすく書くための基準を意識
して，新聞を見直したり工夫したりし
ている。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも進んで生かして
いく意欲をもっている。
常に読みやすく書くために工夫してい
こうとする意識をもっている。

支援：配列は整っているか，筆記用具
は効果的に使われているかなど，具体
的な投げかけをする。
鉛筆で下書きをすることで，文字の大
きさや配列のめやすになるようにす
る。

支援：読みやすく書くための基準につ
いて確かめられるようにする。

支援：読みやすい掲示物の例などを具
体的に例示する。
書写の授業以外でも，相手の読みやす
さを考えて書くよう呼びかける。

アイ Ｂ：メモの取り方について理解してい
る。

Ａ：メモの取り方について，よく理解
している。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
メモの取り方について確かめられるよ
うにする。

【知っておこう】
メモ
―ダム見学での聞き
取りメモ

適時

52

46

【知っておこう】
手紙
―学習発表会の案内
の手紙

47～49

【書いて 伝え合お
う】
新聞
―学級新聞を作ろう

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

○教科書の例を見て，読みや
すい紙面構成の工夫を話し合
い，記事の位置と大きさを決
める。
○今まで学習したことを振り
返り，文字の大きさや配列に
ついて想起する。
○記事の下書きをする。
○筆記用具の効果について話
し合い，適切な筆記用具を選
択する。
○新聞を作成する。

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

○教科書を見て，メモを取る
ときの書き方について確かめ
る。

〇手紙の形式を理解し，文
字の大きさや行の中心に気
をつけて書くことができ
る。

○教科書を見て，手紙の書き
方と封筒の書き方について確
かめる。

２・
３月

8 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

学習活動
評　価　規　準指導

月

Ｂ：同じ点画をもつ漢字，同じ組み立
て方をもつ漢字など，漢字の仲間分け
について理解している。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字の仲間分けをし
ている。

Ｂ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について考えている。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字の仲間分けにつ
いて考えている。

Ｂ：巻末漢字表を使った漢字の仲間分
けの活動や，漢字の成り立ちについ
て，関心を高めている。
書写以外の学習でも，筆順や字形に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

支援：これまで学習した基本，点画な
どの内容を振り返り，確かめられるよ
うにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か，具体的に説明する。

支援：教科書紙面を使って，正しい筆
順や字形の整え方などが確かめられる
ようにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か，具体的に説明する。

支援：巻末漢字表の使い方について確
かめられるようにする。
書写の授業以外でも，気をつけるよう
意識づける。

アイウ Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や字形につ
いて理解している。

Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめている。
常に平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめようとする意識をもっている。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や字形につ
いて，よく理解している。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や字形を，
積極的に確かめている。
常に平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめて，丁寧に書こうとする意識を
もっている。

支援：ふだん，字形を整えにくい文字
に関して，教科書を見ながら確認でき
るようにする。

支援：まちがえやすい筆順について，
重点的に確かめられるように呼びかけ
る。
書写の授業以外でも，常に気をつける
よう意識づける。

アイ

57～60

Ａ：同じ点画をもつ漢字，同じ組み立
て方をもつ漢字など，漢字の仲間分け
について，よく理解している。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字を正しく仲間分
けしている。

【漢字表】
四年生で学習する漢
字
三年生で学習した漢
字

○３年生で学習した字形の
整え方，筆順などを確かめ
ることができる。

○４年生で学習した字形の
整え方，筆順などを確かめ
ることができる。

○巻末漢字表を活用した漢
字の仲間分けの活動を行っ
たり，筆順をまちがえやす
い漢字について確かめたり
することができる。

○筆順のきまりを確認する。
○筆順に気をつける漢字を正
しい筆順で書く。
○文字の組み立て方の観点か
ら，巻末漢字表の文字を分類
し，印を書き込む。
○友達と見せ合い，正しく書
けたか相互評価する。

【ひらがな表】
【かたかな表】
【筆記用具の特ちょ
う】

Ａ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について，よく考えている。
同じ点画をもつ漢字，同じ組み立て方
をもつ漢字など，漢字の仲間分けにつ
いて判断している。

Ａ：巻末漢字表を使った漢字の仲間分
けの活動や，漢字の成り立ちについて
関心を高め，進んで取り組もうとして
いる。
常に筆順や字形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

61

○平仮名，片仮名の筆順や
字形を確かめることができ
る。

○「ひらがな表」「かたかな
表」を見て，平仮名と片仮名
の筆順や字形を確認する。
○字形がうまくとれない文字
について，重点的に練習す
る。

２・
３月

9 



江戸川区立江戸川小学校　令和8年４月

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

Ｂ：読みやすく書く方法について話し
合っている。

Ｂ：さまざまな場面における書き方の
工夫について考えている。

Ｂ：さまざまな場面における書き方の
工夫について知り，興味・関心を高め
ている。

Ａ：文字の大きさや適切な筆記用具の
工夫など，具体的な要点をあげながら
話し合っている。

Ａ：場面に応じた書き方の工夫につい
て，よく考えている。

Ａ：さまざまな場面における書き方の
工夫について理解し，興味・関心を高
めている。
常に相手意識をもって，読みやすさな
どに気をつけて書こうとする意識を
もっている。

支援：文字の大きさや配列，筆記用具
の工夫などについて，実際の掲示物を
参照しながら理解できるようにする。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
具体的な場面をあげて考えるようにす
る。

支援：これまでに書いたものの「読み
やすさ」がどうだったか問いかけるこ
とで，ふだんの生活でも読みやすさに
ついて意識するよう呼びかける。

Ｂ：１年間のめあてや学習内容につい
て知っている。

Ｂ：１年間の学習内容を知り，書写学
習に対する意欲をもっている。

Ａ：１年間のめあてや学習内容につい
て理解している。

Ａ：１年間の学習内容を知り，進んで
書写学習に取り組む意欲をもってい
る。

支援：前学年で学習した内容をふまえ
ながら説明する。

支援：教科書紙面を参照しながら，１
年間の学習内容と，学習したことを書
写以外の学習にも生かしていくことに
ついて説明する。

アイウ Ｂ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方を理解している。
用具の扱い方や姿勢，筆の持ち方が身
についている。
これまでに学習した「筆圧」や「点画
の種類」について理解している。

Ｂ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方の良しあしを考えてい
る。
筆の穂の柔らかさや筆圧について考え
ている。

Ｂ：用具の扱い方やよい姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方を確かめようとして
いる。
ほかの書写場面でも，よい姿勢やよい
持ち方で，筆の穂の柔らかさや筆圧，
「点画の種類」を意識して書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：用具の扱い方や，よい姿勢，筆の
持ち方で書くことを，よく理解してい
る。
用具の扱い方や，姿勢，筆の持ち方
が，よく身についている。
これまでに学習した「筆圧」や「点画
の種類」について，よく理解してい
る。

Ａ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方の良しあしを判断でき
る。
筆の穂の柔らかさや筆圧について，よ
く考えている。

Ａ：用具の扱い方やよい姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方を積極的に確かめよ
うとしている。
常によい姿勢やよい持ち方で，筆の穂
の柔らかさや筆圧，「点画の種類」を
意識して書こうとする意識をもってい
る。

アウ

五年生で学習するこ
と

目次

〇１年間の学習内容や学習
の進め方について確認し,
書写学習に対する意欲をも
つことができる。

表紙裏
①・１

○姿勢図を見て，用具の置き
方，正しい姿勢，用具の持ち
方を確かめる。
○教科書の紙面を参照しなが
ら，「点画の種類」と筆圧の
かけ方について理解する。
○ワークシートを活用して，
「点画の種類」を書く。
○自分の課題を見つけて練習
する。
○自分の課題とした「点画の
種類」をまとめ書きする。
○後片づけの仕方を確かめ
る。

○教科書を参照して，学習の
めあてを知る。
○１年間の学習内容を知る。

〇さまざまな場面における
書き方の工夫について知
り，興味・関心を高めるこ
とができる。

場面に合わせた書き
方のくふう

○用具の並べ方や扱い方に
ついて確かめることができ
る。

○よい姿勢や筆の持ち方に
ついて確かめることができ
る。

○常によい姿勢やよい持ち
方を意識して書くことがで
きる。

２・３

１　はじめの学習
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用
具のあつかい方

４～８

○「いろいろな書き方のくふ
う」を読み，場面に応じた書
き方について考える。
○文字の大きさや筆記用具の
工夫など，観点を出しながら
話し合う。

２

令和8年度版「小学　書写　五年」年間指導計画・評価計画(案)　　「支援」は，「Ｂ」に至らない児童に対する支援・援助の方法例。

時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい
学習指導
要領の
内容

アウ

評　価　規　準指導
月

４月

1 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

支援：よい姿勢やよい筆の持ち方で書
くことの大切さについて理解を促す。
用具の扱い方やよい姿勢，筆の持ち方
のポイントを具体的に説明する。
教科書紙面を参照しながら，「点画の
種類」と筆圧のかけ方について理解を
促す。

支援：どこを正すと姿勢，筆の持ち方
がよくなるかを，基準に照らして説明
する。
筆の状態を確認し，運筆がしやすい状
態に整えるようにする。
教科書紙面を参照しながら，筆圧を三
段階でとらえて，力の入れ方と太さを
確かめられるようにする。

支援：用具の配置図や姿勢図，持ち方
の写真と比べて，自分でチェックでき
るようにする。
書写の授業以外でも気をつけるように
呼びかける。

アイウ Ｂ：中と外の部分の組み立て方につい
て理解している。
中と外の部分の組み立て方に気をつけ
て書いている。

Ｂ：中と外の部分の組み立て方につい
て考えている。

Ｂ：中と外の部分の組み立て方に気を
つけて書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，文字の組み立
て方に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：中と外の部分の組み立て方につい
てよく理解し，字形を把握している。
中と外の部分の組み立て方に気をつけ
て，字形を整えて書いている。

Ａ：中と外の部分の組み立て方の良し
あしを考えている。

Ａ：中と外の部分の組み立て方に気を
つけて，字形を整えて書こうとしてい
る。
常に文字の組み立て方に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，中と外の部分の組み立て方を
比べてみることができるようにする。

支援：拡大文字などを使って，文字の
組み立て方が確かめられるようにす
る。

支援：中と外の部分の組み立て方に気
をつけるよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，文字の組み
立て方に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：手書き文字と活字の特徴がわか
る。

Ｂ：手書き文字と活字の違いについて
話し合い，考えている。

Ｂ：手書き文字と活字の違いに気づ
き，文字に関する関心を高めている。
手書き文字と活字の特徴について，積
極的に調べようという意識をもってい
る。

Ａ：手書き文字と活字の特徴につい
て，よく理解している。

Ａ：手書き文字と活字の違いについて
話し合い，よく考えている。

Ａ：手書き文字と活字の違いに気づ
き，積極的に調べようとしている。
手書き文字と活字の特徴について意識
し，使い分けようという意識をもって
いる。

支援：教科書紙面を使いながら説明を
することで理解を促す。

支援：教科書の例，または用意してお
いた拡大文字例などを使い，手書き文
字と活字の違いに気づくようにする。

支援：身のまわりにある手書き文字と
活字の例を提示して，目的に応じた使
い方に気づくようはたらきかける。

アイウ Ｂ：「にょう」と中の部分の組み立て
方について理解している。
「にょう」の中の部分の組み立て方に
気をつけて書いている。
「にょう」の筆使いに気をつけて書い
ている。

Ｂ：「にょう」と中の部分の組み立て
方について考えている。

Ｂ：「にょう」と中の部分の組み立て
方に気をつけて書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，文字の組み立
て方に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

２　文字の組み立て
方（中と外）
『草原』

○姿勢図を見て，用具の置き
方，正しい姿勢，用具の持ち
方を確かめる。
○教科書の紙面を参照しなが
ら，「点画の種類」と筆圧の
かけ方について理解する。
○ワークシートを活用して，
「点画の種類」を書く。
○自分の課題を見つけて練習
する。
○自分の課題とした「点画の
種類」をまとめ書きする。
○後片づけの仕方を確かめ
る。

○用具の並べ方や扱い方に
ついて確かめることができ
る。

○よい姿勢や筆の持ち方に
ついて確かめることができ
る。

○常によい姿勢やよい持ち
方を意識して書くことがで
きる。

３

１　はじめの学習
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用
具のあつかい方

○活字の印刷物を持ち寄る。
○手書き文字と活字の字形に
ついて，点画の形や接し方な
どを比較する。
○手書き文字と活字は，それ
ぞれどのような目的や場に適
しているのか話し合う。
○話し合った結果を発表す
る。

４～８

適時

９・10

12・13

11

２～３

○『草原』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○教材文字の中の部分の外形
を写し取り，動かしてみるこ
とで，字形の整え方を確認す
る。
○『草原』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから中と外
の組み立て方でできているほ
かの漢字を探して書く。

２

○『道』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○「にょう」と中の部分の組
み立て方を理解し，練習す
る。
○「にょう」の筆使いを理解
する。
○『道』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから中と外
の組み立て方でできているほ
かの文字を探して書く。

３　文字の組み立て
方
（中と外）と、穂先
の動き
『道』

○中と外の部分の組み立て
方を理解することができ
る。

○中と外の部分の組み立て
方に気をつけて，字形を整
えて書くことができる。

○中と外の部分の組み立て
方を確かめて，硬筆で字形
を整えて書くことができ
る。

○「にょう」と中の部分の
組み立て方を理解すること
ができる。

○「にょう」の筆使い（穂
先の動きと筆圧）に気をつ
けて，字形を整えて書くこ
とができる。

○中と外の部分の組み立て
方を確かめて，硬筆で字形
を整えて書くことができ
る。

【知りたい　文字の
世界】
「活字」について知
ろう

〇活字と手書き文字の違い
に気づき，文字に対する興
味・関心を高めることがで
きる。

〇日常生活の中で見られる
活字と手書き文字につい
て，話し合うことができ
る。

４月

５月

６月

2 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

Ａ：「にょう」と中の部分の組み立て
方についてよく理解し，字形を把握し
ている。
「にょう」の中の部分の組み立て方に
気をつけて，字形を整えて書いてい
る。
「にょう」の筆使いに気をつけて，字
形を整えて書いている。

Ａ：「にょう」と中の部分の組み立て
方の良しあしを考えている。

Ａ：「にょう」と中の部分の組み立て
方に気をつけて，字形を整えて書こう
としている。
常に文字の組み立て方に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，中と外の部分の組み立て方を
比べてみることができるようにする。
「にょう」の筆圧のかけ方が確認でき
るようにする。

支援：拡大文字などを使って，文字の
組み立て方が確かめられるようにす
る。

支援：「にょう」と中の部分の組み立
て方に気をつけるよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，文字の組み
立て方に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：中と外の部分の組み立て方につい
て理解している。
中と外の部分の組み立て方に気をつけ
て書いている。

Ｂ：中と外の部分の組み立て方につい
て考えている。

Ｂ：中と外の部分の組み立て方に気を
つけて，硬筆で書こうとしている。
ほかの文字でも，文字の組み立て方に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：中と外の部分の組み立て方につい
てよく理解し，字形を把握している。
中と外の部分の組み立て方に気をつけ
て，字形を整えて書いている。

Ａ：中と外の部分の組み立て方の良し
あしを考えている。

Ａ：中と外の部分の組み立て方に気を
つけて，字形を整えて硬筆で書こうと
してる。
常に文字の組み立て方に気をつけて書
こうとする意欲をもっている。

支援：拡大文字や分解文字などを使っ
て，組み立て方が視覚的に理解できる
ようにする。
構成要素である部首について意識でき
るようにする。

支援：教科書の図版を参照し，組み立
て方の順序について確かめられるよう
にする。

支援：中と外の部分から構成されるさ
まざまな文字ついて調べることで，関
心を高めるようにする。
学習した以外の文字でも，組み立て方
に気をつけて書くよう呼びかける。

アウ Ｂ：文字の大きさ，文字の中心を行の
中心に揃えて書く方法について理解し
ている。
文字の大きさと配列に気をつけて書い
ている。

Ｂ：文字の大きさや，文字の中心を行
の中心に揃えて書く方法について考え
ている。

Ｂ：文字の大きさと配列に気をつけて
書く意欲をもっている。
書写以外の学習でも，文字の大きさや
配列に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：文字の大きさ，文字の中心を行の
中心に揃えて書く方法について，よく
理解している。
文字の大きさに気をつけて，配列を整
えて書いている。

Ａ：文字の大きさや，文字の中心を行
の中心に揃えて書く方法について，よ
く考えている。

Ａ：文字の大きさと配列に気をつけて
書く意欲をもち，積極的に取り組んで
いる。
常に文字の大きさや配列に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

支援：補助線を引くことで，文字の位
置が視覚的に確かめられるようにす
る。
中心線などの補助線を引いて，配列を
確かめられるようにする。

支援：試書と教材文字とを比較して，
自分の課題がわかるようにする。

支援：教科書を見ることで，今まで学
習した配列のポイントについて確かめ
るようにする。
書写の授業以外でも，文字の大きさや
配列に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

○中と外との組み立て方でで
きた教科書の教材文字を書
く。
○教科書の組み立て方の図を
見ながら基準を理解する。
○筆順と字形の関わりについ
ても確認する。
○中と外の組み立て方に気を
つけて練習用紙に練習する。
○目標と基準を確認しながら
まとめ書きをする。

３

12・13

14

<硬筆の学習>
文字の組み立て方
（中と外）

15

○中と外の部分の組み立て
方を理解することができ
る。

○中と外の部分の組み立て
方に気をつけて，硬筆で字
形を整えて書くことができ
る。

【レッツ・トライ】
文化
―『竹取物語』を書
く

○『道』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○「にょう」と中の部分の組
み立て方を理解し，練習す
る。
○「にょう」の筆使いを理解
する。
○『道』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから中と外
の組み立て方でできているほ
かの文字を探して書く。

１

３　文字の組み立て
方
（中と外）と、穂先
の動き
『道』

○「にょう」と中の部分の
組み立て方を理解すること
ができる。

○「にょう」の筆使い（穂
先の動きと筆圧）に気をつ
けて，字形を整えて書くこ
とができる。

○中と外の部分の組み立て
方を確かめて，硬筆で字形
を整えて書くことができ
る。

○文字の大きさと行の中心
に気をつけて書くことがで
きる。

○教科書教材の『竹取物語』
を試書する。
○縦書きで配列を整えて書く
ための基準を理解する。
○行の中心に線を引いたり，
文字の外形を囲んだりして，
基準をつかみやすくする。
○練習用紙を選択して練習す
る。
○試書とまとめ書きを比べて
評価する。

６月

3 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

アイウ Ｂ：筆順と字形との関係について理解
している。
「横画」と「左はらい」の筆順と点画
の接し方に気をつけて書いている。

Ｂ：筆順と字形との関係について考え
ている。

Ｂ：筆順と字形に気をつけて書こうと
している。
ほかの文字や硬筆でも，筆順と字形に
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：筆順と字形との関係についてよく
理解し，字形の整え方を把握してい
る。
「横画」と「左はらい」の筆順と点画
の接し方に気をつけて，字形を整えて
書いている。

Ａ：筆順と字形との関係について，よ
く考えている。

Ａ：筆順と字形に気をつけて，字形を
整えて書こうとしている。
常に筆順と字形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，筆順と字形との関係を確かめ
られるようにする。
筆順と接し方について，具体的に説明
できるようにする。

支援：分解文字などを使って，筆順と
字形との関係を確かめられるようにす
る。

支援：点画どうしの接し方について説
明することで，筆順と字形に対する関
心を高める。
学習した以外の文字や硬筆でも，筆順
と字形に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：筆順の原則について理解してい
る。
筆順と字形に気をつけて書いている。

Ｂ：筆順の原則について考えている。 Ｂ：筆順と字形に気をつけて，硬筆で
書こうとしている。
ほかの書写場面でも，筆順の原則に
従って，字形を整えて書こうとする意
識をもっている。

Ａ：筆順の原則についてよく理解し，
字形の整え方を把握している。
正しい筆順で，字形を整えて書いてい
る。

Ａ：筆順の原則についてよく考えてい
る。
なぜ筆順どおりに書くことが大切なの
か，考えている。

Ａ：筆順と字形に気をつけて，字形を
整えて硬筆で書こうとしている。
常に筆順の原則に従って，字形を整え
て書こうとする意識をもっている。

支援：いろいろな文字の例にあてはめ
て考えることによって，筆順と字形の
関係を確かめられるようにする。
字形が整っていない文字について，筆
順を確かめられるようにする。

支援：教科書の図版などを使って，筆
順の原則が確かめられるようにする。

支援：文字の中のどの部分に筆順の原
則が使われているか説明することで，
筆順に対する関心を高める。
書写の授業以外でも，筆順と字形に気
をつけて書くよう呼びかける。

アウ Ｂ：メモの取り方について理解してい
る。
目的に応じた書き方について理解して
いる。
メモの取り方を知り，立ったり座った
りしてメモを取っている。

Ｂ：さまざまな場面に適した書き方に
ついて考え，話し合っている。

Ｂ：メモの取り方を知り，他教科での
学習活動や日常生活に生かしていこう
とする意欲をもっている。
書写以外の学習場面でも，目的に応じ
た書き方で書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：メモの取り方について，よく理解
している。
目的に応じた書き方について，よく理
解している。
メモの取り方を理解して，立ったり
座ったりしてメモを取っている。

Ａ：さまざまな場面に適した書き方に
ついてよく考え，話し合っている。

Ａ：メモの取り方を知り，他教科での
学習活動や日常生活に進んで生かして
いこうとする意欲をもっている。
常に目的に応じた書き方で書こうとす
る意識をもっている。

16・17

○教科書の上段で例示されて
いる漢字を書き，筆順につい
て近くの席の人と確かめ合
う。
○正しい筆順と，筆順の原則
を理解する。
○筆順に気をつけて，教科書
の教材文字を書く。
○筆順を誤りやすい『慣』
『快』『初』『複』『集』
『確』を書く。
○筆順と字形に気をつけてま
とめ書きをする。

○目的に合わせた書く速さに
ついて話し合う。
○速く書く場合の書き方とし
て，メモの取り方について知
る。
○座った姿勢や立った姿勢
で，ノートに速く書く。
○わかったことや感想を書
く。

２～３

19～21

18

<硬筆の学習>
筆順と字形

1

○『成長』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○筆順と字形の関わりを確認
し，練習する。
○『成長』を硬筆や毛筆でま
とめ書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから筆順と
点画の接し方に気をつけるほ
かの文字を探して書く。

○筆順の原則を理解するこ
とができる。

○筆順に気をつけて，硬筆
で字形を整えて書くことが
できる。

４　筆順と字形
『成長』

○筆順と字形（点画の接し
方など）との関係を理解す
ることができる。

○「横画」と「左はらい」
の筆順と点画の接し方に気
をつけて，字形を整えて書
くことができる。

○筆順と点画の接し方を確
かめて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

【レッツ・トライ】
メモ
―工場見学のメモ

○さまざまな場面に適した
書き方について，話し合う
ことができる。

○メモの取り方を知り，他
教科での学習活動や日常生
活に生かす意欲をもつこと
ができる。

７月

９月

4 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

支援：教科書の紙面を参照しながら，
書き方のポイントについて確認する。
書きにくい場合は，筆圧や姿勢につい
て確かめられるようにする。

支援：具体的な場面を例にあげて，目
的に応じた書き方について投げかける
ようにする。

支援：書写で学習した内容を，他教科
で生かしていく学習であることを伝え
る。
書写の授業以外でも，目的に応じた書
き方で書くよう呼びかける。

アイウ Ｂ：漢字どうしの形や大きさの違いに
ついて理解している。
漢字どうしのつり合いに気をつけて書
いている。

Ｂ：漢字どうしの形や大きさの違いに
ついて考えている。

Ｂ：漢字どうしのつり合いに気をつけ
て書こうとしている。
書写以外の学習場面でも，漢字どうし
のつり合いに気をつけて書こうとする
意識をもっている。

Ａ：漢字どうしの形や大きさの違いに
ついてよく理解し，字形を把握してい
る。
漢字どうしのつり合いに気をつけて，
字形を整えてよく書いている。

Ａ：漢字どうしの形や大きさの違いに
ついて，よく考えている。

Ａ：漢字どうしのつり合いに気をつけ
て，字形を整えてよく書こうとしてい
る。
常に漢字どうしのつり合いに気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：文字の外形を囲むことで，文字
の大きさが視覚的に確かめられるよう
にする。
外形が書いてある練習用紙を使うこと
で，文字の大きさが確かめられるよう
にする。

支援：試書と教材文字とを比較して，
自分の課題がわかるようにする。

支援：漢字どうしの大きさに着目する
よう呼びかける。
書写の授業以外でも，漢字どうしのつ
り合いに気をつけて書くよう呼びかけ
る。

Ｂ：漢字と仮名のつり合いについて理
解している。
漢字と仮名のつり合いに気をつけて書
いている。

Ｂ：文字の形や大きさの違いについて
考えている。

Ｂ：漢字と仮名のつり合いに気をつけ
て書こうとしている。
書写以外の学習場面でも，漢字どうし
のつり合いに気をつけて書こうとする
意識をもっている。

Ａ：，漢字と仮名のつり合いについて
よく理解し，字形を把握している。
漢字と仮名のつり合いに気をつけて，
配列よく書いている。

Ａ：文字の形や大きさの違いについ
て，よく考えている。

Ａ：漢字と仮名のつり合いに気をつけ
て，字配りよく書こうとしている。
常に漢字どうしのつり合いに気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：文字の外形を囲むことで，文字
の大きさが視覚的に確かめられるよう
にする。
外形が書いてある練習用紙を使うこと
で，文字の大きさが確かめられるよう
にする。

支援：それぞれの教材文字は，大きさ
や形がどう変わるのか，同じ課題の友
達と考えることができるようにする。

支援：自分の課題はどのようなところ
にあるか，前時を振り返り確かめられ
るようにする。

アウ Ｂ：平仮名の字源について理解してい
る。

Ｂ：ほかの平仮名についても，字源に
ついて関心をもち調べている。

Ａ：平仮名の字源について，よく理解
している。

Ａ：ほかの平仮名についても，字源に
ついて関心をもち，積極的に調べてい
る。

支援：漢字をくずした文字を実際に書
いてみることで，字形の変化を感じら
れるようにする。

支援：ほかの平仮名の字源や片仮名の
字源を紹介することで，関心を高める
ようにする。

○硬筆と毛筆で『白雲』を試
書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○漢字どうしの大きさや形の
違いについて理解し，練習す
る。
○『白雲』をまとめ書きす
る。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○毛筆の効果を生かして硬筆
で『白雲』を書く。

26

22・23

○目的に合わせた書く速さに
ついて話し合う。
○速く書く場合の書き方とし
て，メモの取り方について知
る。
○座った姿勢や立った姿勢
で，ノートに速く書く。
○わかったことや感想を書
く。

適時

２

２～３

19～211

○漢字どうしの形や大きさ
の違いを理解することがで
きる。

○漢字どうしのつり合いに
気をつけて書くことができ
る。

○漢字どうしの大きさを確
かめて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

○『登る』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○漢字と仮名の形や大きさの
違いについて確認し，練習す
る。
○『登る』を硬筆や毛筆でを
まとめ書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などを見なが
ら，漢字と仮名を組み合わせ
た言葉を作って書く。

【レッツ・トライ】
メモ
―工場見学のメモ

○さまざまな場面に適した
書き方について，話し合う
ことができる。

○メモの取り方を知り，他
教科での学習活動や日常生
活に生かす意欲をもつこと
ができる。

アイウ６　文字の大きさ
（漢字と平仮名）
『登る』

24・25

○教科書で例示された漢字を
見て，どんな平仮名ができる
か話し合う。
○平仮名の字源を調べる。
○平仮名の字源についてグ
ループで紹介し合い，発表す
る。

○漢字と仮名の形や大きさ
の違いを理解することがで
きる。

○漢字と仮名のつり合いに
気をつけて書くことができ
る。

○漢字と仮名の大きさを確
かめて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

【知りたい　文字の
世界】
平仮名のもとになる
漢字

５ 文字の大きさ
（漢字どうし）
『白雲』

○平仮名のもとになる漢字
を知り，文字に対する興
味・関心を高めることがで
きる。

９月

９・
10月

5 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

アイウ Ｂ：穂先の動きと，線と線のつながり
について理解している。
穂先の動きとつながりに気をつけて書
いている。

Ｂ：穂先の動きと，線と線のつながり
について考えている。

Ｂ：穂先の動きと，線と線のつながり
について関心をもっている。
ほかの文字や硬筆でも，次の線へのつ
ながりに気をつけて書こうとする意識
をもっている。

Ａ：穂先の動きと，線と線のつながり
について，よく理解している。
穂先の動きと，線と線とのつながり
に，よく気をつけて書いている。

Ａ：穂先の動きと，線と線のつながり
について，よく考えている。

Ａ：穂先の動きと，線と線のつながり
について関心をもち，積極的に書こう
としている。
常に次の線へのつながりに気をつけて
書こうとする意識をもっている。

支援：書いている様子を友だちと見合
いながら，次につながる穂先の動きに
ついて確かめられるようにする。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道が確かめられるようにす
る。

支援：次の線へつながる穂先の動きに
ついて，教科書の図版を使いながら説
明する。
学習した以外の文字でも，次の線への
つながりに気をつけて書くよう呼びか
ける。

アウ Ｂ：読みやすく書くための基準につい
て理解している。
文字の大きさ，行の中心，余白，行頭
の位置に気をつけて書いてる。

Ｂ：読みやすく書くための基準を確認
し，自分のめあてを設定している。

Ｂ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも生かしていく意
欲をもっている。

Ａ：読みやすく書くための基準につい
て，よく理解している。
文字の大きさ，行の中心，余白，行頭
の位置に気をつけて，配列よく書いて
る。

Ａ：読みやすく書くための基準を確認
し，自分のめあてを設定し，解決方法
を選択している。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも積極的に生かし
ていく意識をもっている。

支援：配列は整っているか，筆記用具
は効果的に使われているかなど，具体
的な投げかけをする。
鉛筆で下書きをすることで，文字の大
きさや配列のめやすになるようにす
る。

支援：読みやすく書くための基準につ
いて確かめられるようにする。

支援：読みやすい掲示物の例などを具
体的に例示する。
書写の授業以外でも，相手の読みやす
さや効果を考えて書くよう呼びかけ
る。

アイウ Ｂ：用紙に対する文字の大きさと配列
について理解している。
用紙に対する文字の大きさと配列に気
をつけて書いている。

Ｂ：用紙に対する文字の適切な大きさ
と配列について考えている。

Ｂ：ほかの文字や硬筆でも，用紙全体
に対する文字の大きさや配列に気をつ
けて書こうとする意識をもっている。

Ａ：用紙に対する文字の大きさと配列
について，よく理解している。
用紙に対する適切な文字の大きさで，
文字の中心を行の中心に揃えて書いて
いる。

Ａ：用紙に対する適切な文字の大きさ
と配列について，よく考えている。

Ａ：常に用紙全体に対する文字の大き
さや配列に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

支援：用紙には，鉛筆で薄く中心線を
入れたり，文字の大きさの目安となる
印をつけたりしてもよいことを助言す
る。

支援：用紙に対する文字数を考えて文
字の大きさを決めるよう助言する。

支援：実際のはがきの例を提示するこ
とで，文字の大きさや配列に気をつけ
て書くことへの意欲を高められるよう
にする。

２ 30～33

○用紙全体に対する文字の
大きさや余白のとり方に気
をつけて，配列を整えて書
くことができる。

○読み手にわかりやすく効
果的に伝えるための，筆記
用具の工夫について理解す
ることができる。

○書写で学習した内容を，
学校生活に生かしていく意
欲をもち，丁寧に書くこと
ができる。

【レッツ・トライ】
ポスター
―委員会のポスター

27～29

○『あこがれ』を硬筆や毛筆
で試書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○平仮名の特徴や字源につい
て確認する。
○穂先の動きと，線と線のつ
ながりに気をつけて練習す
る。
○『あこがれ』を硬筆や毛筆
でまとめ書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○毛筆の効果を生かして硬筆
で『あこがれ』『ふれあい』
を書く。

２

３

○教科書の「考えよう」の年
賀状の例を見比べて話し合
う。
○基準を確認する。
○実際に出す相手を想定し
て，年賀状の裏面を書く練習
をする。
○横書きの年賀状の書き方
や，年賀状の書き方のルール
を知る。
○基準を確認し，まとめ書き
をする。
○自己評価・相互評価をす
る。
○「賀正」以外の年賀状の賀
詞について知る。

８　用紙に対する文
字の大きさと配列
年賀状

７　穂先の動きと、
線のつながり
『あこがれ』

○用紙全体に対する文字の
大きさに気をつけて，行の
中心をそろえて書くことが
できる。

〇学習したことを生かし
て，年賀状を書くことがで
きる。

○必要事項を入れて，簡単な
掲示物を書いてみる。
○教材例を見ながら基準を理
解する。
○用紙を選び，レイアウトを
考える。
○書く目的に応じた筆記用具
を選択する。
○自分のイメージを広げて練
習する。
○配置の補助線を引くなど工
夫して，実際の掲示物をまと
め書きする。
○掲示物を見せ合い，考えを
深める。

○穂先の動きと線のつなが
りについて理解することが
できる。

○用紙全体に対する文字の
大きさに気をつけて，行の
中心をそろえて書くことが
できる。

○線のつながりを確かめ
て，硬筆で字形を整えて書
くことができる。

34・35

10・
11月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

アイウ Ｂ：書きぞめの姿勢や持ち方，文字の
大きさや組み立て方，文字の中心につ
いて理解している。
これまで学習した文字の大きさや組み
立て方，文字の中心に気をつけて書い
ている。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方につ
いて考えている。

Ｂ：書きぞめに関心をもち，書こうと
している。
ほかの学習の書写場面でも，よい姿勢
や持ち方，文字の大きさや組み立て
方，文字の中心に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

Ａ：書きぞめの姿勢や持ち方，文字の
大きさや組み立て方，文字の中心につ
いて，よく理解している。
これまで学習した文字の大きさや組み
立て方，文字の中心に気をつけて，配
列よく書いている。

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方の良
しあしを考えている。

Ａ：書きぞめに関心をもち，積極的に
書こうとしている。
常に姿勢や持ち方，文字の大きさや組
み立て方，文字の中心に気をつけて，
配列よく書こうとする意識をもってい
る。

支援：今まで学習した内容について，
教科書を確認しながら理解できるよう
にする。
書きぞめ用紙を縦半分に折り，中心を
意識できるようにする。
外形を考えることで，文字の大きさに
ついて確かめられるようにする。

支援：姿勢図や筆の持ち方の図版など
を使って，確かめられるようにする。

支援：書きぞめの由来を説明し，書き
ぞめについて関心が高まるようにす
る。
書写の授業以外の書写場面でも，姿勢
や持ち方，文字の大きさや組み立て
方，文字の中心に気をつけて書くよう
呼びかける。

Ｂ：相手に伝わりやすい効果的な書き
方について理解している。
文字の大きさや配列に注意したり，筆
記用具を工夫したりしている。

Ｂ：読みやすく書くための基準を意識
して，はがきを見直している。

Ｂ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも生かしていく意
欲をもっている。
ほかの学習場面でも，読みやすく書く
ために工夫していこうとする意識を
もっている。

Ａ：読みやすく書くための基準につい
て，よく理解している。
文字の大きさや配列に注意したり，筆
記用具を工夫したりして，読みやすく
書き表している。

Ａ：読みやすく書くための基準を意識
して，はがきを見直したり工夫したり
している。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも進んで生かして
いく意欲をもっている。
常に読みやすく書くために工夫してい
こうとする意識をもっている。

支援：配列は整っているか，筆記用具
は効果的に使われているかなど，具体
的な投げかけをする。
鉛筆で下書きをすることで，文字の大
きさや配列のめやすになるようにす
る。

支援：読みやすく書くための基準につ
いて確かめられるようにする。

支援：読みやすい掲示物の例などを具
体的に例示する。
書写の授業以外でも，相手の読みやす
さを考えて書くよう呼びかける。

12・
１月

アイウ

適時

４～５

36・37

【書いて　伝え合お
う】
はがき
―年賀状、絵はがき
を書こう

書きぞめ
『初春』
『世界の国』

○教科書の例を見て，はがき
を書く際の筆記用具や紙面構
成の工夫を話し合う。
○今まで学習したことを振り
返り，文字の大きさや配列に
ついて想起する。
○はがきの下書きをする。
○文字の大きさや位置，効果
的な筆記用具の選択を考え
て，はがきを書く。
○自己評価，相互評価をす
る。

○床の上や立って書くとき
の姿勢，筆の持ち方に気を
つけて，これまでの学習を
生かして書くことを理解す
ることができる。

○文字の大きさや組み立て
方に気をつけて，字形を整
えて書くことができる。

○文字の中心に気をつけて
書くことができる。

○『初春』（または『世界の
国』）を試書する。
○書きぞめの姿勢を知る。
○試書と教材文字を比べ，基
準を理解する。
○基本点画に気をつけて練習
する。
○試書とまとめ書きを比べ，
自己評価する。

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

44～48

7 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

アイウ Ｂ：これまで学習した文字の大きさや
字形の整え方について理解している。
これまで学習したことを生かして，漢
字と平仮名の大きさに気をつけて書い
ている。

Ｂ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選んでいる。

Ｂ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選んで書こうとし
ている。
硬筆の学習でも，漢字と平仮名の大き
さに気をつけて，配列よく書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：これまで学習した文字の大きさや
字形の整え方について，よく理解して
いる。
これまで学習したことを生かして，漢
字と平仮名の大きさに気をつけて，配
列よく書いている。

Ａ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを適切に選んでい
る。

Ａ：これまで学習したことを生かし
て，自分のめあてを選び，積極的に書
こうとしている。
常に漢字と平仮名の大きさに気をつけ
て，配列よく書こうとする意識をもっ
ている。

支援：１年間の学習内容や成果が確か
められるようにする。
配列よく書くための要点について具体
的に示すようにする。

支援：『考える子』を試書すること
で，自分のめあてが見つけられるよう
に支援する。

支援：１年間の学習内容や筆使いなど
が確かめられるようにする。
書写の授業以外でも，文字の大きさや
配列に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：手紙の書き方について理解してい
る。

Ａ：手紙の書き方について，よく理解
している。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
手紙の書式について確かめられるよう
にする。
封筒に対して文字が大きすぎたり小さ
すぎたりしにように，教科書を見なが
ら確かめられるようにする。

２・
３月

４～５

適時

○『考える子』を硬筆や毛筆
で試書する。
○これまで学習したことの中
から自分のめあてを選ぶ。
○漢字と平仮名の大きさや配
列について理解する。
○自分のめあてに向かって練
習する。
○『考える子』を硬筆や毛筆
でまとめ書きし，試書と比べ
て達成度を話し合う。
○自分のめあてが達成できな
かった場合は，既習事項を振
り返る。（毛筆）

○縦罫線の用紙に『雪わた
り』の一部を試書する。
○中心に線を引いて自己批正
する。
○文字の大きさや配列に気を
つけて，まとめ書きをする。
（硬筆）

38～41

○教科書を見て，手紙の書き
方と封筒の書き方について確
かめる。

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

９　学習のまとめ
『考える子』

42・43

【知っておこう】
手紙
―工場見学のお礼の
手紙

○これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを
選んで，意欲をもって書く
ことができる。

○自分の選んだめあてに気
をつけて書くことができ
る。

○学習したことを生かし
て，硬筆で書いて確かめる
ことができる。

8 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
時数 頁 教材名 学習活動学習指導のねらい

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準指導
月

アウ Ｂ：同じ組み立て方の構成をもつ漢字
を探すなど，漢字の仲間分けについて
理解している。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字の仲間分けをしている。

Ｂ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について考えている。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字の仲間分けについて考て
いる。

Ｂ：漢字表を使った，漢字の仲間分け
の活動や，漢字の成り立ちについて，
関心を高めている。
ほかの学習場面でも，筆順や字形に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

支援：今まで学習した文字の組み立て
方などの内容を振り返り，確かめられ
るようにする。
辞典などを使って，漢字の部分につい
て調べるようにする。

支援：教科書紙面を使って，正しい筆
順や字形の整え方などが確かめられる
ようにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か，具体的に説明する。

支援：漢字表の使い方について確かめ
らるようにする。
書写の授業以外でも，気をつけるよう
意識づける。

アイ Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や字形につ
いて理解している。

Ｂ：平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめている。
常に平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめようとする意識をもっている。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や字形につ
いて，よく理解している。

Ａ：平仮名，片仮名の筆順や字形を，
積極的に確かめている。
常に平仮名，片仮名の筆順や字形を確
かめて，丁寧に書こうとする意識を
もっている。

支援：ふだん，字形を整えにくい文字
に関して，教科書を見ながら確認でき
るようにする。

支援：まちがえやすい筆順について，
重点的に確かめられるように呼びかけ
る。
書写の授業以外でも，常に気をつける
よう意識づける。

２・
３月

適時

【漢字表】
五年生で学習する漢
字
四年生で学習した漢
字

Ａ：漢字表を使った，漢字の仲間分け
の活動や，漢字の成り立ちについて関
心を高め，積極的に取り組もうとして
いる。
常に筆順や字形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

○４年生で学習した字形の
整え方などを確かめること
ができる。

○５年生で学習した筆使い
や筆順，組み立て方などを
確かめることができる。

○漢字表を活用した，漢字
の仲間分けの活動を行った
り，筆順をまちがえやすい
漢字について確かめたりす
ることができる。

Ａ：同じ組み立て方の構成をもつ漢字
を探すなど，漢字の仲間分けについ
て，よく理解している。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字を正しく仲間分けしてい
る。

53

49～52

○「ひらがな表」「かたかな
表」を見て，平仮名と片仮名
の筆順や字形を確認する。
○字形がうまくとれない文字
について，重点的に練習す
る。

○平仮名の字形や筆順を確
かめることができる。

【平仮名表】
【すみ・すずり・紙
の作り方】

Ａ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について，よく考えている。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字の仲間分けについて判断
している。

○筆順のきまりを確認する。
○筆順に気をつける漢字を正
しい筆順で書く。
○文字の組み立て方の観点か
ら，漢字表の文字を分類し，
印を書きこむ。
○友達と見せ合い，正しく書
けたか相互評価する。

9 



江戸川区立江戸川小学校　令和8年４月

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

アウ Ｂ：日本の文字の歴史について知って
いる。

Ｂ：文字が日本に伝わって現代に至る
までの流れについて考えている。

Ｂ：日本の文字の歴史について関心を
もち，調べていこうという意識をもっ
ている。

Ａ：日本の文字の歴史について理解し
ている。

Ａ：文字が日本に伝わって現代に至る
までの流れについて，よく考えてい
る。

Ａ：日本の文字の歴史について関心を
もち，積極的に調べていこうという意
識をもっている。

支援：これから社会科で学習する内容
と関連づけて説明するようにする。
話し合いの観点として，文字の歴史に
関することで知っていることがある
か，問いかけるようにする。

支援：教科書紙面を見ながら，全体の
流れについて確かめられるようにす
る。

支援：教科書の図版について，見たこ
とのあるものはあるか問いかける。
他教科との関連を知らせることで，関
心がもてるようにはたらきかける。

アウ Ｂ：１年間のめあてや学習内容につい
て知っている。

Ｂ：１年間の学習内容を知り，書写学
習に対する意欲をもっている。

Ａ：１年間のめあてや学習内容につい
て理解している。

Ａ：１年間の学習内容を知り，進んで
書写学習に取り組む意欲をもってい
る。

支援：前学年で学習した内容をふまえ
ながら説明する。

支援：教科書紙面を参照しながら，１
年間の学習内容と，学習したことを書
写以外の学習にも生かしていくことに
ついて説明する。

アイウ Ｂ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方を理解している。
用具の扱い方や姿勢，筆の持ち方が身
についている。
これまでに学習した「筆圧」や「点画
の種類」について理解している。

Ｂ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方の良しあしを考えてい
る。
筆の穂の柔らかさや筆圧について考え
ている。

Ｂ：用具の扱い方やよい姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方を確かめようとして
いる。
ほかの書写場面でも，よい姿勢やよい
持ち方で，筆の穂の柔らかさや筆圧，
「点画の種類」を意識して書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：用具の扱い方や，よい姿勢，筆の
持ち方で書くことを，よく理解してい
る。
用具の扱い方や，姿勢，筆の持ち方
が，よく身についている。
これまでに学習した「筆圧」や「点画
の種類」について，よく理解してい
る。

Ａ：用具の扱い方や姿勢，筆の持ち
方，筆の扱い方の良しあしを判断でき
る。
筆の穂の柔らかさや筆圧について，よ
く考えている。

Ａ：用具の扱い方やよい姿勢，筆の持
ち方，筆の扱い方を積極的に確かめよ
うとしている。
常によい姿勢やよい持ち方で，筆の穂
の柔らかさや筆圧，「点画の種類」を
意識して書こうとする意識をもってい
る。

○姿勢図を見て，用具の置き
方，正しい姿勢，用具の持ち
方を確かめる。
○教科書の紙面を参照しなが
ら，「点画の種類」と筆圧の
かけ方について理解する。
○ワークシートを活用して，
「点画の種類」を書く。
○自分の課題を見つけて練習
する。
○自分の課題とした「点画の
種類」をまとめ書きする。
○後片づけの仕方を確かめ
る。

○日本の文字の歴史につい
て知り，興味・関心を高め
ることができる。

○「文字の旅」を読み，知っ
ていることや興味をもったこ
とを話し合い，日本の文字の
歴史を知る。

○用具の並べ方や扱い方に
ついて確かめることができ
る。

○よい姿勢や筆の持ち方に
ついて確かめることができ
る。

○常によい姿勢やよい持ち
方を意識して書くことがで
きる。

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準

２

文字の旅

表紙裏
①・１

４～８

１　はじめの学習
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用
具のあつかい方

時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

〇１年間の学習内容や学習
の進め方について確認し，
書写学習に対する意欲をも
つことができる。

○教科書を参照して，学習の
めあてを知る。
○１年間の学習内容を知る。

２・３

令和8年度版「小学　書写　六年」年間指導計画・評価計画（案）　　 「支援」は，「Ｂ」に至らない児童に対する支援・援助の方法例。

指導
月

４月

六年生で学習するこ
と

目次

1 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

支援：よい姿勢やよい筆の持ち方で書
くことの大切さについて理解を促す。
用具の扱い方やよい姿勢，筆の持ち方
のポイントを具体的に説明する。
教科書紙面を参照しながら，「点画の
種類」と筆圧のかけ方について理解を
促す。

支援：どこを正すと姿勢，筆の持ち方
がよくなるかを，基準に照らして説明
する。
筆の状態を確認し，運筆がしやすい状
態に整えるようにする。
教科書紙面を参照しながら，筆圧を三
段階でとらえて，力の入れ方と太さを
確かめられるようにする。

支援：用具の配置図や姿勢図，持ち方
の写真と比べて，自分でチェックでき
るようにする。
書写の授業以外でも気をつけるように
呼びかける。

アイウ Ｂ：用紙に対する文字の大きさと配列
について理解している。
用紙に対する文字の大きさと配列に気
をつけて書いている。

Ｂ：用紙に対する文字の適切な大きさ
と配列について考えている。

Ｂ：ほかの文字や硬筆でも，用紙全体
に対する文字の大きさや配列に気をつ
けて書こうとする意識をもっている。

Ａ：用紙に対する文字の大きさと配列
について，よく理解している。
用紙に対する適切な文字の大きさで，
文字の中心を行の中心に揃えて書いて
いる。

Ａ：用紙に対する適切な文字の大きさ
と配列について，よく考えている。

Ａ：常に用紙全体に対する文字の大き
さや配列に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

支援：練習用紙には，鉛筆で薄く中心
線を入れたり，文字の大きさの目安と
なる印をつけたりしてもよいことを助
言する。

支援：教科書の文字例から，つり合い
がとれていない文字の理由について問
いかける。

支援：漢字と仮名を組み合わせた文章
の例を提示することで，文字の大きさ
や配列に気をつけて書くことへの意欲
を高められるようにする。

アウ Ｂ：目的に応じた書き方について理解
している。
許容される書き方について知ってい
る。

Ｂ：さまざまな場面に適した書き方に
ついて，話し合っている。

Ｂ：メモの取り方を知り，他教科での
学習活動や日常生活に生かしていこう
とする意欲をもっている。
許容される書き方を知り，関心をもっ
ている。

Ａ：目的に応じた書き方について，よ
く理解している。
許容される書き方について理解してい
る。

Ａ：さまざまな場面に適した書き方に
ついて，積極的に話し合っている。

Ａ：メモの取り方を知り，他教科での
学習活動や日常生活に積極的に生かし
ていこうとする意欲をもっている。
許容される書き方について関心をも
ち，積極的に調べている。

支援：許容される書き方について，使
用すると便利な場面や，使用を控えた
方がよい場面について，確かめられる
ようにする。

支援：具体的な場面を例にあげて，目
的に応じた書き方について投げかける
ようにする。

支援：書写で学習した内容を，他教科
で生かしていく学習であることを伝え
る。
許容される書き方について，教科書を
参照しながら点画の変化した形を確か
められるようにする。

５・
６月

11

○姿勢図を見て，用具の置き
方，正しい姿勢，用具の持ち
方を確かめる。
○教科書の紙面を参照しなが
ら，「点画の種類」と筆圧の
かけ方について理解する。
○ワークシートを活用して，
「点画の種類」を書く。
○自分の課題を見つけて練習
する。
○自分の課題とした「点画の
種類」をまとめ書きする。
○後片づけの仕方を確かめ
る。

【レッツ・トライ】
メモ
―話し合いメモ

９・10

○文字の大きさと配列を理
解することができる。

○文字の大きさと配列に気
をつけて，字形を整えて書
くことができる。

○文字の大きさと配列を確
かめて，硬筆で字形を整え
て書くことができる。

○『歩む』を硬筆や毛筆で試
書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○漢字と仮名の形や大きさの
違いと配列の整え方について
確認し，練習する。
○『歩む』を硬筆や毛筆でを
まとめ書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などを見なが
ら，漢字と仮名を組み合わせ
た言葉を作って書く。

○目的にふさわしい書く速
さについて理解することが
できる。

○許容される書き方につい
て知り，関心をもつことが
できる。

○用具の並べ方や扱い方に
ついて確かめることができ
る。

○よい姿勢や筆の持ち方に
ついて確かめることができ
る。

○常によい姿勢やよい持ち
方を意識して書くことがで
きる。

２

２ 文字の大きさと
配列
『歩む』

４～８

１　はじめの学習
■学習の進め方
■点画の種類
■姿勢と持ち方、用
具のあつかい方

３～４
○書く場面について具体例を
あげて，目的に応じてどのよ
うな速さで書けばよいか話し
合う。
○限られた時間のなかでメモ
を取るときの工夫を話し合
う。
○許容される書き方について
知る。
○許容される書き方で，実際
に書いてみる。

４月

2 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

アイウ Ｂ：三つの部分の幅の違いと点画の形
の変化について理解している。
三つの部分の組み立て方に気をつけて
書いている。

Ｂ：三つの部分の組み立て方について
考えている。

Ｂ：三つの部分の組み立て方に気をつ
けて書こうとしている。
ほかの文字や硬筆でも，文字の組み立
て方に気をつけて書こうとする意識を
もっている。

Ａ：三つの部分の幅の違いと点画の形
の変化についてよく理解し，字形を把
握している。
三つの部分の組み立て方に気をつけ
て，字形を整えて書いている。

Ａ：三つの部分の組み立て方の良しあ
しを考えている。

Ａ：三つの部分の組み立て方に気をつ
けて，字形を整えて書こうとしてい
る。
常に文字の組み立て方に気をつけて書
こうとする意識をもっている。

支援：ほかの文字の例を見ることに
よって，点画のゆずり合いを比べてみ
ることができるようにする。
点画のゆずり合いが確認できるように
する。

支援：拡大文字などを使って，文字の
組み立て方が確かめられるようにす
る。

支援：三つの部分の組み立て方に気を
つけるよう呼びかける。
学習した以外の文字でも，文字の組み
立て方に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：左右，上下，中と外の組み立て方
について理解している。
左右，上下，中と外の組み立て方に気
をつけて書いている。

Ｂ：左右，上下，中と外の部分の組み
立て方について考えている。

Ｂ：左右，上下，中と外の組み立て方
に気をつけて，硬筆で書こうとしてい
る。

Ａ：左右，上下，中と外の組み立て方
についてよく理解し，字形を把握して
いる。
左右，上下，中と外の組み立て方に気
をつけて，字形を整えて書いている。

Ａ：左右，上下，中と外の組み立て方
の良しあしを考えている。

Ａ：左右，上下，中と外の組み立て方
に気をつけて，字形を整えて硬筆で書
こうとしてる。

支援：拡大文字や分解文字などを使っ
て，組み立て方が視覚的に理解できる
ようにする。

支援：教科書の図版を参照し，組み立
て方について確かめられるようにす
る。

支援：左右，上下，中と外から構成さ
れるさまざまな文字について調べるこ
とで，関心を高めるようにする。

６・
７月

14

12・13

３ 文字の組み立て
方（三つの部分）
『湖』

○『湖』を硬筆や毛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○三つの部分の組み立て方に
ついて確認し，練習する。
○『湖』を硬筆や毛筆でまと
め書きする。
○めあてに気をつけて書けた
ところを話し合う。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○巻末漢字表などから三つの
部分の組み立て方に気をつけ
る漢字を探して書く｡

３

<硬筆の学習>
文字の組み立て方
（左右、上下、中と
外）

○三つの部分の組み立て方
を理解することができる。

○三つの部分の組み立て方
に気をつけて，字形を整え
て書くことができる。

○三つの部分の組み立て方
を確かめて，硬筆で字形を
整えて書くことができる。

○左右，上下，中と外の組
み立て方について理解する
ことができる。

○左右，上下，中と外の組
み立て方に気をつけて，硬
筆で字形を整えて書くこと
ができる。

○左右，上下，中と外の組み
立て方でできた教科書の教材
文字を書く。
○教科書の組み立て方の図を
見ながら基準を理解する。
○筆順と字形の関わりについ
ても確認する。
○左右，上下，中と外の組み
立て方に気をつけて練習用紙
に練習する。
○目標と基準を確認しながら
まとめ書きをする。

3 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

アウ Ｂ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方についてわかっている。
学習内容が理解しやすいように工夫し
てノートをまとめている。

Ｂ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方について考えている。

Ｂ：書写以外の学習場面でも，わかり
やすい書き表し方を工夫して書こうと
している。

Ａ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方について，よく理解してい
る。
学習内容が理解しやすいように，よく
工夫してノートをまとめている。

Ａ：学習内容が理解しやすいノートの
まとめ方について，よく考えている。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習に生かし，積極的に書こうとす
る意欲をもっている。

支援：箇条書きで書く際の行頭のあけ
方や余白のとり方など，具体的な視点
をあげて呼びかける。
自分の普段のノートを見直してみて，
わかりにくい点はないか確かめるよう
にする。

支援：どのように書いたら内容が理解
しやすいか，具体的な書き方について
例示するようにする。

支援：書写で学習した内容を，他教科
で生かしていく学習であることを伝え
る。

アウ Ｂ：読みやすく書くための基準につい
て理解している。
文字の大きさ，行の中心，余白，行頭
の位置に気をつけて書いてる。

Ｂ：読みやすく書くための基準を確認
し，自分のめあてを設定している。

Ｂ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも生かしていく意
欲をもっている。

Ａ：読みやすく書くための基準につい
て，よく理解している。
文字の大きさ，行の中心，余白，行頭
の位置に気をつけて，配列よく書いて
る。

Ａ：読みやすく書くための基準を確認
し，自分のめあてを設定し，解決方法
を選択している。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも積極的に生かし
ていく意識をもっている。

支援：配列は整っているか，筆記用具
は効果的に使われているかなど，具体
的な投げかけをする。
鉛筆で下書きをすることで，文字の大
きさや配列のめやすになるようにす
る。

支援：読みやすく書くための基準につ
いて確かめられるようにする。

支援：読みやすい掲示物の例などを具
体的に例示する。
書写の授業以外でも，相手の読みやす
さや効果を考えて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：文字の成り立ちについて関心をも
ち調べている。

Ａ：文字の成り立ちについて関心をも
ち，積極的に調べている。

支援：ほかの平仮名の字源や片仮名の
字源を紹介することで，関心を高める
ようにする。

６・
７月

1 16・17

【レッツ・トライ】
リーフレット
―校外学習のリーフ
レット

○用紙全体に対する文字の
大きさや余白のとり方に気
をつけて，配列を整えて書
くことができる。

○読み手にわかりやすく効
果的に伝えるための，筆記
用具の工夫について理解す
ることができる。

○書写で学習した内容を，
学校生活に生かしていく意
欲をもち，丁寧に書くこと
ができる。

18

【知りたい　文字の
世界】
文字の成り立ち

〇身のまわりで見られる文
字を知り，興味・関心を高
めることができる。

〇平仮名のもとになる漢字
を知り，文字に対する興
味・関心を高めることがで
きる。

1

適時

15

○学級内でまとめ方がわかり
やすいノートの例を数点用意
して，工夫されている点を話
し合う。
〇話し合った内容を発表し，
学級で共有する。
〇学習したことを生かして，
次時のノートをとる。

【レッツ・トライ】
ノート
―国語のノート

○現代でも見られる昔に作ら
れた文字や，文字は何のため
にあるかについて考え，グ
ループで話し合う。
○昔に作られた文字について
調べる。
○調べたり話し合ったりした
結果を発表する。

○学習内容が理解しやすい
ノートのまとめ方を理解す
ることができる。

〇書写で学習した内容を，
他教科での学習に生かして
いく意欲をもち，工夫して
書くことができる。

○必要事項を入れて，リーフ
レットの下書きを書いてみ
る。
○教材例を見ながら基準を理
解する。
○折り方とレイアウトを考え
る。
○書く目的に応じた筆記用具
を選択する。
○相手に内容が伝わりやすい
表し方を考えて練習する。
○配置の補助線を引くなど工
夫して，実際のリーフレット
をまとめ書きする。
○リーフレットを見せ合い，
考えを深める。

4 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

アイウ Ｂ：点画のつながりについて理解して
いる。
配列のポイントについて理解してい
る。
点画のつながりに気をつけて書いてい
る。
用紙に対する文字の大きさに気をつけ
て，文字の中心を行の中心に揃えて書
いている。

Ｂ：点画のつながりについて考えてい
る。
用紙に対する文字の大きさと配列につ
いて考えている。

Ｂ：点画のつながりについて関心を
もっている。
配列に気をつけて書こうとしている。

Ａ：点画のつながりについて，よく理
解している。
配列のポイントについて，よく理解し
ている。
点画のつながりに，よく気をつけて書
いている。
用紙全体に対する文字の大きさに気を
つけて，文字の中心を行の中心を揃え
て配列よく書いている。

Ａ：点画のつながりについて，よく考
えている。
用紙全体に対する文字の大きさについ
て，よく考えている。

Ａ：点画のつながりや用紙に対する文
字の大きさや配列に気をつけて，積極
的に書こうとしている。
常に点画のつながりや用紙に対する文
字の大きさ，配列に気をつけて書こう
とする意識をもっている。

支援：書いている様子を友だちと見合
いながら，次につながる穂先の動きに
ついて確かめられるようにする。
中心線が書いてある練習用紙を使うこ
とで，配列が確かめられるようにす
る。

支援：朱墨や薄墨を使って，穂先の向
きや通り道が確かめられるようにす
る。

支援：次の線へつながる穂先の動きに
ついて，教科書の図版を使いながら説
明する。
学習した以外の文字でも，点画のつな
がりや配列に気をつけて書くよう呼び
かける。

アウ Ｂ：文字の大きさと配列について理解
している。
文字の大きさと配列に気をつけて書い
ている。

Ｂ：文字の大きさと配列について考え
ている。

Ｂ：伝統的言語文化の教材を書く意欲
をもっている。
文字の大きさと配列に気をつけて書こ
うとしている。
書写以外の学習場面でも，文字の大き
さや配列に気をつけて書こうとする意
識をもっている。

Ａ：文字の大きさと配列についてよく
理解し，字形を把握している。
行の中心と余白のとり方に気をつけ
て，配列を整えて書いている。

Ａ：文字の大きさと配列について，よ
く考えている。

Ａ：伝統的言語文化の教材を積極的に
書こうとしている。
文字の大きさと配列に気をつけて，積
極的に書こうとしている。
常に文字の大きさや配列に気をつけて
書こうとする意識をもっている。

支援：文字の外形を囲むことで，文字
の大きさを視覚的に確かめられるよう
にする。
中心線などの補助線を引いて，配列を
確かめられるようにする。

支援：試書と教材文字とを比較して，
自分の課題がわかるようにする。

支援：まだ学習していない漢字につい
ては，筆順と字形を確認するよう呼び
かける。
教科書の教材は，配列の整え方がどの
ようになっているか，確かめられるよ
うにする。

４ 文字の大きさと
配列、点画のつなが
り
『思いやり』

１ 22・23

３ 19～21

【レッツ・トライ】
文化
―『枕草子』を書く

○文字の大きさと配列，点
画のつながりについて理解
することができる。

○文字の大きさと配列，点
画のつながりに気をつけて
書くことができる。

○文字の大きさと配列，点
画のつながりを確かめて，
硬筆で字形を整えて書くこ
とができる。

○硬筆と毛筆で『思いやり』
を試書する。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○教科書を参考にしながら，
文字の大きさと配列，点画の
つながりについて確認し，練
習する。
○『思いやり』をまとめ書き
する。
○目標に沿って，自己評価を
する。
○学習の成果を生かして，硬
筆で『思いやり』『はずむ
心』を書く。

○文字の大きさと配列に気
をつけて書くことができ
る。

○縦罫線の用紙に『春はあけ
ぼの』を硬筆で試書する。
○縦書きで配列を整えて書く
ための基準を理解する。
○中心線が入ったものや，行
頭に破線が入った練習用紙な
どを選択して練習する。
○試書とまとめ書きを比べて
評価する。
○いろいろな筆記用具で，
『枕草子』の好きな部分を選
んで書く。

９月

10月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

アウ Ｂ：日常生活の中で見られるさまざま
な文字について知っている。

Ｂ：日常生活の中で見られるさまざま
な文字について話し合い，考えてい
る。

Ｂ：日常生活の中で見られるさまざま
な文字について，調べようとする意識
をもっている。

Ａ：日常生活の中で見られるさまざま
な文字について理解している。

Ａ：日常生活の中で見られるさまざま
な文字について積極的に話し合い，よ
く考えている。

Ａ：日常生活の中で見られるさまざま
な文字について，積極的に調べようと
する意識をもっている。

支援：教科書紙面を使いながら説明を
することで理解を促す。

支援：文字に関する発問を用意してお
くなど，話し合いの観点を示すように
する。

支援：教科書の例，または用意してお
いた文字資料を提示し，興味・関心を
高めるようにする。

アイウ Ｂ：配列のポイントについて理解して
いる。
点画のつながりについて理解してい
る。
用紙全体に対する文字の大きさに気を
つけて，行の中心をそろえて書いてい
る。
点画のつながりに気をつけて書いてい
る。

Ｂ：用紙全体に対する文字の大きさに
ついて考えている。
点画のつながりについて考えている。

Ｂ：配列や点画のつながりについて関
心をもっている。
ほかの文字や硬筆でも，用紙全体に対
する文字の大きさや点画のつながりに
気をつけて書こうとする意識をもって
いる。

Ａ：配列のポイントについて，よく理
解している。
点画のつながりについて，よく理解し
ている。
用紙全体に対する文字の大きさに気を
つけて，行の中心をそろえて配列よく
書いている。
点画のつながりに，よく気をつけて書
いている。

Ａ：用紙全体に対する文字の大きさに
ついて，よく考えている。
点画のつながりについて，よく考えて
いる。

Ａ：配列や点画のつながりについて関
心をもち，積極的に書こうとしてい
る。
常に用紙全体に対する文字の大きさに
や点画のつながりに気をつけて書こう
とする意識をもっている。

支援：書いている様子を友だちと見せ
合いながら，次につながる穂先の動き
について確かめられるようにする。
外形が書いてある練習用紙を使うこと
で，配列が確かめられるようにする。

支援：筆意に着目するよう促し，穂先
の動きが確かめられるようにする。

支援：次の線へつながる穂先の動きに
ついて，教科書の図版を使いながら説
明する。
学習した以外の文字でも，点画のつな
がりや配列に気をつけて書くよう呼び
かける。

24・25

５ 文字の大きさと
配列、点画のつなが
り（小筆）
『この道や行く人な
しに秋の暮』

○文字の大きさと配列，点
画のつながりについて理解
することができる。

○文字の大きさと配列，点
画のつながりに気をつけて
書くことができる。

適時

【知りたい 文字の
世界】
生活と文字

３～４ 26・27

○『この道や行く人なしに秋
の暮』を硬筆や毛筆で試書す
る。
○試書と教材文字を比べて話
し合う。
○教科書を参考にしながら，
文字の大きさと配列，点画の
つながりについて確認し，練
習する。
○『この道や行く人なしに秋
の暮』を硬筆や毛筆でまとめ
書きする。
○目標に沿って，自己評価を
する。

○日常生活の中で見られる
さまざまな文字を探し，文
字に対する関心を高めるこ
とができる。

○日常生活の中で見られる
さまざまな文字の印象につ
いて，話し合うことができ
る。

○事前に用意しておいた文字
資料を提示する。
○教室内の「文字」を探す。
○集めた文字資料の中から，
任意の数点をグループごとに
選択して話し合う。
○「手書き文字」「活字」そ
れぞれの特徴や効果について
まとめる。

10月

6 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

アイウ Ｂ：小筆の持ち方や筆使い，配列につ
いて理解している。
筆使いに気をつけて，小筆で書いてい
る。
配列や余白のとり方に気をつけて書い
ている。

Ｂ：小筆の持ち方や筆使い，配列を考
えている。

Ｂ：小筆を学習や生活の中で生かす活
動に，意欲的に取り組もうとしてい
る。
日常生活においても，小筆の持ち方や
筆使い，配列に気をつけて書こうとす
る意識をもっている。

Ａ：小筆の持ち方や筆使い，配列につ
いてよく理解し，字形を把握してい
る。
筆使いに気をつけて，字形を整えて小
筆で書いている。
余白のとり方に気をつけて，配列よく
書いている。

Ａ：小筆の持ち方や筆使い，配列の良
しあしを考えている。

Ａ：小筆を学習や生活の中で生かす活
動に，積極的に取り組もうとしてい
る。
常に小筆で字配りよく書こうとする意
識をもっている。

支援：教科書の教材文字を参照し，小
筆の筆使いが確かめられるようにす
る。
小筆の持ち方や筆使い，字配りの要点
が視覚的に理解できるようにする。

支援：小筆の持ち方の図を使って，持
ち方を確かめられるようにする。

支援：小筆の持ち方や筆使い，配列に
気をつけるよう呼びかける。
日常生活におけるいろいろな機会で，
小筆を活用して，配列よく書くよう呼
びかける。

アイウ Ｂ：これまで学習した配列や字形の整
え方について理解している。
自分で選んだめあてに沿ったポイント
に気をつけて書いている。

Ｂ：６年間で学習したことを生かし
て，自分のめあてを選んでいる。

Ｂ：６年間で学習したことを生かし
て，自分のめあてを設定し，書こうと
している。
ほかの学習場面においても，字形の整
え方や文字の大きさに気をつけて，配
列よく書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：これまで学習した配列や字形の整
え方について，よく理解している。
自分で選んだめあてに沿ったポイント
に気をつけて，配列よく書いている。

Ａ：６年間で学習したことを生かし
て，自分のめあてを適切に選んでい
る。

Ａ：６年間で学習したことを生かし
て，自分のめあてを設定し，積極的に
書こうとしている。
常に字形や文字の大きさに気をつけ
て，配列よく書こうとする意識をもっ
ている。

支援：６年間の学習内容や成果が確か
められるようにする。
それぞれの教材における要点につい
て，個別に支援するようにする。

支援：選んだ教材を試書することで，
自分のめあてが見つけられるように支
援する。

支援：自分が書いてみたい言葉を選
び，その教材におけるポイントを確か
められるようにする。
書写の授業以外でも，字形や文字の大
きさ，配列に気をつけて書くよう呼び
かける。

アイウ Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方，文
字の大きさや組み立て方，文字の中心
について理解している。
これまで学習した文字の大きさや組み
立て方，文字の中心に気をつけて書い
ている。

Ｂ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方につ
いて考えている。

Ｂ：書きぞめに関心をもち，書こうと
している。
ほかの学習の書写場面でも，よい姿勢
や筆の持ち方，文字の大きさや組み立
て方，文字の中心に気をつけて書こう
とする意識をもっている。

２

４～５ 30～33

■好きな言葉を書く
（『実現』『夢』
『仲間』『友情』）

28・29

○小筆を学習や生活の中で
生かす活動に，意欲的に取
り組むことができる。

○筆使いに気をつけて，小
筆で書くことができる。

○行の中心や余白のとり方
に気をつけて書くことがで
きる。

○教科書の教材から自分の好
きな言葉を選び，毛筆で試書
する。
○試書と教材文字を比べて話
し合い，自分のめあてを決め
る。
○これまでの学習を振り返り
ながら，グループごとに基準
を明確にする。
○練習用紙を選択したり自作
したりして練習する。
○基準に気をつけてまとめ書
きをして，試書と比べる。

【レッツ・トライ】
小筆
―小筆を生かして書
く

43，45
～48

書きぞめ
『理想』
『伝統を守る』

○床の上や立って書くとき
の姿勢，筆の持ち方に気を
つけて，これまでの学習を
生かして書くことを理解す
ることができる。

○文字の大きさや組み立て
方に気をつけて，字形を整
えて書くことができる。

○文字の中心に気をつけて
書くことができる。

○『理想』（または『伝統を
守る』）を試書する。
○書きぞめの姿勢を知る。
○試書と教材文字を比べ，基
準を理解する。
○基本点画に気をつけて練習
する。
○試書とまとめ書きを比べ，
自己評価する。

４～５

○教科書教材を小筆で書く。
○小筆の持ち方・執筆方法を
教科書の写真を参考に確認す
る。
○基本点画の基準を確認す
る。
○目標と基準を確認しながら
まとめ書きをする。
○学習の成果を生かして，小
筆で年賀状や俳句を書く。

○好きな言葉を選び，自分
のめあてを設定し，めあて
に気をつけて書くことがで
きる。

○６年間で学習したことを
生かして，意欲的に取り組
むことができる。

○毛筆で選んで書いた言葉
を，硬筆で書いて確かめる
ことができる。

11月

11・
12月

12・
１月
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方，文
字の大きさや組み立て方，文字の中心
について，よく理解している。
これまで学習した文字の大きさや組み
立て方，文字の中心に気をつけて，配
列よく書いている。

Ａ：書きぞめの姿勢や筆の持ち方の良
しあしを考えている。

Ａ：書きぞめに関心をもち，積極的に
書こうとしている。
常に姿勢や筆の持ち方，文字の大きさ
や組み立て方，文字の中心に気をつけ
て書こうとする意識をもっている。

支援：教科書で学習した文字の組み立
て方のポイントについて振り返ること
で，確かめられるようにする。
書きぞめ用紙を縦半分に折り，中心を
意識できるようにする。
外形を考えることで，文字の大きさに
ついて確かめられるようにする。

支援：姿勢図や筆の持ち方の図版など
を使って，確かめられるようにする。

支援：書きぞめの由来を説明し，書き
ぞめについて関心が高まるようにす
る。
書写の授業以外でも，姿勢や筆の持ち
方，文字の大きさや組み立て方，文字
の中心に気をつけて書くよう呼びかけ
る。

アイウ Ｂ：中学校で学習する行書について，
関心を高めている。

Ａ：中学校で学習する行書について関
心を高め，積極的に学習に取り組もう
としている。

支援：身のまわりで見られる行書で書
かれた文字を例示して，関心を高め
る。

アイウ Ｂ：これまで学習した内容について理
解している。
これまで学習したことを生かして，自
分の課題に気をつけて書いている。
文字の大きさや配列に気をつけて書い
ている。

Ｂ：１年間の学習を振り返り，自分の
課題について考えている。
文字の大きさや配列に気をつけて書こ
うとしている。

Ｂ：１年間の学習を振り返り，自分の
学習の成果を確かめようとしている。
ほかの学習場面でも，文字の大きさや
配列など，これまで学習したことに気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

Ａ：これまで学習した内容について，
よく理解している。
これまで学習したことを生かして，自
分の課題に気をつけて，字形を整えて
書いている。
文字の大きさや配列に気をつけて，丁
寧に書いている。

Ａ：１年間の学習を振り返り，自分の
課題について，よく考えている。
文字の大きさや配列に気をつけて，字
形を整えて書こうとしている。

Ａ：１年間の学習を振り返り，自分の
学習の成果を積極的に確かめようとし
ている。
常に文字の大きさや配列など，これま
で学習したことに気をつけて，丁寧に
書こうとする意識をもっている。

支援：学級全体で意見を出し合い，１
年間の学習内容や成果が確かめられる
ようにする。
中心線を引いたり，文字の外形を囲ん
だりして，具体的に示すようにする。

支援：これまで学習したまとめ書きを
見直すようにする。
文字の大きさや配列を整えるための留
意事項について確かめられるようにす
る。

支援：これまで学習した教科書紙面を
参照し，学習内容を確かめられるよう
にする。
書写の授業以外でも，文字の大きさ
や，配列，字形などに気をつけて書く
よう呼びかける。

アイウ Ｂ：これまで学習した内容について理
解している。
文字の大きさや配列について理解して
いる。

Ｂ：６年間の学習を振り返り，自分の
課題について考えている。
文字の大きさや配列に気をつけて書こ
うとしている。

Ｂ：６年間の学習を振り返り，自分の
学習の成果を確かめようとしている。

36・37

六年間で学習したこ
と

34・35

○文字の形や大きさ，組み
立て方などに気をつけて，
字形を整えて書くことがで
きる。

○縦罫線の用紙に，配列に
気をつけて書くことができ
る。

○６年間の学習を振り返
り，自分の学習の成果を確
かめることができる。

３～４

44

はってん
―「行書」

６　学習のまとめ
『旅立ちの時』

○身のまわりにある行書で書
かれた文字を用意しておき，
行書への関心を高める。
○教科書の楷書と行書で書か
れた『春』の文字を比較し
て，違いについて話し合う。
○楷書と行書で『春』を書
く。

○教材文字を見ながら１年間
で学習したことを振り返る。
○縦罫線の用紙に教科書の教
材文を試書する。
○中心に線を引いて自己批正
する。
○文字の大きさや配列に気を
つけて，まとめ書きをする。

43，45
～48

書きぞめ
『理想』
『伝統を守る』

○床の上や立って書くとき
の姿勢，筆の持ち方に気を
つけて，これまでの学習を
生かして書くことを理解す
ることができる。

○文字の大きさや組み立て
方に気をつけて，字形を整
えて書くことができる。

○文字の中心に気をつけて
書くことができる。

○『理想』（または『伝統を
守る』）を試書する。
○書きぞめの姿勢を知る。
○試書と教材文字を比べ，基
準を理解する。
○基本点画に気をつけて練習
する。
○試書とまとめ書きを比べ，
自己評価する。

４～５

〇中学校で学習する行書
の書き方について，興
味・関心を高めることが
できる。

○これまで学習したことを
生かして，自分のめあてを
選んで，意欲をもって書く
ことができる。

〇文字の大きさに気をつけ
て書くことができる。

〇学習したことを生かし
て，硬筆で書いて確かめる
ことができる。

○『旅立ちの時』を硬筆や毛
筆で試書する。
○これまで学習したことの中
から自分のめあてを選ぶ。
○漢字と平仮名の大きさや配
列について理解する。
○自分のめあてに向かって練
習する。
○『旅立ちの時』を硬筆や毛
筆でまとめ書きし，試書と比
べて達成度を話し合う。
○自分のめあてが達成できな
かった場合は，既習事項を振
り返る。

12・
１月

２・
３月

8 



知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

学習指導
要領の
内容

評　価　規　準
時数 頁 教材名 学習指導のねらい 学習活動

指導
月

Ａ：これまで学習した内容について，
よく理解している。
文字の大きさや配列について，よく理
解している。

Ａ：１年間の学習を振り返り，自分の
課題について，よく考えている。
文字の大きさや配列に気をつけて，字
形を整えて書こうとしている。

Ａ：１年間の学習を振り返り，自分の
学習の成果を進んで確かめようとして
いる。

支援：学級全体で意見を出し合い，１
年間の学習内容や成果が確かめられる
ようにする。

支援：これまで学習したまとめ書きを
見直すようにする。
文字の大きさや配列を整えるための留
意事項について確かめられるようにす
る。

支援：これまで学習した教科書紙面を
参照し，学習内容を確かめられるよう
にする。

アウ Ｂ：手紙の書き方について理解してい
る。

Ａ：手紙の書き方について，よく理解
している。

支援：教科書の紙面を参照しながら，
手紙の書式について確かめられるよう
にする。
封筒に対して文字が大きすぎたり小さ
すぎたりしにように，教科書を見なが
ら確かめられるようにする。

アイウ Ｂ：効果的に書くための基準について
理解している。
文字の大きさ，行の中心，余白，行頭
の位置に気をつけて書いてる。

Ｂ：効果的に書くための基準を確認
し，自分のめあてを設定している。

Ｂ：ほかの学習場面でも，配列に気を
つけて書くことを，その目的や効果を
考えて成果物に生かそうとしている。

Ａ：効果的に書くための基準につい
て，よく理解している。
文字の大きさ，行の中心，余白，行頭
の位置に気をつけて，配列よく書いて
る。

Ａ：効果的に書くための基準を確認
し，自分のめあてを設定し，解決方法
を選択している。

Ａ：書写で学習した内容を，他教科で
の学習や日常生活にも積極的に生かし
ていく意欲をもっている。
常に書く目的や効果を考えて，書写で
学習した内容を日常生活に生かそうと
している。

支援：配列は整っているか，筆記用具
は効果的に使われているかなど，具体
的な投げかけをする。
鉛筆で下書きをすることで，文字の大
きさや配列のめやすになるようにす
る。

支援：効果的に書くための基準につい
て確かめられるようにする。

支援：昨年の６年生が制作した成果物
例などを具体的に例示する。
書写の授業以外でも，相手の読みやす
さや効果を考えて書くよう呼びかけ
る。

アウ Ｂ：同じ組み立て方の構成をもつ漢字
を探すなど，漢字の仲間分けについて
理解している。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字の仲間分けをしている。

Ｂ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について考えている。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字の仲間分けについて考て
いる。

Ｂ：巻末漢字表を使った仲間分けの活
動や漢字の成り立ちについて，関心を
高めている。
ほかの学習場面でも，筆順や字形に気
をつけて書こうとする意識をもってい
る。

49～52

【書いて 伝え合お
う】
卒業制作
―思い出に残る言葉
を書こう

36・37

六年間で学習したこ
と

Ａ：巻末漢字表を使った，漢字の仲間
分けの活動や漢字の成り立ちについて
関心を高め，積極的に取り組もうとし
ている。
常に筆順や字形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

【漢字表】
六年生で学習する漢
字
五年生で学習した漢
字

○５年生で学習した字形の
整え方などを確かめること
ができる。

○６年生で学習した筆使い
や筆順，組み立て方などを
確かめることができる。

○巻末漢字表を活用した，
漢字の仲間分けの活動を
行ったり，筆順がまちがえ
やすい漢字について確かめ
たりすることができる。

○筆順のきまりを確認する。
○筆順に気をつける漢字を正
しい筆順で書く。
○文字の組み立て方の観点か
ら，巻末漢字表の文字を分類
し，印を書き込む。
○友達と見せ合い，正しく書
けたか相互評価する。

Ａ：同じ組み立て方の構成をもつ漢字
を探すなど，漢字の仲間分けについ
て，よく理解している。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字を正しく仲間分けしてい
る。

○文字の形や大きさ，組み
立て方などに気をつけて，
字形を整えて書くことがで
きる。

○縦罫線の用紙に，配列に
気をつけて書くことができ
る。

○６年間の学習を振り返
り，自分の学習の成果を確
かめることができる。

Ａ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について，よく考えている。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字の仲間分けについて判断
している。

38・39

【知っておこう】手
紙
―お願いの手紙

適時

40～42

３～４

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

○筆記用具の特徴を知る。
○これまで学習した，紙面に
対する文字のおさめ方につい
て確認し，基準を理解する。
○自分の決めた文字を入れて
練習する。
○補助線を入れるなど，自分
の表現方法に合った練習用紙
を作成する。
○友達と交換し，成果を認め
合う。

○教材文字を見ながら１年間
で学習したことを振り返る。
○縦罫線の用紙に教科書の教
材文を試書する。
○中心に線を引いて自己批正
する。
○文字の大きさや配列に気を
つけて，まとめ書きをする。

○書写で学習した内容を，
他教科での学習や日常生活
にも生かしていく意欲をも
つことができる。

○教科書を見て，手紙の書き
方と封筒の書き方について確
かめる。

２・
３月
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月

支援：今まで学習した文字の組み立て
方などの内容を振り返り，確かめられ
るようにする。
辞典などを使って，漢字の部分につい
て調べるようにする。

支援：教科書紙面を使って，正しい筆
順や字形の整え方などが確かめられる
ようにする。
どの文字のどの部分に着目して探す
か，具体的に説明する。

支援：巻末漢字表の使い方について確
かめらるようにする。
書写の授業以外でも，気をつけるよう
意識づける。

アウ Ｂ：平仮名の筆順や字形について理解
している。

Ｂ：平仮名の筆順や字形を確かめてい
る。
常に平仮名の筆順や字形を確かめよう
とする意識をもっている。

Ａ：平仮名の筆順や字形について，よ
く理解している。

Ａ：平仮名の筆順や字形を，積極的に
確かめている。
常に平仮名の筆順や字形を確かめて，
丁寧に書こうとする意識をもってい
る。

支援：ふだん，字形を整えにくい文字
に関して，教科書を見ながら確認でき
るようにする。

支援：まちがえやすい筆順について，
重点的に確かめるように呼びかける。
書写の授業以外でも，常に気をつける
よう意識づける。

○平仮名の字形や筆順につ
いて確かめることができ
る。

49～52

Ａ：巻末漢字表を使った，漢字の仲間
分けの活動や漢字の成り立ちについて
関心を高め，積極的に取り組もうとし
ている。
常に筆順や字形に気をつけて書こうと
する意識をもっている。

【漢字表】
六年生で学習する漢
字
五年生で学習した漢
字

○５年生で学習した字形の
整え方などを確かめること
ができる。

○６年生で学習した筆使い
や筆順，組み立て方などを
確かめることができる。

○巻末漢字表を活用した，
漢字の仲間分けの活動を
行ったり，筆順がまちがえ
やすい漢字について確かめ
たりすることができる。

○筆順のきまりを確認する。
○筆順に気をつける漢字を正
しい筆順で書く。
○文字の組み立て方の観点か
ら，巻末漢字表の文字を分類
し，印を書き込む。
○友達と見せ合い，正しく書
けたか相互評価する。

Ａ：同じ組み立て方の構成をもつ漢字
を探すなど，漢字の仲間分けについ
て，よく理解している。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字を正しく仲間分けしてい
る。

Ａ：これまで学習した字形の整え方，
筆順について，よく考えている。
同じ組み立て方の構成をもつ漢字を探
すなど，漢字の仲間分けについて判断
している。

適時

53

【平仮名表】
【消しゴム印の作り
方】

○「平仮名表」を見て，平仮
名の筆順や字形を確認する。

○字形がうまくとれない文字
について，重点的に練習す
る。

２・
３月

10 


